

[image: ]







[image: ]







[image: ]





[image: ]





[image: ]











棺姫ひつぎのチャイカⅡ








[image: さかき]　一郎
















富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。















口絵・本文イラスト　なまにくＡＴＫ（ニトロプラス）

口絵・本文デザイン　Lightning
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　序章　竜騎士の帰還　RETURN OF THE DRAGOON CAVALIER







　最初はそれが何なのか判わからなかった。

　彼女の膝ひざ程の高さまでしかない小さな石せき柱ちゆうは……墓ぼ碑ひと呼ぶには、あまりに粗そ末まつに見えたからである。

　石柱といっても、ただ路ろ傍ぼうの石を積んだだけの代しろ物ものだ。他に手を掛かけた様子は全くなかった。碑ひ銘めいも無い。子供の積み木と同じだ。ひどくおざなりで──死者への弔ちよう意いも畏い敬けいも一切感じられない。それと知らされねば、気付かずに通り過ぎていただろう。

「こ……これが……？」

　ドミニカ・スコダは喘あえぐ様に言った。

　のしかかる様な灰色の雲の下──辺りの風景は、昼とは思えぬ陰いん鬱うつな色しき彩さいに塗ぬり込こめられている。目の前の墓碑も、殊こと更さらにみすぼらしく見えた。

「へ……へぇ……ルツィエ様の」

　彼女を此こ処こまで案内してきた村の老人が頷うなずいた。

　皺しわ深い顔を伏ふせがちにして……声にも怯おびえの色が濃こい。

　勿もち論ろんそれは、長く激しい戦争を終えて凱がい旋せんした領主を前にしている、という事も理由としてあったろうが──何よりも年老おいた村人を恐おそれさせているのは、ドミニカの背はい後ごに立つ巨きよ大だいな異い形ぎようであったろう。

　白銀と漆しつ黒こく──相反する色彩を帯びた巨きよ体たい。

　大きな闇やみ色の翼つばさを畳たたみ、長い首を項うな垂だれる様に曲げていてさえ、牛よりも馬よりも遥はるかに大きい──むしろそれらを獲え物ものとして掠さらっていきそうな巨体である。

　獣けものというよりも──四し肢しや頭部の配置は、人間のそれに近い。

　だが単に『人型』と呼ぶにはあまりに首が長すぎる。また腕うでや脚あしの長さも人間の配分バランスとは異なる。馬の様に面おも長ながの頭部には、一いつ対ついの角つのが備わり──そして何よりも全長の半分近くをしめる長い尻尾しつぽは、人間には決して備わらない筈はずの器官だった。

　人に似ながら人でなく。

　翼があっても鳥でなく。

　尾おを備えても獣でなく。

　これを異形と呼ばずして何と呼ぶのか。

　だが……何よりもその姿を特異たらしめているのは、輪りん郭かくではなかった。

　その表面を覆おおうのは毛皮ではない。滑なめらかな皮ひ膚ふでもない。時にこれを『鱗うろこ』と称する者も居るが、蛇へびや蜥蜴とかげのそれとは明らかに異なり──大きな幾いくつもの平面が組み合わさって形成されるそれは、むしろ騎士キヤバリア達が帯びる板金鎧プレートメイルを連想させる。

　故ゆえに、この怪かい物ぶつは人々からこう呼ばれる。

　鎧よろいを帯びる竜、即すなわち『装鎧竜ドラグーン』──と。

　いかに『大だい丈じよう夫ぶだ』と明言されても、こんな威い圧あつ的な姿の怪物が間近に居れば、誰だれしも怯えて当然だ。むしろ悲鳴を上げて逃にげ出さないだけ、ドミニカを案内してきた老人は根性があると言えた。ドミニカさえ、初めてこの装鎧竜と引き合わされた際には腰こしを抜ぬかしたものである。

「ルツィエ……」

　ドミニカは呆ぼう然ぜんと──譫うわ言ごとの様に石せき碑ひの下に埋まい葬そうされた者の名を呼ぶ。

　妹のルツィエは、彼女にとって唯ゆい一いつ残された家族だった。




『お姉様。お姉様──』




　最愛の妹。自分と血を分けた、ただ一人の肉親。

　眼を閉じると、今も瞼まぶたの裏に彼女の笑顔を見る事が出来る。

　静せい寂じやくの中に身を置けば、彼女の声を脳のう裏りに聞く事も出来る。




『見て。このお花。お姉様の髪かみに似合うと思うの』

『そうだ。御お父とう様と御お母かあ様のお墓にもお供そなえしないと──』




　スコダ家は没ぼつ落らくした騎士キヤバリアの家系だった。

　具体的には、申し訳程度の所領しか──騎士の家として、最低限度の体面を保ちつつ、慎つつましやかに暮らしていくのが精せい一いつ杯ぱい、そんな小さな所領しか持たない田舎いなか貴族だ。

　本来そのスコダ家を盛り立てるべき父は……ルツィエが物心つく前に、戦場に行って戻もどらなかった。騎士の家系と言っても、生まれてくる人間にはそれぞれ向き不向きがある。恐らく父は戦う事に向いていなかったのではないか、とドミニカは思う。

　母も……父が戦場へ去って数年後に、病やまいで亡なくなった。

　父と同じく、愚おろかな程に真ま面じ目めな人だった。娘むすめ二人を育て、少ない税収でスコダ家の体面を維い持じして行くには、並々ならぬ苦労があったのだろう。本来ならば治なおる病気も、致ち命めい的てきなものになってしまう位に。




『お姉様。今日は、鴨かものお肉を分けていただいたのよ』

『待ってて。お姉様の大好きな芥から子しのソース──作るから』




　以後、ドミニカは妹のルツィエと共に身を寄せ合い、姉妹二人で生きてきた。

　無論、小さいと言っても所領は所領、税収は少女二人が慎ましく生きていく分には充じゆう分ぶんだった──本来ならば。だがスコダ家の所領である村落では、次第に税の滞たい納のうや脱だつ税ぜいが目立ち始めた。貴族といえど末まつ端たん、本来の家長は戦死、しかも遺のこされたのは二は十た歳ちにもならぬ少女が二人、使用人も居ない、となれば──領民も、領主を侮あなどる。

　そして既すでにスコダ家には、領民達の不ふ遜そんを咎とがめる力は無かった。

　このままではいけない……ドミニカはそう思った。

　戦争は長期にわたり、未いまだ終わる様子を見せない。

　それどころか、戦線は常に揺ゆれ動いており──いつドミニカ達の郷里が戦場になるかも判らなかった。むしろ末端貴族の所領なぞ、いつ本国から見み捨すてられるか判ったものではなく──それ故に常に、戦火にまみれる危険性はあったのだ。




『お姉様。お姉様はどうして……？』




　戦争に行くと告げた姉に、ルツィエは哀かなしげな表情を見せた。

　後うしろ髪がみを引かれる思いだったが──それでもドミニカは戦場に出るという決心を翻ひるがえしはしなかった。

　戦場において武ぶ勲くんを立てれば、所領を増やしたり、あるいはもっと戦線から離はなれた内地の方と所領を入いれ替かえて貰もらう事も可能な筈だ。領民達も領主たるスコダ家への畏敬を想い出す事だろう。

　この戦乱の世の中で……何の後ろ盾だても無いドミニカには、他に妹を守る方法など思いつかなかったのである。




『お姉様。いつお帰りになるの……？』




　勿論……騎士の家の出といっても、ドミニカにはろくに武術の心こころ得えが無かった。

　武術を教わるべき相手、即ち父は既に亡く、改めて高名な師について学ぶには、少なくない金銭と長い時間が必要で……勿論それを用意出来る余よ裕ゆうは、ドミニカには無かった。

　だからドミニカが軍に入っても武勲を立てる方法は限られていた。

　いや。唯一無二と言っても良かっただろう。

　選せん択たく肢しなど彼女には最初から無かった。

　求められるままに彼女は自分の身体からだを差し出したのだ。

　即ち……

「ルツィエ……」

　小さな墓碑の前でドミニカは膝をついた。

「折せつ角かく──戦争が終わったというのに」

　折角、武勲を立てて、報ほう賞しように新たな領土を貰って、故郷に凱旋したというのに。

「どうして……こんな」

「へぇ……」

　村人は俯うつむきながらぼそぼそとルツィエの死の経けい緯いを教えてくれていた様だが──殆ほとんどそれはドミニカの耳に入っていなかった。目の前に横たわる妹の死を受け入れるだけで、彼女は精一杯だった。今は他の事など考える余裕も無かった。

　全ては妹の為ためだった。

　他にドミニカに守るべきものなど無かった。

　他の何と引き替えにしてでも、妹だけは守りたいと思ったからこそ──ドミニカは、自みずからの身体を差し出し、屈くつ強きような戦士や生きつ粋すいの騎士すらも尻しり込ごみする様な、恐ろしい方法を選んで戦場に立った。

　そして必死に戦って戦って、莫ばく大だいな報賞を勝ち取ったのだ。

　しかし……

「私は……」

　それが間ま違ちがいだったのか。

　妹の側そばを離れなければ──たとえ死の運命を避さけられなかったとしても、死に際ぎわを看み取とるなり、共に死んでやるなりできたものを。

　きっとルツィエは一いち日じつ千せん秋しゆうの想いで、姉の帰りを待ちわびていた事だろう。

　きっとルツィエは深い孤こ独どくと絶望を抱かかえて逝いった事だろう。

　そう思うと──もう堪こらえきれなかった。

「お……おお……おおおおおお…………！」

　墓碑の前で泣なき崩くずれるドミニカ。

　白銀の鎧よろいが土にまみれるのも構わず、彼女は両手の拳こぶしを何度も何度も地面に打ち付けて嗚お咽えつをこぼす。自分の中で際限なく膨ふくれ上がっていく悲ひ嘆たんを、一体どう扱あつかえば良いのか判らない。ただ居ても立ってもいられない気持ちを拳に込めて、彼女はそれを振ふり下ろし続けた。

　そして──




　おおおおお……おおおおおおおおおおおおおおおおおお…………！




　ドミニカ達の上にのしかかる曇どん天てんに、咆ほう哮こうが響ひびき渡る。

　まるで彼女と悲しみを共有するかの如ごとく……白銀の鎧を帯びた竜は、天を振り仰あおぎ、巨体を震ふるわせ、慟どう哭こくの叫さけびを暗く濁にごった空へと放った。








　第一章　彷徨の始まり　BIGINING OF WANDERING










　青白い月光の下にその異い形ぎようは佇たたずんでいた。

　いや……ただ『居た』と、あるいはもっと端たん的てきに『あった』と表する方が良いのかもしれない。それには腕うでも無ければ脚あしも無いのだ。胴どう体たいと頭部の区別すら無い。明確な形そのものが無い。その輪りん郭かくは定まっておらず、如い何か様ようにも変化するからだ。眼の前のそれが、立っているのか転がっているのかすら、見た目からは判別がつかなかった。

　トール・アキュラは──ただ呆ぼう然ぜんと、眼の前の異形を見つめる。

「…………」

　もぞりと身じろぎする……不定形。

　ぐにゃりぐにゃりと間断なく震ふるえ揺ゆらぐその表面は、枯かれ葉はや泥でい土どに覆おおわれていた。そこには勿もち論ろん、眼も鼻も口も無い。『これは何か？』と問われれば──見た目からは、ただ『塊かたまり』としか答えられないだろう。まるで土や泥どろが自みずから動いているかの様な、常じよう軌きを逸いつした奇き怪かいさがそこにはあった。

「……チャイカ……」

　冷え込んだ夜気のせいだろう……呼よび掛かけるトールの声は闇やみに白く濁にごる。

　チャイカ。

　それは、彼が仕つかえるべき主あるじとして定めた少女の名だ。

　銀ぎん髪ぱつの、小こ柄がらで、何ど処こか不思議な──そして儚はかなげな佇まいの、国無き姫ひめ君ぎみ。

　名めい匠しようの手になる人形の如ごとく、隙すき無く整った目鼻立ちも。

　強く抱だき締しめれば折れてしまいそうな、華きや奢しやな手脚も。

　一切の穢けがれを寄せ付けぬかの様な、白く滑なめらかな肌はだも。

　その全てが、眼の前の異形には無い。

　ただの薄うす汚よごれた──人の姿形すら棄すてた『塊』だ。

「それが……お前の……」

　呆然とした口調で言うトール。

「……お前の」

　トールは瞬まばたきを繰くり返す。

　眼の前の受け入れ難がたい現実が──そうしていれば、何度目かに瞼まぶたを閉じて開いたその瞬しゆん間かん、ぱっと消えてしまうのではないか、そんな馬ば鹿かな事を頭の片かた隅すみで期待しながら。

　やがて彼は観念したかの様に低い声で──問うた。

「寝間着パジヤマか」

「うぃ」

　ずぼりと『塊』から少女の顔が飛び出した。

　何処かに切れ目というか、襟えりというか──まあ、そういう部分があるのだろう。

　長い銀髪も、紫むらさきの双そう眸ぼうも、白い柔やわ肌はだも、勿論、つい先程までと全く変わっていない。

　変わったのは要するに──衣装だけだった訳だが。

「保温性。抜ばつ群ぐん」

　と『塊』から首だけ出した少女──チャイカ・トラバントは言った。

「……いやまあ、そうなんだろうけどな」

「偽ぎ装そう性。抜群」

　元より大陸共通公用語はあまり得意でない様で、全体的に韻いんというか、抑よく揚ようがおかしな感じの喋しやべり方なのだが──声の調子から、そこはかとなく得意げなのは伝わってくる。

「それもまあ、そうなんだろうけどな」

　トールはうんざりした口調で言った。

「どういう趣しゆ味みをしてんだお前は」

「重視。実用性。最優先」

「…………」

　トールは改めてチャイカの『寝間着』を眺ながめた。

　まあ実際には服と言うより寝ね袋ぶくろの類たぐいなのだろう。端的に言えば、人間一人が丸ごと入る布袋だ。通常の筒つつ状じようをした寝袋と違ちがい、入ったまま動ける様に、かなり大きさには余裕がある様だったが。

　その表面は二重三重に目の細かい網あみが掛けられており、中に入ってチャイカがごろごろとその辺を転がるだけで、勝手に枯葉やら泥土やらが引っかかって偽装が完成するという仕組みである。

　元々袋状で人の形をしていない事に加え、この表面である。少し離れて見れば、もうそこに人間が居るなどとは判わからなくなるだろう。

「まあ魔法師ウイザードだから、そういう装備も必要な訳か……」

「自作。自じ慢まんの逸いつ品ぴん」

　と──やはり得意げにチャイカは頷うなずいた。

「見つからない事が一番の防ぼう御ぎよなんだろうしな」

「肯こう定てい」

「けど今はそんなもん着る必要はねえよ。鬱うつ陶とうしいから脱ぬげ」

「むい？」

「周囲の警けい戒かいは俺達でやる」

　とトールは言った。

　現在──トール達は山林の只ただ中なかに居る。

　周囲は木々に囲まれ、足あし下もとは落ち葉と腐ふ葉よう土どに覆われている状態だ。此こ処こで野や営えいするにあたってトールは、周囲に幾いく重えにも『結界』を敷しいた。

　無論それは、魔法師が使う様な防御結界や警戒領域の類とは、根本的に異なる。もっと単純な代しろ物ものだ。単に細くて折れやすい──つまりは誰だれかが体重を掛けて踏ふめば、容易たやすく音を出してくれる様な、小さな枯かれ枝えだを、腐葉土や落ち葉の下に仕込んだだけである。

　更さらに木々の間にも細い黒糸を幾重かに張はり巡めぐらせ、そこに鈴すずをぶら下げてある。

　もし何者かが近付いてくれば──あるいは警戒して地面ではなく、周囲の木々の枝の上を渡わたってきたとしても──音が鳴って報しらせてくれるという寸法だ。

「つか……それな。確かに暖かいだろうし、見た目には判りにくいんだろうけど。むしろいざって時にさっさと動けないと、どうにもならねぇだろ」

「……むぅ」

　チャイカは顔をしかめる。

　どうやらお気に入りの『寝間着』をけなされて面おも白しろくないらしい。

「大だい丈じよう夫ぶ。可能。迅じん速そくな行動」

「……ほほう？」

　トールは眼を細めて言った。

「ならそこの樹の周りをぐるっと回ってみろよ。駆かけ足でな」

「うぃ」

　簡単だ、と言わんばかりにチャイカはトールが指差した大木の方へと早足で歩き出す。

　でもって──

「みぎゃ？」

　──べしゃ。

　わずか三歩目で、チャイカは見事にすっ転んでいた。

　それももろに顔面から地面に突つっ込こむ感じだ。寝間着の表面どころか、白い貌かおだの銀の髪かみだのまで泥と落ち葉だらけである。

「言わんこっちゃない」

「うう。不可解」

「服が服の形してるのには意味があるんだよ。お前、それ、常に自分のスカートの裾すそ踏ふんづけながら歩いている様なもんだぞ」

　おまけに、泥やら落ち葉やらを帯びやすい様に掛けられた目の細かい網は、つまりそれだけ周囲の枝やら何やらに引っかかりやすい訳で。

　要するに彼女の寝間着は、あくまで『じっとしていれば見つからない』点においては優ゆう秀しゆうだが、動きやすさ──咄とつ嗟さに逃にげるという面では、全く役に立たない代物という事だ。

「自信作……」

　哀かなしげに呟つぶやくチャイカ。

　彼女自慢の寝間着のせいで、地面との境目が判りにくいというか、まるで生首が地面に転がったまま嘆なげいているかの様にも見えて、非常に不気味である。

「いいから脱げよ」

　と言ってトールは転んだままのチャイカに向かって手を差さし伸のべる。

　次の瞬間──




　──ぞす。




　そんな音を立てて、トールの指先をかすめた刃は物ものが、腐葉土にめり込んだ。

　……鉈なたである。

「ぬわっ!?」

　思わず手を引っ込めて身構えるトール。

　元々鉈は木々の下生えを払はらったり、焚たき火び用の薪まきを割ったり、あるいは捕とらえた獲え物ものを解体する為ためのものである訳だが──そうした雑な使い方をする為に、この類の刃物はかなりの重量がある。刃はの鋭するどさではなく、重さで対象を切断するのである。

　こんなものをぶん投げた日には……まともに当たれば指の一本や二本は簡単に落ちる。

「兄様……」

　木々の間に凝こる闇の向こうから、色の無い声が投げ掛けられた。

　ひどく淡たん々たんとしていて、その声こわ音ねからは喜き怒ど哀あい楽らくが殆ほとんど感じられない。

「一体それは何の積もりか」

「それはこっちの台詞せりふだ阿あ呆ほう！」

　トールは喚わめいた。

「いきなり何て事しやがる!?」

「それこそこっちの台詞だ兄様」

　言いながら闇を抜ぬけて近付いてきたのは、長身痩そう躯くの娘むすめだった。

　切れ長の眼や、怜れい悧りに整った口元のせいで、その容よう貌ぼうには大人びた雰ふん囲い気きがあるが──実際にはまだ十七である。黒くろ髪かみを長く伸のばしているが、後頭部で括くくって束ねる髪かみ型がたになっている為、まるで少年の様な、活動的な印象になっている。

　すらりと長い手脚をしているが、ひ弱な印象は微み塵じんも無く、服の上から──革製の簡易防具の上からさえ、牝め鹿じかの様に引き締まった様子が窺うかがえた。

　アカリ・アキュラ。

　トールの妹である。ただし血の繋つながりは無い。所いわ謂ゆる、義理の妹というやつだ。

　ちなみに彼女は狩かりに出で掛かけていて──丁ちよう度ど今戻もどってきたらしい。

　左手には絞しめた鳥を一羽ぶら下げている。恐おそらく捕つかまえたその場で、内臓処理と血ち抜ぬきをしたのだろうが……ぽたり、ぽたり、と抜けきらなかった血が滴したたり落ちているせいで、妙みような凄すご味みがその姿には追加されていた。何も知らずに夜道で子供が出で会くわせば、失禁して泣き出しそうだ。

「このような夜半に」

　闇やみ色の双眸をひたりとトールに据すえてアカリは言った。

「婦女子を捕まえて服を脱げとは」

「……え？」

　とトールは間の抜けた声を出す。

　まあ確かにチャイカに向けて『脱げ』とは言ったが。

「あ──いや、違う」

　トールは慌あわてて首を振ふった。

「断じてお前が想っている様な流れじゃなくてな」

「むい？　脱だつ衣い中止？」

　寝間着を脱ぎかけていたチャイカはきょとんとした様子で首を傾かしげる。

　当然といえば当然だが──寝間着な訳だから、その下は殆ど裸はだかの様な状態で。しかも気温が低いせいか、元々雪の様に白い肌はだには、うっすらと朱しゆがさしていたりして、恐ろしく誤解を誘さそう姿だ。

「お前も今いま更さら脱いでんじゃねえよ！」

「トール。理り不ふ尽じん」

　と頬ほおを膨ふくらませて言うチャイカ。

「全く兄様にも困ったものだ」

　アカリはやれやれといった様子で首を振る。

　もっとも……その顔には表情らしい表情も浮うかんでいないので、恐ろしく白しら々じらしい感じになっているが。ちなみに、アカリは喜怒哀楽に乏とぼしいというより、どうも内面のそれを表情に出すのが著いちじるしく下へ手たなのだ。どういう理由からかはトールにもよく判らないのだが。

「ちょっと眼を離はなすとすぐに婦女子を手込めにしようと」

「人聞きの悪い事言うなっ！」

　トールは喚いた。

「誰がそんな──」

「だがそれが兄様の性せい癖へきだというのなら仕方がない」

「聞けよ。おい」

「いかに変態だろうと好色だろうと早そう漏ろうだろうと短小だろうと──私にとっては敬愛する兄様。そんな兄様の全てを受け入れるのは妹たる私の義務と心こころ得える！」

　アカリは『さあ私の腕うでの中に飛び込んで来るが良いわ兄様』とでも言わんばかりに両手を広げる。ちなみに左手には前述の絞めた鳥をぶら下げたままである。何となくそのまま絞め殺されそうな気がした。

「……っていうか、つらっと変な要素加えてんじゃねえ！」
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「変な要素？」

「大きいか小さいかとか余計なお世話だ！」

　ついでに早いか遅おそいかとかも。

「大事な事だぞ。大事な処ところの事だからな」

　とアカリは重々しく言った。

「ついては確認しておかねばならない。妹として」

「せんでいい！」

「さあ。脱ぐのだ兄様」

　静かな口調でアカリは命じてきた。

「人に脱げと言っておいて、自分は脱ぎたくないなどと、筋の通らぬ事を言う兄様ではないと、私は固く固く信しん仰こうしている」

「信じんでいい！」

　そう怒ど鳴なってから──トールは地面に突き刺ささったままの鉈を拾ひろうと、ひょいと手首を振ってアカリに投げ返す。アカリも片手で危なげもなくこれを受け止めると、指先でこれをくるりと回して、すとんと落とす様に腰こしの金具へ吊つるし直した。

「ああくそ……こんな山の中で何やってんだかな。俺は」

「野営の準備だろう」

　何を今いま更さらといった口調でアカリが言ってくる。

「ああその通りだよ。その通りですね！」

　忌いま々いましげに言うと、鉈と交こう換かんするかの様にアカリが投げてきた鳥を受け止める。

「さてどうするかな。さすがに生はきついか」

「かといってさすがに火は焚けまい」

　とアカリが言ってくる。

　その通りだ。こんな山の中で火を焚く程に目立つ事は無い。たとえ火そのものは何かで覆おおい隠かくせたとしても、煙けむりや匂においまではどうにもならない。

　トール達は追われる身だ。発見される危険は極力減らさねばならなかった。

「塩に漬つけ込む──には手持ちの塩が足りんし。器うつわもないしな……」

「トール」

　ちょいちょいとトールの服の裾すそをチャイカが引っ張る。いつの間に着き替がえたのか、既すでに彼女は半はん裸らではなく、いつもの白と黒の服を着ていた。

「調理。魔ま法ほう──応用」

　とチャイカは自分を指差しながら言う。

「ああ……その手もあるか。頼たのめるか？」

「うぃ」

　嬉うれしげに頷うなずいて、チャイカはすぐ側の樹へ立てかけてあった黒い箱に手を伸ばした。

　それは縦たて長ながの──人間が一人入る位にまで引き延ばされた六角形。

　棺ひつぎである。

　だがチャイカがこれを開いて中から取り出したのは、勿もち論ろん、死体ではなく……鋼はがねや木で出来た機械の部品だった。細長い筒つつ。複雑な機関部。握にぎりらしい部分は木を削けずって作られたものだろう。チャイカはこれを慣なれた手つきで組み立て始めた。

　さして待つ程の事も無く……チャイカは完成したその道具を構えて見せた。

　長い。恐らく彼女自身の身長よりも長い。

　それは──機杖ガンドと呼ばれる魔法装置だった。

　魔法師ウイザードと呼ばれる者達はこの杖つえ状の装置を使って魔法を御ぎよするのだ。かつては長々と儀ぎ式しきを積み重ねねば行使できなかった魔法という技能が、この装置を使う事によって、簡易に、扱あつかう事が出来る様になった。

「トール。肉。そこ。枝。吊す」

　チャイカは接続索さくと呼ばれる部品を自分の首に巻いてから、トールの側に生えた樹木を指差した。

「こうか？」

「うい」

　頷いて、チャイカは機杖を、トールが枝に吊した鳥に向ける。

　そして──

「……アイムル・イアイ・デルザ・トルグ・イルグ……」

　チャイカは片眼を閉じて機杖の測距器スコープを覗のぞき込みながらぶつぶつと何事かを唱となえ始めた。

　呪じゆ文もん詠えい唱しよう──精神集中の為の手順であると同時に、それは、普ふ段だん使わない言語体系を用もちいる事で、脳の働きを部分的に切きり替かえる為のものなのだとか。詳くわしい理り屈くつは門外漢のトールには判らないのだが。

「……フィファ・アクソム・エクセプス・レス……」

　やがて彼女の周囲に蒼あお白い燐りん光こうが灯ともった。

　炎ほのおではない。雷かみなりでもない。

　ただ虚こ空くうに直接存在するその光は──次の瞬しゆん間かん、四方八方に分ぶん岐きして伸しん張ちようし、複ふく雑ざつ怪かい奇きな紋もん様ようを描えがき始めた。

　それは魔ま力りよくに一定方向を与あたえて特定の効果を引き出すための──回路。

　当初は断片だったそれらは、機杖を中心に緩ゆるやかに回転し、相そう互ごに噛かみ合い、そして一つの大きな魔ま法ほう陣じんへと完成する。

「──いざ。顕あらわれよ〈煮え滾るものザ・ボイラー〉」

　自信たっぷりにそう宣言するチャイカ。

　次の瞬間、何かが──眼に見えない何かが、絞しぼり込まれる様にして、吊された鳥に流し込まれていった。

　光も無く。音も無く。

　だが何かの力が行使された事だけはトールにも判った。

　そして…………

「おお──凄すごいな」

　間もなくうっすらと肉の焼ける匂いがトールの鼻先に漂ただよってきた。

　火を使わずに、こんな短い時間で調理出来るのは、恐おそろしく便利だ。

　トールは感心した様子でチャイカを振り向いて──

「──あ」

　眼をぱちくりと瞬しばたたかせるチャイカ。

　次の瞬間………………………………………………鳥肉は、爆ばく裂れつした。

「──うわちっ!?」

　当然、側に居たトールは横から飛んできた幾いくつもの肉片を浴びる事になる訳で。体術にはそれなりに自信のあるトールも、さすがにこれを全部避よけるのは無理だった。

「熱っ……！　な──なんだ!?」

　飛んできた熱い肉片を顔から剥はがし、トールは吊つられていた鳥を振り返る。

　何というか、悲ひ惨さんな有様だった。既にその肉と内臓の大半は吹ふっ飛んでしまっていて残っておらず、骨と皮がだらんとぶら下がっているばかりである。

「なんだ、何が起こった!?」

「…………」

　チャイカは眼を丸くしてしばし佇たたずんでいたが──

「──てへ」

　とはにかむ様に笑った。

「誤ご魔ま化かすなッ！」

　怒鳴るトール。

　察するに、加熱の加減か何かを間ま違ちがえたのだろう。

　内部に急激に生じた熱で、瞬しゆん間かん沸ふつ騰とうした鳥の中の水分が、気化して爆ばく発はつ的てきに膨ぼう張ちよう。結果として破は裂れつしたのだ。

　そういえばこのチャイカという娘むすめ──ここ一番という時の集中力は尋じん常じようではないのだが、その代わりに普段は、魔法に限らず、とにかく不器用というか、失敗が多い。

「忘れてたぜ……」

　服にも貼はり付いた肉を剥がしながらトールは呻うめいた。

「あまり意味が無かったな」

　と──アカリが評する。

　まあこんなに派手に加熱した肉片を飛び散らせてしまっては、煙はともかく、匂いはもう隠しようが無い。

「ああくそ……」

　トールは月の佇む夜空を見上げて溜ため息いきをつく。

「やっぱ早まったか……俺？」

　乱破師サバタートール・アキュラ。

　彼の旅は、始まった早々に自分の選せん択たくを後こう悔かいしたくなる位──激しく多難だった。
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　長い長い戦国時代が終わった。

　実に三世紀以上の長きにわたって続いた戦乱期は、常にその渦か中ちゆうにあったとされる北方の大国──ガズ帝てい国こくの滅めつ亡ぼうにより終息した。

『禁断皇こう帝てい』『魔ま王おう』『不死王』『大だい賢けん者じや』『超ちよう帝てい』『戦争狂』など……数々の異い名みようを持ち、自身も強大な魔法師ウイザードとして知られたガズ帝国皇帝アルトゥール・ガズ。

　だがかの『怪かい物ぶつ王』も、連合国軍の圧あつ倒とう的てき物量の前には抗こうしきる術すべを持たずに討うち取られ、その遺体は爆ばく破は焼しよう却きやくされたと言われている。その結果として、アルトゥール・ガズの独裁によって統治されていたガズ帝国は、いとも簡単に瓦が解かい──臣下の半数は死亡、残りの半数はフェルビスト大陸全土へと逃ちよう散さんした。

　程無くして各国はガズ帝国の領土や資産の分割や、魔法技術の接収を開始。他にも疲ひ弊へいした国土や経済の回復に忙ぼう殺さつされ、改めて戦争を起こそうという国家は何ど処こにも無かった。

　平和な時代の幕開けである。

　だが……時代の移り変わりというものには、明確な一線が引かれている訳ではない。

『戦争は終わりました』と告げられたからといって、全てが翌日から切り替わるという訳にはいかなかった。特に長すぎた戦乱は、人々の生活において日常化してしまい、むしろ平和な時代の訪れを──戦国時代の終しゆう了りようを素直に享きよう受じゆ出来ない者達が数多く遺のこされるという、本ほん末まつ転てん倒とうな状じよう況きようを作り出す事になった。

　例えばそれは、軍ぐん需じゆ物資の生産を続けて来た諸もろ々もろの製造業者であったり。

　例えばそれは、駐ちゆう屯とんする軍の兵士を相手に商売をしてきた業者であったり。

　あるいは、それはトール・アキュラやアカリ・アキュラの様な──戦乱の最中にこそ活かつ躍やく出来る人材を村ぐるみで『生産』していたアキュラの里の乱破師サバターであったり。

　戦争ある事を前提に生活の構造を組み立ててしまった者達。平和な時代にあっては、彼等そのものが無用の長物になりかねない。だがそれが判っても今更、生まれた時から続けてきた生き方を変える訳にはいかない。それはもう身体からだにも精神にも染しみついて、どうにもならないものだった。

　彼等は『時代に取り残された』のだ。

　そして──

　チャイカ・トラバント。

　本名──チャイカ・ガズ。

〈魔王〉とも〈賢けん帝てい〉とも呼ばれたアルトゥール・ガズ皇帝の遺児たる彼女もまた、新時代に居場所を求める事の出来ない人間の一人であった。
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　簡単な夕食を終えた後は打ち合わせの時間となった。

「さて……これからどうするかだな」

　手近な樹木の幹みきに背中を預けて座りながらトールは言った。

　アカリはトールの左脇わきに座り、チャイカは二人とは向かい合う形で座っている。火は焚たく事は出来ないが、月明かりのお陰かげでお互たがいの顔は何とか見る事が出来る状態だ。

　実の処ところ──デルソラントの街を出てから五日、まともに話が出来るのは今日が初めてであった。それまでは、とにかく追っ手を引ひき離はなす為ために昼夜を問わず移動を続けていた為、とても話が出来る状態ではなかったのである。トールとアカリはさておき、チャイカは疲ひ労ろう困こん憊ぱいだったのだ。

「大まかにでも行動方針を決めておかないと」

「むい？」

　きょとんとした顔をしているのは事の中心──である筈はずのチャイカ本人である。

　どうも当人としては、今まで通り、さしたる考えも無く『父の形見』を探さがして歩く積もりだった様だが……

「あの時は勢いでお前につく、なんて言っちまったけどな。『形見』を探すにしても、あの面めん倒どう臭くさい連中から逃にげるにしても、自分達の置かれた状況ってのが分かってねえと、どうしようもねえだろうが」

　顔をしかめてトールは言った。

　チャイカは追われる身だ。

〈禁断皇帝〉アルトゥール・ガズの娘として、騎士キヤバリアやら傭兵マーセナリやら暗殺者アサシンやらの混成部隊が彼女と──そして『形見』を探している。

　そしてトール達は、半なかば成り行きで彼等と一戦をやらかした上、チャイカに付き従い彼女を守る事になった訳だが……

「……納得」

　とこれは素直に、こっくりと頷うなずくチャイカ。

　この少女──こうしていると本当に綺き麗れいで人形の様に可愛らしいが、見た限りは本当にただそれだけ、といった感じである。魔法師ウイザードという肩かた書がきにしても、珍めずらしい事は珍しいが、別に唯ゆい一いつ無二というものでもない。

　つまり……少なくとも、あの騎士達がわざわざ危険視して追い回さねばならない様な人間には見えないのだ。無論……人間の外見と内面が一いつ致ちするとは限らないし、善人だろうが悪人だろうが、追われる時は追われる訳だが。

「そもそもお前」

　トールは眼を細めて言った。

「本当にあのアルトゥール・ガズの娘なのか？」

「肯こう定てい」

　とチャイカは頷く。

「実は姫ひめ君ぎみ」

　薄うすい胸を得意げに張ってチャイカが言う。

　どうにもこの少女、立場の割には緊きん張ちよう感かんが無い。

「いや。威い張ばられてもな」

「敬意。必要」

　自分の顔を指差して、チャイカはそんな事を言ってくる。

　まあ雇やとい主ぬしといっても、自分より明らかに歳下の少女なので、トールはかなりぞんざいな接し方をしている。そもそも、いきなり姫君だ何だと言われても、そんなやんごとなきお方たちとの接し方なんぞトールは皆かい目もく見当もつかない訳だが。その辺がチャイカはやや不満なのかもしれない。

「そもそも……お前は、最終的に何をどうしたいんだ？」

「集める。父様の亡なき骸がら」

　きっぱりとチャイカは即そく答とうした。

　そう。チャイカは父の遺体を──かつて〈魔王〉とも呼ばれたアルトゥール・ガズ皇帝の、遺体を集めている。

　どうやらアルトゥール・ガズはガズ帝国討とう伐ばつ戦の際に討ち取られ、その遺体は幾つかに分断されて討伐戦の『英えい雄ゆう』達が持ち帰ってしまったらしい。

　強い思念を長く帯びた物体は、魔法の原動力──魔ま力りよく源げんになる。

　通常は、ある種の知的生物の化石を加工処理して魔力源に使うが──これを化石念料という──フェルビスト大陸史上最高最強とも言われた大魔導士でもあったアルトゥール・ガズの遺体もまた、強力無比な魔力源になり得る。そしてそれは、魔力の蓄ちく積せき量や純度によっては同重量の金にも数倍する値が付く事も、少なくないのだ。

　つまりガズ皇帝の遺体は戦利品として、直接ガズ皇帝を倒たおした『英雄』達が分け合ったという事だ。

　勿もち論ろんこれは非公式なものだ。

　表向きはガズ皇帝は『英雄』達と戦った末に、魔法によって遺体も残らぬ様に爆破焼却されたと言われている。

　何もそこまで──と思うのはガズ皇帝の伝説を知らぬ者だ。一説には『人間ではない』とまで言われた〈魔王〉を、それだけ、列強諸国は恐おそれていたという事である。

　いずれにせよ……

「くれっつっても、くれはしないんだろうけどなあ」

　トールは面倒臭そうに呟つぶやいた。

　言うなれば『英雄』達は、連合国軍全体が持ち帰って分割するべき戦利品を、自分達だけでガメてしまったという事になる。恐らく持っている事さえ認めたがらないだろう。

「そもそも誰だれが持ってるのかとか分かってるのか？」

「…………」

　ぶんぶんと首を振ふるチャイカ。

「そこからかよ」

　脱だつ力りよく感かんがトールの上にのしかかる。

　そもそも『直接ガズ皇帝を倒した英雄』といっても、氏名が公表されている訳ではないのだ。問題になるのは『直接』という部分で……同じ場所に居たとしても、後方支し援えんしていた魔法師は含ふくむのか、皇帝を守ろうと駆かけ付ける臣下を引き受けていた者はその数に入れるのか、等々──かなり曖あい昧まいな部分がある。

　しかもガズ帝国を滅ほろぼしたのは元々連合国軍、つまりは寄せ集めであった為、戦後の領土分割やそれに類する問題で『我が軍の騎士こそ英雄』と牽けん強きよう付ふ会かいに『英雄』を拡大解かい釈しやくして喧けん伝でんする国も出てきている。『ガズ皇帝を倒したのは我々なのだから、その分だけ多めに領土や財貨を受け取るのが当然』という主張だ。

　一応、直接的に同じ場所でガズ皇帝と戦ったのは、八名の特とつ攻こう隊たいだと言われているが、こうした国同士の思おも惑わくが絡からんだ結果、個人名は公式発表されていない。

　先のデルソラントの街の領主の様に、街の噂うわさになる事はあっても、それが本当の事かどうかは一いつ般ぱん庶しよ民みんでは確かめようが無い。

「でも。情報。供きよう与よ」

　と──人差し指を立ててチャイカは言った。

「あ？　教えてくれる奴やつが居るってのか？　誰だよ」

「知らない人」

「…………」

　眉まゆを顰ひそめるトール。

　詳くわしくチャイカの話を聞いていくと……どうやら、たまにチャイカの前にふらりと現れては『遺体』の持ち主の情報を告げて去っていく謎なぞの人物が居るらしい。

　だがそれは一体何者なのか。

　何の利があってそんな事をするのか。

「あの騎士の言っていた『ガズ帝国復興を企たくらむ勢力』って奴か？」

　亡き〈禁断皇帝〉の遺児として──つまりは正当後こう継けい者しやとしてチャイカを祭り上げ、ガズ帝国復興を目もく論ろんでいる人間が居るのだ、とあの騎士は言っていたが。

「……？」

　首を傾かしげるチャイカ。

　よく分からないという意味か。あるいはあの騎士の言っていた事を詳しく聞いていなかったのか。いずれにせよ……

「胡う乱ろんな話だな」

　と腕うでを組んで評するのはアカリである。

　その『誰か』は一般に知られていない事情に通じているだけでなく、チャイカの素す性じようにも恐らく気付いている筈だ。相当な情報収集能力と行動力である。

　しかしそんな協力者が居るなら……どうしてチャイカは一人で『遺体』を探し回る様な真ま似ねをしていたのか。

　たまたまトール達と出会ったから事無きを得たものの……場合によってはチャイカはデルソラントの山中で死んでいた可能性もある。あるいはあの騎士達に追いつかれて捕ほ縛ばくされ──危険人物として殺されていたかもしれない。

　ガズ帝国復興を目論見、チャイカをその旗はた頭がしらとして担かつぎ上げたいと考えているのなら、あまりにも計画が杜ず撰さんというか、行き当たりばったりに過ぎる。

「お前は『遺体』を集めてどうしたいんだよ？」

　彼女の目的はアルトゥール・ガズ皇帝の遺体を集める事。

　それははっきりしている訳だが、その先にあるものが見えない。

　ガズ帝国の復興なのか。それとも連合国の人間への復ふく讐しゆうなのか。

　あるいは──

「──弔とむらう」

　チャイカは端たん的てきにそう言った。

「あ……ああ。そういう事か」

　トールは納得して頷いた。

　どうやら『帝国』だの『皇帝』だの『姫君』だの──大おお仰ぎような言葉に惑まどわされて、ついつい複雑に考えてしまっていた様だ。遺体を集める事そのものも、その後に控ひかえる何かの為の手段や布ふ石せきなのだと。

　だがこの少女は──ただ父の遺体を、きちんとした形で弔いたいだけなのだ。

　それは別に不自然でも何でもない考えだろう。

〈魔ま王おう〉だとか姫君だとかそんな事とは関係無く、ごく当然の家族の情だ。

　しかし……

「それだけつっても──周りが放っておいてくれねえだろ」

「……？」

　前述の通り、ガズ皇帝の遺体は単に強大な魔力源になるというだけでなく、かつてのガズ帝国の象しよう徴ちようにも成り得る──つまり遺体を全て集めた場合、その権力の承しよう継けい者である事を、内外に知らしめる効果を持っている。

　少なくともあの騎士達はその事を危き惧ぐしていた。

　滅ぼされたとは言っても、数百年にわたって北の大国であり続けたガズ帝国だ。利害関係者は何十万何百万と残っているであろうし、その中には未いまだガズ帝国再興を狙ねらっている者達も居るだろう。

「お前さ……」

　少々呆あきれた表情でトールは言った。

「実はとんでもない大事の渦か中ちゆうに居るって自覚あるか？」

「……？」

　どうやら本人としては全くその辺りの自覚が無いらしい。

　彼女の言葉通り本当に『父親の遺体をきちんと弔いたい』と思っているだけで、だからこそ彼女はその一点について揺ゆらがない訳だが──しかし危あやうい、ともトールは思う。

　純じゆん粋すいな気持ちは他者に利用され易やすい。

「父様。集める。それだけ。それから。始まる。私の……明日あした」

　チャイカは言った。

　そういえば先日も彼女はそんな事を言っていた。

　自分の時間は、五年前のガズ帝てい国こく滅めつ亡ぼうから止まってしまっているのだと。

　昨日に対するケジメをつけねば明日に向き合えないのだ──と。

　気持ちは分かる。

　形は違ちがえど……トールもまた昨日に縛しばられ続けているからだ。

「そういえば──そもそも、どうしてガズ帝国は滅ぼされたんだかな……」

　トールは腕を組んで言った。

　実を言えば、トールはずっとアキュラの里で修行の日々を送っていた為ため、里の外に出たのは終戦後の事である。それまでは、巡じゆん回かい商人だの、帰郷した里の者だのからもたらされる断片的な話を耳にしていただけで……大まかな世界情勢は知っていても、細かな各国の事情というものには疎うとい。

「兄様。まったく兄様は世間知らずで困るな」

　何ど処こか、わざとらしい仕草で首を振りながら言ってきたのはアカリである。

　この娘むすめは、元々あまり表情が顔に出ないだけに、身み振ぶり手て振ぶりを加えるとやたら白々しく見えてしまうというか、見み慣なれたトールですら、イラっとする事がままあったりする。

「悪かったな」

「でもそこが萌もえる」

「やかましい。黙だまれ」

　拳こぶしを握にぎって力強く主張するアカリに、トールは唸うなる様に言った。

「大体、世間知らずってんなら、お前も大差ねえだろ」

　アカリもトールと同様、アキュラの里が無くなるまではろくに外に出た事が無かった筈はずである。ならば世情についての知識もトールと同じ筈なのだが……

「私は女だぞ」

　とアカリは胸を張って言った。

　ちなみに、こちらはチャイカと違ってなかなかよく育った感じである。体の線が割とはっきり出る様な衣装を着ているから、余計にその辺りが強調される訳だが──

「女には女の武器というものがある」

「ああ？」

「兄様がデルソラントで、ごろごろごろごろと雌し伏ふくの日々を続けていた際にも、この女の武器を利用して周辺情報の収集に励はげんでいたのだ」

「女の武器ってお前……」

　トール達は戦場における裏働き──つまり破は壊かい工作や情報収集と操作、暗殺、扇せん動どう、そういった表にはあまり出ない作業を専門に担当する乱破師サバターだ。実戦に出た事は無かったが、その為の教育を里で施ほどこされてきた。

　そして当然──女の乱破師となれば、己おのれの身体からだを使って敵将を誑たらし込んだり、娼しよう婦ふを装よそおって敵地に潜せん入にゆうしたりという技術を教え込まれたりもする。

　もっともアカリは他の女乱破師に比べると、身体能力が高い分、男達に混じって体術訓練に励んでいた印象が強いのだが──

「いつの間に……？」

　アカリが男達から寝ね物もの語がたりに情報収集している様子を想像して、何やら釈しやく然ぜんとしないものを覚えるトール。まあ女乱破師としては別に珍めずらしくもない話であるが。

「そう──」

　羞はじる様子も無く──むしろそこはかとなく得意げにアカリは言った。

「井い戸ど端ばた会かい議ぎという奴だな」

「それを情報収集と言い張るお前の価値観には、色々危なげなものを感じるな」

「恐きよう悦えつ至し極ごくだ」

「褒ほめてねえ！」

　唸る様にトールは言った。

「だが兄様。世の奥方達の情報流通量というのも、これでなかなか馬ば鹿かにはできんのだ。男が混じるわけにもいかんしな」

「確実性も曖あい昧まいな噂うわさ話ばなしなんざ、どれだけ仕入れても役に立たねえだろ」

「いや。曖昧だからこそ数を仕入れると輪りん郭かくは見えてくるぞ。そう教わらなかったか？」

　まあ確かに……火の無い所に煙けむりは立たない。

　どれだけ曖昧でいい加減な噂話でも、必ずその発ほつ端たんとなる事実はそこにある。逆に言えば、どんな形に変化していようと、大量の噂話から共通項こうを見いだし、途と中ちゆうで付いたであろう尾おひれを削そぎ落としていけば、それなりに確度の高い情報が得られる事もあるのだ。

「ともあれ……世間では、フェルビスト大陸の諸悪の根源としてガズ帝国皇こう帝ていは討とう伐ばつされた、という見方が基本となっている様だ」

　とアカリは言った。

「その程度は知ってるよ。だがなんでまたガズ帝国『だけ』を討伐する事になったんだかな。戦国時代なんて、自分以外は基本的に全部敵、って状じよう況きようの筈だろう？」

「ガズ帝国の存在が、戦乱の長期化の原因になっていたとする考えがある様だ」

「──は？」

　トールは眉を顰めた。

「そもそも魔ま法ほう技術が発達した事で、戦乱は規模が拡大したからな」

「通信系とか移動系の──大規模魔法の事か？」

　魔法といっても規模は様々だ。

　個人が機杖ガンドを用いて使う様なものもあれば、複数人が参加して大規模な設備を使い、城の様な巨きよ大だい物を浮うかせたり、機車ヴイークルでも何日も掛かかる様な距きよ離りと連れん絡らくをとったりといった、効果範はん囲いの大きな魔法もある。

　それらを含ふくめ、現在の魔法技術の大半はガズ帝国によってもたらされたものだ。正確にはそれ以前は魔法とは、非常に手て間ま暇ひまが掛かって実用的でなかった技術なのだが……ガズ帝国皇帝アルトゥール・ガズを筆頭に、優すぐれた魔法技術開発陣じんが、機杖やそれに関連する技術を生み出したのである。

　件くだんの皇帝が時に〈魔王〉や〈禁断皇帝〉などという恐おそろしげな二つ名で呼ばれるのと同時に、〈賢けん帝てい〉あるいは〈大だい賢けん者じや〉などという尊そん称しようで呼ばれる事があるのは、この為だ。ガズ帝国の魔法技術の流出が無ければ、恐らく、フェルビスト大陸の文化文明水準はもっと低いものであった事だろう。

　しかし……

「通信や移動手段の充じゆう実じつは当然、各国の領土拡張意い欲よくに火を付ける。広すぎて統治する手段が無ければ領土を広げても意味が無い。逆に言えば『眼の届く範囲』『手の届く範囲』が広がったからこそ……という事だ」

「……まあ理り屈くつは分かるがな」

　トールは腕うでを組んで言った。

「少々強ごう引いんな理屈じゃねえか？　それは」

　確かにガズ帝国のもたらした魔法技術が、戦火の拡大に一役買ったのは事実だろう。

　だがそれを以もつてガズ帝国が諸悪の根源と断じてしまうのは、少々勝手に過ぎる。

　その技術を用いて実際に戦争を仕し掛かけたのは列強諸国であるからだ。剣けんを以て他人を殺あやめた罪は、あくまでその使い手に対して負わされるべきであって、製作者たる剣鍛か冶じにまで責を問うのはおかしい。

「確かに強引とは思うが」

　アカリは頷うなずいた。

「だが概おおむね世間的に知られているのはこの様な理屈だ」

「ふむ……」

　いずれにせよ──あの騎士達も伊だ達てや酔すい狂きようでチャイカを追っている訳ではあるまい。

　誰だれかが何らかの現実的な脅きよう威いを感じたからこそ、彼等は派は遣けんされてきたのだ。

「まあ……その辺はおいおい分かるか」

　とりあえず滅ほろんだ帝国の事情よりも、今は自分達の身の安全の確保を考えるべきだろう。

「あの厄やつ介かいな連中をどれだけ引ひき離はなせたか──だが」

　チャイカを追う連中の事を──特にあのとんでもない技わざの冴さえを見せた青年騎士の事をふと想い出しながら、トールは物もの憂うげに溜ため息いきをついた。
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　戦後復興推進機関──〈クリーマン〉。

　恐らくフェルビスト大陸においては唯ゆい一いつと言っても過言ではない超ちよう国家組織であり、複数の国家からの人材派は遣けんと共同出資によって成り立っている、特異な存在だ。

　だがその大おお仰ぎようそうな題目とは裏腹に、組織の設備や人員の規模そのものは、決して大きなものではない。

　実を言えば〈クリーマン〉はガズ帝国攻こう略りやく戦における共同戦線の名残なごりに近く、実際には、戦後の体制再編に忙ぼう殺さつされている統治者達が、『とりあえず手に余あまる案件』を押しつける先として──もっと身も蓋ふたも無い言い方をすれば、領民に対して『手を打っていない訳ではない』という言い訳として使われる事が多い。

　人ひ員と無し。予か算ね無し。権力ちから無し。

　三重苦揃そろった弱小組織が〈クリーマン〉の実態だ。

　当然……人材についても『有能だが癖くせが強すぎて凡ぼん庸ような人間では使いこなせない』者達が、厄やつ介かい払ばらいの様な形で各国から送り込まれて来る。

　例えば女性補ほ佐さ官かんのカレン・ボンバルディアもその一人だった。

「ジレット隊が、例の人物と接せつ触しよくした際の報告書が届きました」

　中庭で煙草たばこの一服を終えて戻もどってきた〈クリーマン〉機関長コンラート・シュタインメッツは、執しつ務む室に入るや否いなやカレンからそう報告を受けた。

「例の人物？」

「チャイカ・ガズです」

　カレンは、神経質そうな顔の真ん中を横切る眼鏡めがねを指先で弄いじりつつ、当然と言った口調でそう告げてくる。

　見るからに融ゆう通ずうが利きかないといった感じの中年女性で──実際、杓しやく子し定じよう規ぎの典型の様な性格をしている。事務処理能力は高いのだが、自分が出来る事は他人にも出来て当然といった調子で接する為に、上からも下からも煙けむたがられる類たぐいの人物だ。自分に厳きびしく他人にも厳しい──筋は通っているのだが。

　彼女の手元には、数枚の紙束があった。

　恐らく件のジレット隊から送られてきた報告書類──正確にはその写しだろう。

「〈魔ま王おう〉の娘むすめかね」

　コンラートは、カレンのすぐ横を通り過ぎて自分の執務机に向かいながら言った。

「…………」

　カレンが煙草の匂においに顔をしかめるが、殊こと更さらに文句は言ってこない。

　執務室を禁きん煙えんにしたのは彼女の提案──というより要よう請せいだ。空気が悪いと仕事の能率が下がるというのがその主張の内容である。コンラートは渋しぶ々しぶこれを認めたが──それが彼にとって最大限の譲じよう歩ほであるという事は彼女も理解しているだろう。コンラート本人に完全な禁煙を強しいれば、効率云うん々ぬんどころの話ではなく、むしろ〈クリーマン〉機関そのものが機能停止しかねない。

「思ったよりも早かったな」

　執務机に就ついて書類の束を開きながらコンラートは言った。

「今度は本物であれば良いが」

　コンラートの口調にはうんざりした響ひびきがあった。

〈禁断皇帝〉アルトゥール・ガズの娘──チャイカ・ガズ。

　実の処、彼女を探さがしているのはジレット隊だけではない。〈クリーマン〉機関だけに限ってもあと二つの隊がこれを捜そう索さくしている。そして彼等からも何度かコンラート達は『〈魔王〉の娘を発見せり』という報告を受けていたのだ。

　ただしその殆ほとんどはすぐに捕とらえられ、偽にせ物ものと断じられた。

　そもそも……アルトゥール・ガズに娘が居たという話は戦後に出てきたものだ。

　戦中には、かの〈禁断皇帝〉の血けつ縁えん者については一切の情報が無かった。

　だからそもそもチャイカ・ガズという娘が本当に実在するのかすら、怪あやしい。

　しかし──それでも、いや、だからこそ、戦後のどさくさに紛まぎれて素す性じようを偽いつわり、自分はガズ帝国の姫ひめであると主張する物知らずな馬鹿は、捕つかまえても捕まえても一定数湧わいて出てくる。確かにガズ帝国そのものが滅んでいる為、自分で名乗ってしまえば確かめる術すべはまず無いのが現状だが──他に騙かたるべき名は幾いくつもあろうに、何を好きこのんであの〈禁断皇帝〉の血縁を名乗るのか、コンラートとしては理解に苦しむ。

「何者かが手を貸している様ですが」

「またぞろ詐さ欺ぎでもやる積もりか？」

　書類をめくりながら呆あきれた口調でコンラートは言った。

　ガズ帝国復興を掲かかげ、これを成し遂とげた暁あかつきには取り立てる事を確約し──そうやって商人やら領主やらから金銭を借りては踏ふみ倒たおして逃にげる、悪あく辣らつな騙りの存在も報告されている。というか、今までに捕らえられた『〈魔王〉の娘』は殆どがこの類だ。勿もち論ろん、ガズ帝国復興だけでなく、アルトゥール・ガズの隠かくし財産を掘ほり出す為の資金を集める、などという眉まゆ唾つばな話もあった。

　ともあれ──大たい抵ていの場合、その手の詐欺は、信しん憑ぴよう性せいを高める為に組織的な行動を示すものだ。ある日、何ど処この誰とも分からぬ娘がふらっとやってきて姫君を名乗っても、信じて貰もらえる可能性など皆かい無むに等しい。相手を騙だますにはそれなりに演出が必要で……その為には本人以外にも『脇わき役やく』が必要になってくる。

「ジレット隊と戦せん闘とうになった模様です」

　素そっ気けない口調でカレンは言った。

「…………」

　コンラートは書類を捌さばく手を止める。

　眉まゆを顰ひそめて補佐官の方へ眼を向けながら彼は続きを促うながした。

「それで？」

「チャイカ・ガズはどうやらデルソラント市において人を傭やとっていた様です。若い男女二人。この二人についての素性は不明ですが──ジレット隊と、チャイカ・ガズ及およびこの二人との戦闘になった後、結果として、チャイカ・ガズ及び若い男女二人は、逃とう亡ぼうしたと」

「ジレット隊からか？」

「はい」

「……ふむ？」

　ジレット隊は隊長である騎士キヤバリアアルベリック・ジレットを含め、寄せ集めではあるものの、個々の能力はかなり高い。特に戦闘技能については極きわめて高い水準にある。そんな彼等を相手に戦闘に入り、しかも──逃げた。

　件の若い男女というのは恐らく普ふ通つうの人間ではなかろう。

　傭兵マーセナリか。あるいは乱破師サバターの類か。いずれにせよ単なる詐欺の類には必要の無い面子メンツであろうし、そもそもそれなら、非公式とはいえ騎士が出てきた時点で逃げる。少なくとも公的組織という後うしろ盾だてを持った相手と、わざわざ好きこのんで事を構える詐欺師など居ない。

　ならば……

「今度こそ本物か？」

「そこまでは分かりませんが」

　とカレンは言った。

　推測でものを言うのは彼女が最も嫌きらう事の一つだ。

「ジレット隊からの報告によると、ロベルト侯こうの所有していたアルトゥール・ガズの遺体を奪うばって、逃とう走そうしたとの事」

　勿論、チャイカ・ガズを名乗って動く者の中には本物が居る可能性も零ゼロではない。

　むしろジレット隊などは、基本的にその場合を──それも最悪の可能性を想定して動いている。

「確認の必要があるな」

「現在、ジレット隊は彼女を追つい跡せき中との事です」

　カレンは書類をめくりながら言った。

「どうされます？」

　カレンの問いは『何か追加指示をジレット隊に与あたえるか、あるいは、別隊をジレット隊に合流させる等の処理を行うか』という意味だ。

　だが……

「どうもこうもない」

　コンラートは再び書類に視線を落としながら言った。

「本物か否かは捕まえてみないと分かるまい。だが本物であろうが偽物であろうが『〈魔王〉の娘』は世情不安を煽あおる存在である事に違ちがいは無い。基本方針に変へん更こうは無し。現状のまま追跡を続行。捕ほ縛ばくに成功し本物と確認出来れば──その時点で改めて対処を考える」

「分かりました」

　とカレンは大きく頷うなずく。

　どうやらコンラートのこの指示は彼女としても至し極ごく納得のいくものであったらしい。

「ではそのように伝える様、魔法師ウイザードに手配します」

　これでジレット隊の追う『〈魔王〉の娘』に関する話題は、二人の間で一いつ旦たん、終しゆう了りようした。

　戦後復興推進機関〈クリーマン〉。

　半ば統治者達の言い訳の様な形で設立されたこの組織は、常に人手不足であり、その割には仕事は山積みだ。決裁を待っている書類は増える事はあっても減る事は無い。

　コンラートとカレンは粛しゆく々しゆくと次の案件の書類に目を通し始めた。
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　ごとごとと車輪が地を噛む音が足あし下もとから這はい上がってくる。

　乗合馬車は、昼下がりの街道をゆっくりと進んでいた。

　八頭立ての大型馬車キヤラバンなのだが……速度は歩くよりは多少速いといった程度のものでしかない。

　牽ひいている車体が大型で重いという事もあるが──何よりも速度を出せない理由は、この辺りの街道が、あまり整備されていないという事だった。路面には無数の小石が転がっており、一定の速度以上で車輪がその上に乗り上げると、横おう転てんの危険がある。

　本来は地元の領主がこの手の街道整備は行う筈はずなのだが……戦後という事もあってそこまで手が回らない場合もあれば、そもそも領主が居なくなってしまった土地もある。

　この辺りは明らかに後者だった。

　街道の左右には、赤茶けた荒こう野やが延々と広がっている。

　他には何も無い。地平線の辺りまでは本当に空と地面以外には何も見えない。

　見晴らしが良い──と言えなくもないが、こうも徹てつ底てい的てきに何も無いと、むしろ不自然に見える。何しろ雑草すら生えていないのだ。かといって地形的に何か凹おう凸とつがある訳でもない。ただざらついた地面があるだけだ。

　此こ処こは戦場跡あとであった。

　戦国時代末期に使用された大規模魔法兵器のせいで、この辺り一帯は根ね刮こそぎ──文字通り木の根も残さない程に──薙なぎ払はらわれたのだ。

　此処にかつては街が、そして領主の城があったと言っても信じない者も多かろう。街道の要所に位置し交易で栄さかえた街は……今や地名だけにその痕こん跡せきを残して、完全に地上から消し去られていた。

　五年を経過しても草一本生えないのは、魔法兵器の効果で、大地が巨きよ大だいな一枚岩の様に押し固められてしまっているからである。風や鳥の糞ふんに乗って草木の種が辿たどり着ついても、此処ではそもそも根を張れる様な柔やわらかな土が無い。土ど壌じよう改良や用水路の整備を行えば元に戻もどるかも知れないが、それをする余よ裕ゆうのある領主はこの近きん隣りんには居ない。

　此処は、既すでに統治者達からは見み捨すてられた土地だった。

　見ているだけで憂ゆう鬱うつになる風景である。

　だが──

「……なんなんだ？」

「あれ。やっぱり……だよね」

「嫌いやだ……気味悪い……」

　ひそひそと囁ささやき合う乗客達の声が聞こえてくる。

　周囲の風景が眺ながめるに値あたいしないものだとすると、自然と乗り合わせた乗客達の視線は車内に向く事になる。長い道行きという事もあって、話題も尽つきてくれば、当然──当初は敢あえて知らん顔をしていた諸もろ々もろにも、興味が向いてくる。

「…………」

　こういう時には耳が良いのも考え物だ──とトールは思う。

　聞こえなくても良い様な雑音が耳に入ってきて落ち着かない。毅き然ぜんたる態度で無視してしまえば良いのかもしれないが、怪け訝げんに思う他の乗客達の気持ちは分からないでもないので、後ろめたさの様なものを感じてしまうのだ。

　通常……こうした大型の乗合馬車は、一いつ般ぱん庶しよ民みんが使う乗り物だ。

　街中で使う辻つじ馬車の類と違って、街から街へ、村から村へと、比ひ較かく的てき、長い距きよ離りの移動をする際に利用する。ちなみに使用者が一般庶民と限定されるのは、貴族や商人の類ならば自家用の馬車なり機車ヴイークルなりを持っているからである。

　だが多くの一般庶民は、そもそも住んでいる街や村から出る機会が、あまり無い。

　完全自給自足とまでは言えずとも、日常生活は街や村の中で完結してしまうからだ。生まれた街から一歩も出ずに生しよう涯がいを終える人間も珍めずらしくない位である。

　逆に言えば……乗合馬車の客達は、それなりに何らかの事情を抱かかえている事が多い。それが冠かん婚こん葬そう祭さいの儀ぎ式しきに出席する為ためか、あるいは遠えん隔かく地ちの親しん戚せきや知ち己きに会う為か、あるいは宗教的な戒かい律りつによる巡じゆん礼れいか、あるいは単に観光旅行の為か。

　そうした者達の中にあっても……その客はやたらに目立っていた。

　もっと端たん的てきに言えば車内でその存在は明らかに『浮ういて』いた。

「──トール」

　問題の客は不思議そうに首を傾かしげて声を掛かけてきた。

　出来れば他人の顔をしていたかったのだが、そうもいくまい。

「なんだよ」

　トールは不ふ機き嫌げんそうに応じた。

「顔。変」

「…………」

　眼を細めてトールは窓から自分の向かいへ──対面に座っている少女へと視線を移した。

　チャイカである。

　改めて見ても思うが──本当に綺き麗れいな少女だ。

　それも工芸品の様な、繊せん細さいな美しさだ。

　先まず目立つのは長い銀の髪かみだ。肌はだも白くきめ細かいので、その顔の中央に填はまった紫むらさきの瞳ひとみが非常によく映はえる。双そう眸ぼうは何処か猫ねこを想わせる吊つり眼めなのだが、不思議ときつい感じはしない。むしろ全体的に華きや奢しやな印象が強く、迂う闊かつに抱だき締しめればそのまま壊こわれてしまいそうな雰ふん囲い気きだった。

　まるで氷細工か──雪像の様な。

　着ているものも白と黒を基調としたドレスで尚なお更さらにその印象が強い。襟えり元もとと、そして蝶ちようを模した髪かみ飾かざりに碧あおい石が填っているが、この少女の容姿の中で、両眼の他に彩いろどりと言える様なものはその程度である。

　とにかく愛らしい。とても愛らしい。

　だから……こうした乗合馬車の隅すみっこに座っていても、やたらに目立つ。

「ほほう」

　トールは眼を細めてチャイカを睨にらみ据すえた。

「誰だれの、顔が、変、だって？」

　一語一語区切る様に──言い訳や言い逃のがれは許さんと言わんばかりに問うトール。

　だがチャイカは全く臆おくした様子も無く、むしろ、びしりと音がしそうな仕草でトールの鼻先にその細い指を突つき付けてきた。

「トール」

「……他ひ人と様さまから『変』だなんて堂々と指差される様な、変わった面相はしてない積もりなんだがな？」

「しかめ面つら。皆みんな見てる」

「…………」

　発作的に喉のどの奥からこみ上げてきた、喚わめき散らしたい衝しよう動どうを何とか押おし戻し、トールは努つとめて抑おさえた口調で──これ以上目立っては色々とまずい──言った。

「チャイカ。まず最初に正しておこう」

「むい？」

「変なのはお前だ」

「……!?」

　愕がく然ぜんとしてチャイカは己おのれの顔に両手を添そえる。ぺたぺたと自分の頬ほおやら額ひたいやらを触さわってから……チャイカは戦慄おののく様に言った。

「衝しよう撃げきの事実」

　戦せん慄りつの表情を浮かべてチャイカは言った。

「つか顔じゃねえよ」

「──身体からだ!?」

　今度は、ぺたぺたと自分の胸やら腰こしやらを掌てのひらで叩たたいていたチャイカだが──やがて何か妙みように悟さとった様な表情になると、頷いて言った。

「将来に期待」

「何の話だよ」

「実は詰パめツ物ド入り」

　と自分の胸むな元もとを指差して言うチャイカ。

「え？　本マ当ジかよそれで詰め物入りなら本当はどんだけ──じゃなくて！」

　思わずその場で暴れ出したくなるのをぐっと堪こらえて、トールはぼそぼそと言った。

「身体の話でもねえよ！　つか余計な事はばらさんでいい！」

「むむ？」

「分かれよ！　荷物だよ！　というか屋根の上に積めよそれ！」

　とチャイカの荷物を指差してトールは言った。

　乗合馬車の車内は左右の壁に沿って席が設もうけられている。もっとも席といっても腰の高さの木箱が金具で固定されているだけで、乗客は手荷物を自分の座る木箱の中に放り込んでその上に腰を下ろすという寸法だ。

　丁ちよう度ど、トールが座っているのは客室後こう端たんの部分で、対面の、互たがいに手を伸のばせば手の届きそうな距離にチャイカが向かい合って座っている。

　座っている……のだろう。他にその姿勢について言いようが無い。

　ただし彼女の尻しりは空中に浮いていた。

　でもって座席にあたる木箱の上に乗っかっているのは、彼女の荷物の方だった。

　例の──機杖ガンドを収納している棺ひつぎだ。

　チャイカはこれを背負っているのである。お陰かげで棺が席に座っていて、チャイカは棺からぶら下がっているというか、何もない空中に腰こし掛かけている様な状態だ。これで疲つかれないのかと疑問に思うトールだが……本人は何故か平気な顔である。案外、均きん衡こうがとれていて膝ひざや腰に負担が来ないのかも知れないが。

「大事。重要。肌はだ身み離はなさず」

「知ってるよ、そんな事は」

　これがチャイカにとって非常に──命と同等か、場合によってはそれ以上にも重要な品だという事は、トールも知っている。常に視線の届く範はん囲い、どころか手の届く範囲に置いていないと、不安でたまらないらしい。

　とはいえ、こんないかにも『死体入れです』と言わんばかりの代しろ物ものを背負って乗合馬車の客室に座っていれば、目立たない筈が無い。チャイカの様に人目を引く容姿をしていれば尚更の事である。

　当初、馬車の御ぎよ者しやは棺を車内に持ち込む事に難色を示していたが──当たり前だ──頑がんとして譲ゆずらぬチャイカに、御者の方が折れたのであった。

　当然……そんな彼女に、何事か、何者か、と同乗の客達は怪訝の視線を注そそぐ事になる。中には露ろ骨こつに不ふ愉ゆ快かいそうな表情を浮かべている者も居た。こんな不ふ吉きつ極きわまりない代物を背負った変人と乗り合わせて、喜ぶ馬ば鹿かは居まい。

「どうしたもんだかな……」

　トールは呻うめく様に言った。

　今日、トール達が馬車に乗ったのには勿もち論ろん、理由がある。

　追っ手──アルベリック・ジレット達の事だ。

　馬車なり機車ヴイークルなりを調達出来るであろう騎士キヤバリア達に──しかも恐おそらくは組織力さえ持っているであろう相手に、徒歩での移動では間ま違ちがい無く追い付かれてしまう。故ゆえにトール達は半なかば遭そう難なん覚かく悟ごで山やま越ごえをしてみたり、敢あえて数日間、山の中にこもって追っ手をやり過ごしてみたりと、あの手この手を使ってきた。

　とはいえ……元より体力の無いチャイカを連れていては、いつまでもそんな事をしていられる筈はずも無い。

　故にトール達は目立つのを覚かく悟ごで馬車に乗ったのだ。

　だが──

『棺を背負った銀ぎん髪ぱつの少女』

　……などという、やたらめったら特とく殊しゆな存在は、やはりとても人目を引く。チャイカの容姿そのものは誤ご魔ま化かしようもあるかもしれないが、流石さすがに棺ばかりはどうにもならない。

　追われる身でありながら、わざわざ『此こ処こに居ます』と旗はたを背負って歩いている様なものである。どう考えても賢かしこいやり方とは思えない。

　そんな事をトールが考えていると──

「どうしたのだ兄様」

　とアカリが声を掛けてきた。

「何か兄様の心を悩なやます事があるなら、是ぜ非ひ、私に打ち明けてほしい」

「いや、打ち明けるも何も……」

「海よりも深遠で、空よりも崇すう高こうな兄様の考えに、私程度では何の助けにもならないかもしれないが、それでも」

「買かい被かぶって貰もらって申し訳ねえんだが」

　トールは物もの憂うげに言った。

「俺は元々考え浅いぞ」

　チャイカに傭やとわれる──というか彼女の側に付くと決めたのも、多分にその場の勢いが関係していたりする。

「いや。私は騙だまされない」

　アカリは真まっ直すぐトールを見て言った。

「お前騙して何が嬉うれしいんだよ」

「韜とう晦かいしていても分かる。兄様は粗そ忽こつ者ものをわざわざ装よそおっているのだ」

「何でわざわざ、んな事せにゃならんのだ」

「その方が親しみやすいではないか」

　アカリは無意味に厳おごそかな口調でそう言った。

　元々表情に乏とぼしい感じのこの少女は、何を言うにもあまり顔色を変えたりしないので、『今からお前を殺す』という時も『今から散歩に行ってくる』という時も声だけ消せばまるで区別が付かない。お陰でどうしようもなく下らない話も、何かそれらしく聞こえるので非常に迷めい惑わくだった。

「何と言ったか。そう──」

　眉まゆを顰ひそめてアカリは人差し指を己おのれの額ひたいに当てる。

　そのまま懊おう悩のうするかの様に黙もつ考こうする事しばし──

「そう。その方が実に──そそる」

「…………」

　途と方ほうも無く無意味なものを眺ながめる眼でトールは妹を見つめる。

「……ああいや。すまん兄様」

　何かを宣せん誓せいするかの様に片手を挙げてアカリは言った。

「間違えた。『そそる』ではなかった」

「そうか」

「萌もえるだった」

「……いやまあ心底どうでもいいが」

　呻く様に言ってトールは溜ため息いきをついた。

「この状じよう況きようだけはどうにかせんとな……」

「まったくだ」

　アカリは頷うなずいた。

「このままでは乗客全員が兄様に萌えてしまう」

「萌えねえよ！」

「馬鹿な。既すでに私は萌え萌えだぞ？」

「いいから黙だまれお前は」

　唸うなる様に言ってからトールは改めて告げた。

「俺が言ってるのは、俺達は目立っちゃいけねえって事だろうが。分かれよ」

「…………無論、分かっている。冗じよう談だんだ」

「本当か？」

「きっと──多分」

「なんで曖あい昧まいなんだよ」

　ひょっとしてこいつは、自分で何を言っているのかもよく分かっていないのではないか、などと思ったりもしたが、それはさておき。

「出来ればあの連中には二度と会いたくないんだが──」

　アルベリック・ジレットとその配下の者達。

　騎士と傭兵と暗殺者。

　本来ならば同じ場所に居る事すら──戦場においてすらもだ──稀まれな彼等が、一いつ緒しよに行動しているのもある意味で驚おどろきだが、彼等のその技量は間違い無く一流だった。

　その中の一人とやり合って勝ちはしたが……次に出会った時にも勝てるとは限らない。

　勝負は──特に遊ゆう戯ぎだの試合だのとは異なる本物の戦せん闘とうは、諸条件によって結果が大きく変わる。つまりは時の運に左右される所が大きい。そうした運不運も含ふくめて如い何かに『勝ち』に辿たどり着つけるかが本当に強い兵士だ。闘たたかうならば双そう方ほう共に万ばん全ぜんの状態で、などと甘っちょろい事をほざく阿あ呆ほうは、戦場に出れば三日と生きていられまい。

　だからこそ……本当の戦争職というものは、そもそも『闘わない』事を目め指ざす。闘うのは必要最小限、それが勝利の可能性を上げる秘ひ訣けつだ。少なくともトールはそう教わった。

『刃やいばを鞘さやから抜ぬいた時点でもう戦いは終わっていると心こころ得えよ』と。

　ともあれ──

「次の街についたら、ちと、考えないといけねぇな」

「うむ」

　アカリは頷いた。

「やはりチャイカだけは別室で眠ねむるべきだな。男女七歳にして同どう衾きんせずだ」

「お前、前から俺と同じ部屋で寝ねてたじゃねえかよ」

「私は妹だから良いのだ」

「……そうなのか」

「そうなのだ」

　何故かそこはかとなく自じ慢まんげな妹から、殺風景な荒こう野やに視線を移し──そしてトールはまた溜め息をついた。

「やっぱ『足』は要いるな」

　周囲の客には聞こえぬ様、やや声の調子を落としてトールは言った。

「馬車か、機車ヴイークルか、あるいはもっと別の何かか。いつも都つ合ごう良く馬車が捉つかまえられるとも思えないしな──チャイカ」

「むい？」

　トールに手招きされ、きょとんと眼を瞬しばたたかせながらチャイカが身を乗り出してきた。

「とりあえず軍資金つーか金はそこそこあるんだよな？」

「そこそこ？」

「例えば中古の機車とか、小型の旅装馬車一台を買う程度の金は持ってるかって事だが」

「あ……肯こう定てい」

　と頷くチャイカ。

　実は彼女はそれなりに金持ちである。さすがは元皇女、帝てい国こく滅めつ亡ぼうの際にでも持ち出したのか、高額な金貨や宝ほう飾しよく品ひんを所持しており、とりあえず路銀の心配はあまり無い様だった。

　とはいえ……どんな大金でも、贅ぜい沢たくで瞬またたく間まに使い果たすのは簡単だ。

　ましてや追われる身となれば、尚なお更さらに金はあった方が良い。ここぞという時に無茶を押し通せるのは大たい抵ていが暴力か──さもなくば金の力だからである。

　長期的に見れば、自前の移動手段を手に入れておいた方が、間違い無く路銀の節約にはなるだろう。これから増えるアテが無い以上、好き勝手に使う訳にもいくまい。

「それと──」

　馬車の前方──御ぎよ者しや台だいの向こうでゆっくりと歩いている馬達を一いち瞥べつしてトールは言った。

「馬車はともかく機車となると魔法師ウイザードにしか動かせない」

　機車とはつまり、移動用に特化された巨大な機杖ガンドと考える事も出来る。当然──魔法師でないトール達には動かせない。

「移動能力やら何やら考えれば機車が最善だ。もし手に入るなら、馬車よりも機車を優先するが、その場合はチャイカ──お前に動かして貰う事になる。いいか？」

「了りよう解かい。許可」

　チャイカはあっさり頷いた。
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　イブソム市は、フェルビスト大陸においては平均的とも言える城じよう塞さい都市の一つだ。

　つまりはトール達が逃にげ出してきたデルソラント市と、構造的には大差が無い。規模はデルソラントよりもやや小さく、近きん隣りんには山さん岳がく地帯の代わりに森林が広がっているが──街そのものには、殊こと更さらに特とく徴ちようがある訳でもなかった。

　とりあえず乗合馬車でこのイブソム市に辿り着いたトール達は、ここで宿をとる事にした。野宿も良いが、やはり続けるとそれなりに体力を消しよう耗もうする。幸さいわい交易所の側には大小幾いくつかの宿屋があったので、適当な部屋を選ぶ事も出来た。

「それじゃ──探さがしてくる」

　そう言い置いてトールは宿を出た。

　単独行動である。チャイカはとにかく目立つから、人目の多い場所であまりうろうろさせない方が良いと判断したのである。アカリは彼女の護衛だ。チャイカは魔法師ウイザードだが、それ故ゆえに近接戦闘能力は皆かい無むに近い。万が一にもあのジレット達と出で会くわせば、勝ち目どころか逃げる暇ひまさえあるかどうか怪あやしかった。

（とにかく、あいつらと正面衝しよう突とつは避さけないとな）

　万全の態勢でも勝ち目は多分、薄うすい。

　ジレットの仲間があの傭兵と暗殺者だけとは限らないし、下へ手たをすれば魔法師も何人か連れているかもしれない。そうなればやはり、大抵の場合に戦力が──単純な物量が多い方が勝つ。トール達に勝機があるとすれば、奇き襲しゆうか──さもなくば、奇き策さくや奇き計けいの類たぐいを用もちいるしかあるまい。

「…………」

　考えておくべき事は山程ある。

　この数日──デルソラントの街を出てからは、とにかく移動、移動で、考えるどころか落ち着いて話をする時間もあまりとれなかった。トールとアカリに至っては、野や営えい中ですら、睡すい眠みん時間を普ふ段だんの半分以下に削けずって、交こう互ごに不ふ寝しん番ばんに立っていた位だ。

　だが……機車を手に入れれば、話を詰つめる余よ裕ゆうも出てくるだろう。

　ふと見上げると──『交易所』の看板が見えた。

　交易所の近くには大抵、馬車や機車を扱あつかう業者の駐ちゆう車しや場じようがある。

　新車を売っている場合もあるし、既き存そんの車両の修理や部品の販はん売ばいなども行っている。機車は取扱に魔法師が必要になる為ため、扱っていない業者も多いが……比ひ較かく的てき構造が単純な馬車や牛車の類であれば、この手の車業者は豊富に取り扱っている。戦争が終わって比較的各地との交易がし易やすくなった為、車業者は何ど処こも忙いそがしくしており、商品も充じゆう実じつしている所が多いのだ。

　どうやら交易所は、手前の角を曲がればすぐの様だ。

　トールは何気なく角を曲がって──そして。

「──！」

　努つとめて静かに──自然な動作を心こころ掛がけながら、手近な所にあった厩きゆう舎しやの陰かげに入った。

　本当は全力で地を蹴けって物陰に飛び込みたい気分だったが……何とか堪たえる事が出来た。平へい凡ぼんな街の風景の中で、一定以上の素早い動きはむしろ目立つ。相手に気付かれていないのならばむしろ慌あわてふためいて隠かくれるよりも、素知らぬ顔をして通り過ぎる方が見つからない可能性は高い。

「……おいおい」

　厩舎の壁かべに背中を預けてトールは呻うめく様に呟つぶやいた。

　一つ深呼吸してからゆっくりと気配を抑おさえ込み──急激に気配を消すと、これもまた相手の注意を引いてしまう場合がある──それからそっと厩舎を回り込む。厩舎は通気性を確保する為に扉とびらと窓が全て開かれており、場所や角度によっては建物の向こう側にある通りまで視線が通るが……十数頭繋つながれた馬達の姿と気配が、トールの存在を相手から隠してくれる筈はずだった。

「もう追いつくかよ……」

　厩舎越ごしにトールの見み据すえる先。

　そこには大きな倉庫が一いつ軒けん建っていた。

　高さはさほどでもないのだが、とにかく平べったく──広い。それもその筈、開かれたその搬はん入にゆう出口から中を窺うかがうと、大小幾つもの馬車や機車の車体が並べられていた。

　車業者の倉庫なのだろう。

　勿もち論ろん、彼が身を隠している厩舎も、この業者の管理する建物である。繋がれている馬はいずれも大型で身も足も太く、騎き馬ば用ではなく、馬車を牽ひくための品種だった。

「もう一人は……あの暗殺者とは別か」

　その倉庫から今丁ちよう度ど二人分の人ひと影かげが出てきた所であった。

　片方──トールから見て左側を歩いている人物には見覚えがある。

　金きん髪ぱつの青年騎士アルベリック・ジレット。

　見み目め麗うるわしく仕草も優ゆう雅が、見るからに育ちの良さそうな正統派貴族──といった印象だが、その剣けんの技量が尋じん常じようでない事をトールは知っている。一対一でまともにやり合って勝てるかどうか、正直言ってトールには自信が無い。

　品種改良された馬や犬と同様……貴族の中でも武門として名を馳はせてきた一族は、既すでに普ふ通つうの人間とは別種の生き物と言って良い。二本足で歩く前に、まず剣の柄つかを握にぎる様な連中だ。筋肉や骨格どころか、日常生活の全てが武術修練の為に最適化されている。

　永ながい戦乱が生んだ戦士の血脈。

　アルベリック・ジレットがその末まつ裔えいである事は疑いが無かった。

　だが──

「……素人しろうとか？」

　そのアルベリックの隣となりを歩いているのは、十代と思おぼしき小こ柄がらな少女だ。

　少しおっとりした雰ふん囲い気きで、大きな碧へき眼がんと、そして鼻先に引っかけた小さな眼鏡めがねが特徴だった。先日会った際にアルベリックが連れていた暗殺者──確かヴィヴィと彼は呼んでいた様だが──とは明らかに別人だ。

　容姿は勿論だが、歩き方が違ちがう。

　端たん的てきに言えば、その足運びは素人臭くさい。少なくとも体術の心得が無いのだという事は見ただけで判った。

　ただし……その格好は平凡な一いつ般ぱん市民のものではない。

　全体的に、装そう飾しよく性の乏とぼしい衣い装しようで、太ふと股ももや腰こしに巻いた革帯ベルトに幾つもの小物入れを吊つっている。実用一点張りといったその姿は、ある種の職人──何らかの工芸品の製作を生なり業わいとする者に近い印象があった。

「魔法師ウイザードか……？」

　魔法師ならば体術に覚えが無いのが、むしろ普通だ。

　この動きの早さからして……やはりアルベリック達が機車で移動しているのは間違いあるまい。そしてそれならば当然、機車ヴイークルの魔法機関を動かす為に魔法師が必要になってくる。恐おそらくあの少女は機車の御ぎよ者しやなのだろう。機杖ガンドではなく、そうした大型の魔法機関を専門に扱う魔法師も居るという話は、トールも聞いた事があった。

「だとすると……まずいな。やっぱ」

　厩舎の陰かげでアルベリック達が通り過ぎるのを待って、トールは溜ため息いきをついた。

　此こ処こで彼等の姿を目もく撃げきしたのは偶ぐう然ぜん──そう考える程、トールは楽天的ではない。

　恐らく、考える事は一いつ緒しよだったという事だ。

　トール達が、徒歩や乗合馬車の類を利用して移動するのには限界がある。

　故に、トール達は早々に馬車や機車を手に入れようとする……そう読んだ上で、車業者の所を訪れているのだ。恐らくトールやチャイカの人相風ふう体ていを伝えた上で、見かけたら連れん絡らくを入れる様に頼たのんだか、さもなくば端的に車を売るなと命じたのかもしれない。騎士が堂々と『公務』という大義名分の下もとにそう言ったのならば、庶しよ民みんはただ従うしかない。

「どうしたもんかな」

　今のトール達にとって、機車か馬車の入手は必ひつ須すと言っても良い。

　現に徒歩や乗合馬車を利用した移動手段では、この一週間、色々と手を尽つくしたのにもかかわらず、こうして追いつかれてしまっている。

「誰だれかの車を無理矢理奪うばうか……？」

　トール達になら出来ない事ではないが。

　しかしそれはそれで、また当然騒さわぎになるだろうし──その事実はアルベリック達に追つい跡せきの手て掛がかりを残す事になってしまう。今は未まだアルベリック達はチャイカがこの街に居るのを知らない筈だ。上う手まくやり過ごせば、別の方向に去ってくれる可能性もあった。

「いや。とにかく車は後回しだな」

　トールはアルベリック達が歩み去った方向を改めて確認すると、彼等とは別方向に走り出す。大きく迂う回かいせねばなるまいが──走ればすぐに宿に戻もどれるだろう。

「宿も早々に引ひき払はらわせねえと……！」

　アルベリック達が、どれだけの人数で動いているのかも分からない。

　トールが知る限り、アルベリックの仲間は他に二人居る。傭兵マーセナリの巨きよ漢かんと暗殺者の少女。彼等が別働隊として宿を調べに出ている可能性は充じゆう分ぶんにあったし──ニコライとかいう傭兵はトールとの戦いの傷が未だ治りきっていない筈だが、更さらにトールの知らない仲間が居るとなると、アカリ一人ではチャイカを守りきれないだろう。

「くそっ……！」

　出来るだけ目立たぬ様にと、裏通りをぬって走り抜ぬけていくトール。

　彼には焦あせりがあった。

　だから……なのだろう。

　その者の存在に気付かなかったのは。

「──やあ」

　細い裏路地ですれ違いざま──その少年は気安げに声を掛かけてきた。

「そんなに急がなくても、とりあえずチャイカ・ガズは未だ無事だよ」

「──!?」

　トールは次の瞬しゆん間かん、地を蹴って反転──着地と同時に靴くつ底ぞこで地面を抉えぐりながら疾しつ走そうの勢いを殺し、いつでも抜き打てる様にと、外がい套とうの下に吊った小剣の柄に手を掛けて戦せん闘とう態勢を整えていた。

「…………」

　何者か。いや。何物か。

　一いつ瞬しゆん前まで少年はそこに居なかった。

　少なくとも、トールはその少年の存在を認識していなかったのだ。

　気配を操あやつる術に長たけた者になると、完全に己おのれの気配を殺して風景に同化する事が──他者の眼がその者の姿を見ても、それと認識出来ない位に、周囲に溶とけ込んでしまう事が出来るという。ある意味でトールが先程、急激な動きを示さない事で己の目立たぬ様にと心掛けていたのと似ている。

　だが──

（こいつは……）

　もしそうした気配を操る術の使い手なのだとしたら──とんでもない達人だ。

　今目の前にこうして相対していてすら、存在感がひどく希き薄はくで、意識して睨にらみ据すえていなければ、何ど処こに居るのか分からなくなってしまいそうだ。

　平凡な顔立ち……という訳ではない。

　むしろ容姿は端たん麗れいだ。

　年の頃ころなら恐らく十代半ば──チャイカと同じ位だろうか。未だ『男』として身体からだが出来上がる前の、中性めいた華きや奢しやさが印象に残る。

　髪かみは亜あ麻ま色いろ。瞳ひとみは琥こ珀はく色いろ。綺き麗れいな顔立ちをしているが、しかし、何処か不自然だった。まるで人形の様に──人間ならばあって当然、備わって当然の何かが欠落している。あまりに清潔すぎて生身の匂においがしないとでも言おうか。

「おや？」

　弾はじかれたかの様なトールの反応に少年も振ふり返って微笑ほほえんだ。

「悪いね。驚おどろかせる積もりは無かったのだよ」

「…………」

　トールは無言。

　この少年が何者なのか──いやそもそも敵か味方かすら測はかりかねていた。

　少なくともこの少年はチャイカの名前と、そして素す性じようを知っている。そしてトールが彼女の側についているという事も。そうでなければ先の台詞せりふは出てこない。

　だが一体何処でどうやってそれを知ったのか？

　あのアルベリック・ジレット達の仲間か。

　しかしそれならば、やはり先の台詞は出てくる筈が無いのだ。黙だまってチャイカを捕とらえに行けば良いだけの事なのだから。

「──何者だ？」

「それは難むずかしい質問だな」

　少年は柔やわらかな笑顔でそう言った。

「君を納得させられるだけの答えを、用意する自信が私には無い」

「……なに？」

「とはいえ、呼び名が無くては何かと不便だからね。とりあえず私の事は──そうだな。ギイとでも呼んでくれればいい」

　そう言って少年は、握あく手しゆを求める様に片手を差し出してきた。
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　アルベリック・ジレットは生きつ粋すいの騎士キヤバリアだ。

　元々ジレット家は武門として名を馳せてきた家系であり──当然にアルベリックもまた幼い頃から、貴族としての礼れい儀ぎ作法や基き礎そ教養を教え込まれるのと並行し、武術指南を受けて育ってきた。長じれば自分も戦場に立つのだと、彼は微み塵じんの疑いも無く信じていた。

　だが……彼が初うい陣じんを経験する前に戦争は終わった。

　故ゆえに彼は、実戦というものを知らない。

　当初は、その事について特に思う所があった訳ではない。平和になるのは良い事なのだと理り屈くつでは分かっていたし、戦争徴ちよう税ぜいが無くなれば、その分だけ領民も豊かになる。喜ぶべき事なのだと理解していた。

　国王命令で〈クリーマン〉機関に配置された際にも、彼はむしろ、平和を守る気け高だかく素晴らしい仕事だと思った。少なくとも多くの者が言う様に『厄やつ介かい払ばらいされた』などとは微塵も思わなかったし、気の合う仲間に恵めぐまれて、やり甲が斐いも感じていた。

　そういう意味では、確かにアルベリックは徹てつ頭とう徹てつ尾びに騎士だった。

　良くも悪くも、これと仕つかえる相手を決めれば、後は躊ちゆう躇ちよせず己の責務に邁まい進しんする。疑念を殺し、不満を殺し、それらを矜きよう恃じに置おき換かえて生きる──実に騎士らしい思考だった。

　だが……




『戦乱上等だ。もう一度戻して貰もらおうじゃねえかよ──戦国時代に』




　先日出会った、あの乱破師サバターの言葉が、今も脳のう裏りに貼はり付いて離はなれない。

　こいつは何を言っているのか──と、あの瞬間は思った。

　折せつ角かく訪れた平和を否定する奴やつが居るなどとは、信じられなかった。

　ただ……

（──乱破師も同じか）

　今はふと、そんな事を思ったりもする。

　騎士とは立場も性質も異なるが、彼等もまた生まれた時から兵士たるべく鍛きたえられてきた人間だろう。人生の目的そのものが、戦場の中にあったといっても過言ではあるまい。

　だが戦争は終わった。

　しかも乱破師は、その後の謀ぼう略りやくや謀む反ほんを招きかねないという事で、不安を感じた為い政せい者しや達に里ごと取りつぶされたと聞く。彼等もまたある日、自分が積み上げてきたものの全てを『最も早はや、不要』と否定されたのかもしれない。

　いや。騎士や乱破師に限らない。そんな人間は多かろう。

　何しろ何百年も続いた戦争だ。誰も彼もが、戦争がある事を前提に自分の将来を見み据すえていただろうし、戦争がある事を前提に生計を立ててきた筈はずだ。いきなりそれが終わってしまい、途と方ほうに暮れてしまう人間は居て当然である。

　アルベリックには、まだ為政者側に立つだけの権力と財力があった。

　だがもし、それさえなければ、どうなっていた事か。

　そんな事を──考えながらアルベリックは歩いていた。

「──ジレット様」

「うん？　なんだい」

　声を掛けられてアルベリックは傍かたわらの連れを振り返る。

　今──アルベリック達は車業者の所を訪ね終わり、街路を歩いて自分達の移動拠きよ点てんたる大型機車〈エイプリル〉号へと戻っている所だった。

　改めて見回してみると、通りにはそれなりに人通りがあり、ちらほらと出店の様なものも見受けられる。此処は比ひ較かく的てき、活気のある街の様だった。これも平和の賜たま物ものだ──とアルベリックは自分に言い聞かせる様に考える。

「どうされました？　何かお考えの様でしたけれど」

　と尋ねてくるのは、小こ柄がらな眼鏡めがねの娘むすめだった。

　ズィータ・ブルザスコ。

　ジレット隊の仲間の一人であり、優ゆう秀しゆうな魔法師ウイザードだった。

「いや。大した事じゃないよ」

　穏おだやかな微笑を取とり繕つくろってアルベリックは答える。

「それよりズィータ。とりあえずこれでめぼしい街は一通り回った事になる訳だけれど」

　チャイカ・ガズとその協力者らしい乱破師と……彼等が徒歩、あるいは乗合馬車を用いる事で、この一週間内に辿たどり着つける距きよ離りの街は全て回り終えた。

　その際に車を扱あつかう業者には、機車、馬車、牛車の区別無く訪れて、情報を募つのったが──未だ彼等が機車や馬車の類を手に入れたという様子は無い。とりあえずチャイカや乱破師の人相書きは各所の業者の所に置いてきたので、もし彼等が車を手に入れようと業者の所を訪れれば、即そく座ざに〈クリーマン〉機関の方に連れん絡らくが入る事だろう。

　とりあえず彼等の『足』は封ふうじた。

　後は網あみに掛かるのを待つだけ──の筈なのだが。

「君はどう思う？　何か見落としが無いかって事だが」

「そうですね……」

　ズィータは首を傾かしげた。

「馬車の事はよく分かりませんけど。機車に関して言えば、部品単位での売り買いまではさすがに調べきれなかったのが、少し引っかかります。でも……さすがに部品から機車一台を組み立ててしまうのは無理でしょうし、出来たとしても相当な時間が掛かるでしょう。工こう房ぼうの様な場所も必要です」

　ズィータは言った。

　彼女は──前述の通り魔法師だ。

　ただし魔法師としての基本能力そのもの──魔ま力りよく量や、魔法を扱う『感覚』面の鋭えい敏びんさは、高くない。同じジレット隊に居るマテウスの方が、魔法師としての力量は上だろう。

　ただし、これが機杖ガンドやら機車やらといった魔法機器の整備・設計・修理といった事になると話が変わってくる。

　彼女は魔法師であると同時に、多種多様な機械の類に通じた機工師エンジニアでもあるのだ。むしろ魔法師としての能力は、自分が整備し修理した──あるいは設計した機杖や、これに類する魔法機器の動作を確かめる為ためのものに過ぎない。

　更さらに、ズィータは機剣コンブレイドの類も整備する事が出来る為、戦闘能力こそ殆ほとんど無いが、彼女はジレット隊においては無くてはならない存在だった。

「これで業者が嘘うそをついたり、お金や人ひと質じちとかで裏切ったりしない限りは、〈魔ま王おうの娘〉の足を奪うばった事になりますけど……元々あの〈魔王の娘〉に別口の協力者が居た場合は、私達の押さえた範はん囲い外がいから機車なり馬車なりを調達して、迎むかえに来る事も可能ですよね」

「今の所、あの乱破師達以外には、協力者らしき者は確認されていない筈だけどね」

「でも──」

　ズィータは眉まゆをひそめる。

「根本的な問題として。どうやって彼女、この五年間生き延びてきたんでしょう？」

「…………」

　それは実の処ところ、アルベリックも疑問に思っていた。

　アルトゥール・ガズ皇こう帝ていが討うたれた当時、ガズ帝てい国こく首都は各国の軍隊に包囲され、城に至っては攻せめ寄よる兵士達で、文字通りに猫ねこの子一いつ匹ぴき這はい出る隙すき間まも無い状態であった筈だ。

　そんな中、どうやってあのチャイカ・ガズは逃にげだし、そしてこの五年間、生きてくる事が出来たのか。

　見た限りチャイカは十代半ばの様に見えるが、だとすれば、城から逃げ出したのは十歳前後だったという事になる。どれだけ逞たくましかろうが、強かろうが、十歳前後の少女がたった一人で──しかもあの特とく徴ちよう的な容姿で、見つかる事も無く、野の垂たれ死じぬ事も、人買いの類に捕つかまって売り飛ばされる事も無いまま、生きて来れたとは考えにくい。

　彼女を城から逃がした者が居る筈だ。

　だが──では、どうしてその者は現在、彼女に同行していない？

　途と中ちゆうで死んだのか。あるいはチャイカを見み捨すてて逃げたのか。

「まあ彼女が本物のチャイカ・ガズであればという但ただし書がき付きですけど」

　とズィータは言う。

　チャイカ・ガズを名乗る偽にせ物ものが居る、という話は勿もち論ろんアルベリックも知っていた。

　そもそも本当にアルトゥール・ガズに娘が居たのか──という疑問についても。

〈禁断皇帝〉の名こそ大陸全土に知れ渡わたっているが、アルトゥール・ガズ個人の事情については殆ど知られていない。いつ何ど処こで生まれたのか、家族は居たのか──そんな基本的な事すら闇やみの中だ。公的な記録の上では皇こう后ごうすら居ない。

「何か違う様な気がするんですよね」

　ズィータは言った。

「彼女が偽物だと？」

「というより……なんて言うか……根本的な所で私達、何か勘かん違ちがいをしてそうで」

「勘違い……か」

　アルベリックは腕うでを組んで呟つぶやく。

　根本的な勘違い。

　正と誤。善と悪。聖と邪。光と影かげ。火と水。

　それらは正反対でありながらも、共に突とつ出しゆつしているという意味でひどくよく似ている。だからこそよく間ま違ちがわれ──間違った者はつい物事の本質を見失う。

「確かにね」

　彼の脳裏を過よぎるのは、あの、チャイカ・ガズという少女の姿だ。

　儚はかなげで典てん雅がな銀ぎん髪ぱつの少女。

　自分でもあの乱破師に言っておきながら──しかしアルベリックも実の処、あのチャイカ・ガズが〈魔王の後こう継けい者しや〉になるなどとは考えにくかった。

　だがその一方でチャイカ・ガズという少女には謎なぞが多すぎる。

　何か表面的な部分とは別に、誰だれかの思おも惑わくがこの一件には絡からんでいそうな気がする。

　だがそれが一体何なのか──誰の思惑なのかも分からない。

「…………」

　アルベリックの脳裏をまたあの乱破師サバターの顔が過ぎる。

　この時初めて、この生き真ま面じ目めな騎士キヤバリアは、自分の任務というものに疑問を抱いだいたのだった。

　勿論それがはっきりと形を成すまでには、未だ時間が必要であったが。
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　背中を嫌いやな汗あせが伝っていくのをトールは自覚した。

（──なんだ、こいつは？）

　トールの前には、ギイと名乗った少年が居る。

　彼は握あく手しゆを求める様に片手を差し出してきていた。

　その姿に敵意の類はまるで感じられない。表情も穏やかな笑顔だし──そもそもその体たい躯くは見るからに未熟というか、筋肉も骨格も成長途と上じようの華きや奢しやさが目立つ。直接的な脅きよう威いを見る者に与あたえる様な厳いかつさは、微み塵じんも無かった。

　なのに──

（……俺は……）

　怯おびえている。

　こうして向き合っていても、気配を感じられない。いや。正確には違う──気配はあるのだが、まるで異質というか、人間と向き合っている気がしないのだ。

　乱破師として戦せん闘とう技術を叩たたき込まれてきたトールには、ある種の癖くせがある。

　人間と向き合えば、先まず最初に相手の呼吸を測り、隙すきを探し、どうやれば倒たおせるかと半ば無意識の内に考える。力量において自分に優まさる存在であっても、問題では無い。如い何かに強きよう靭じんな戦士とて、不意を突つかれれば幼児の持つ針の一ひと刺さしで絶命する。油断していれば倒せるというのならば、油断させる為の方法を考えれば良い。

　要は、最終的に相手を『倒す』という結果に向けて、必要な手順を仮想的に積み上げていくだけの事なのだが──

（……分からん……）

　何をどうしたら良いのかまるで見当が付かない。

　まるで人の形をした空気や水と相対しているかの様で……どうしてそんな風に自分がこのギイという少年を捉とらえてしまうのかも、分からない。

　だがトールにしてみれば、初めて出会う類の相手だった。

　不安感が膨ふくれ上がる。

「私は──」

　ギイが握手を求めるかの様に手を前に差し出したまま、一歩近付いてくる。

　対してトールは──

「…………ッ！」

　──気が付けば右手の小機剣を抜ぬき打うっていた。

　一歩踏ふみ出しながら鞘さや走ばしりを利用して刃やいばを加速──脇わき腹ばらから右みぎ肩かたへと抜ける軌き道どうには一切の無む駄だが無い。自分でも惚ほれ惚ぼれする程の一いち撃げきだった。普通の人間ならばこれで脇腹を大きく切きり裂さかれて死亡していただろうし、達人の類であろうと、受け止める事は出来ても、避よける事は難しかったろう。

　問答無用の──殺人技。

　敵か味方かも分からない様な初対面の相手に放つには、あまりに無茶な攻こう撃げきだった。気が狂くるったのかと問われても、トールは返す言葉が無かっただろう。彼を動かしたのは未知な存在に対する、本能的な恐きよう怖ふだった。

「──!?」

　勢い余ったトールの身体からだが泳ぐ。

　刃は空くうを薙ないでいた。

　確かに小機剣を抜き放はなつまではそこに居た筈はずの──否、刃が食い込むのすら間違い無く視認した筈のギイの姿が、幻まぼろしの様に消えていたのだ。

　あるいはトールが見た、刃の達する瞬しゆん間かんのギイは残像だったのか。

「……馬ば鹿かな」

　トールは異質な気配を背中に感じて振ふり返った。

　そこに──ギイは居た。

　最初からそこに立っていたかの様に、息一つ乱す事も無く静かに。

　あり得ない。いくら何でも。

　残像を残す程の高速移動そのものは、不可能ではない。身体能力を爆ばく発はつ的てきに上じよう昇しようさせる〈鉄てつ血けつ転てん化か〉を用もちいればトールにも可能だ。

　しかし……それはあくまで直線移動の話である。

　相手の背はい後ごに回り込むなどという曲線移動となると、加速減速の問題から、とても現実的ではない。速度を落とさずに角を曲がれば、馬車だろうが機車ヴイークルだろうが横おう転てんしてしまうのと同じ理り屈くつだ。

　だがギイはやってのけた。

　この、すれ違うのもやっと、という様な細い路地で。

「いやいや」

　ギイはあくまでも朗ほがらかに笑う。

「『馬鹿な』はこっちの台詞せりふだよ。何をするかな。いきなり」

　彼はさして気分を害した様子も無い。またトールの一撃をかわした事について勝かち誇ほこる様子も無い。改めて身構えるでもなく、むしろ楽しそうに笑いながらトールを見つめているだけだ。

「ひょっとして何か感じるものでもあったのかな？」

「なに？」

「だとしたら彼女も、なかなかの拾ひろい物をしたものだよ」

　彼女というのはチャイカの事だろう。

　まるでトールが物の様な言い方だが──

「ああ。私が何者かという話だったね」

　くすくすと悪戯いたずらっ子この様な笑みを見せながらギイは言った。

「そうだな……とことん分かり易やすく言えば、チャイカ・ガズの協力者か。それで信じられなければ、彼女の活かつ躍やくに期待している者、とでも思ってくれればいい」

「……ふざけんな」

　トールは唸うなる様に言った。

「協力者だ？　そんな者が居るならチャイカはわざわざ俺達を傭やとわずとも──」

　そこまで言って。

（──ってこいつが、そうなのか？）

　トールはその事に思い当たった。

　このギイという少年がチャイカが言っていた情報提供者なのか。

「悪いけれど──私は直接、君達に手を貸す事は出来ないのだよ。こっちにも事情があってね、出来るのは情報を提供するだけさ。実際に行動するのはチャイカや彼女の仲間である君達なんだ」

「…………」

　トールは眼を細めてギイを睨にらむ。

　あくまで情報を提供するだけで、実際の行動活動に関しては一切協力しない。

　それはむしろ協力者と言うより──

（こっちを良いように操あやつってるって事じゃねえかよ）

　ガズ帝てい国こく再興を希望しているとはいえ、必ずしも〈魔ま王おう〉の遺児に敬意を払はらい、チャイカを玉ぎよく座ざに据すえようと考えている者ばかりとは限らない。

　中にはむしろチャイカを良いように操って、最終的に玉座を──あるいは実権だけをよこからかっ攫さらおうと考えている奴やつが居ても、おかしくはない。

「そんな奴からの情報を信用しろっていうのか？」

「その判断も君達の権利だよ。私は提供するだけ。受け取るも拒こばみ棄すてるも君達の自由。強制してしまえば、それは私が何らかの行動をした事になってしまうからね」

　回りくどく謎めいた言い方である。

　出来る出来ないというより──まるでそういう『決まり』でもあるかの様な口調だ。

「仮に、お前がその協力者だとして……」

　トールは小機剣を鞘に戻もどしながら言った。

「俺の前に姿を現したのは何な故ぜだ？」

「それは単に君が困っている様だったからね」

　ギイは人ひと懐なつっこそうに微笑ほほえんでそう言ってきた。

「……なに？」

「移動の為ための『足』を手に入れられなくて、困っているんだよね？」

「…………」

　それはその通りだ。

　だが──

「お前が用意してくれるっていうのか？」

「いやいや。私は言った通り、情報を提供するだけだよ」

　ギイは何ど処こか気取った様な仕草で首を振った。

　次いで正体不明の少年は、明後日あさつての方向を振り返り、わずかに眼を細めて見せた。

「この街から出て、少し南に歩いた辺りに森があるだろう？」

　確かにこのイブソムの街の南には森がある。

　常に周辺地域の地形を把は握あくしておく──戦場では当然の心得だ。

「その奥に、小さな泉があってね。その畔ほとりに何台か機車があるのだよ」

「……なに？」

「この街に来る前に、赤茶けた荒こう野やを見たね？　三十年ばかり前に、ここで割と規模の大きな合かつ戦せんがあったのだがね。その際に使われた軍用機車が何台か、森の中に放ほう棄きされている。撤てつ退たい戦の最中に調子が悪くなったせいで、乗っていた連中は徒歩で逃にげ去ったみたいだけれど。同じ型が残っているから、未だ使える部品を相そう互ごに交こう換かんしてやれば、一台位はきちんと動く様に修理出来るのではないかな？」

「…………」

　トールは……ギイの真意を測りかねていた。

　敵ではないのだろう。少なくとも現状では。

　もしトールやアカリ、チャイカに対して何らかの害意を持っているなら、こんな話などせずとも直接襲おそいかかれば良い。トールが手も足も出ずに背後をとられる様な相手だ。不意をつけば、充じゆう分ぶんにアカリをも倒せる筈だった。

「チャイカが……言っていた」

　トールはギイを睨み据えながら言った。

「時折現れて『形見』についての情報をくれる奴が居ると。それがお前なのか？」

「そうだね」

　あっさりとギイは認めた。

「それで思い出した。ついでにもう一つ。ガズ帝国首都攻こう防ぼう戦せんの際の『英えい雄ゆう』の一人──その名と居場所が分かったよ」

　ギイは東の方を指差しながら言った。

「ここから東方に二日程機車で移動した所に、先程のものとは、別の森がある。その森の中に居きよを構えているそうだ」

「二日……ラティスンの街の側か」

　脳裏に周辺地域の地図を想い出しながらトールは言う。

「そうだね。『英雄』の名はドミニカ・スコダ。機車を手に入れたら行ってみるといい」

「御ご親切にどうも」

　しかめ面つらでトールは応じる。

「では私はこれで」

　ギイはそう告げると胸に手を当てて気き障ざな仕草で一礼する。

　次の瞬間──彼の姿は消えた。

「どういう仕し掛かけだ……？」

　呆ぼう然ぜんとトールは呟つぶやく。

　比ひ喩ゆでも何でも無い。トールは一瞬たりとも眼を離はなさなかった。なのにまるで最初からそんな人物は居なかったとでも言うかの様に──ギイは何の痕こん跡せきも示さずに消えていた。

　ひょっとして幻げん影えいの類たぐいだったのか。

　確か魔ま法ほうの中には幻影を造り出すものもあるし、魔法に頼たよらずとも、レンズやら何やらを組み合わせて幻げん像ぞうを投とう影えいする機械もあると聞くが──あのギイには、確かに異質ながらも気配はあった。

「何なんだあれは……」

　だが今は、ギイの正体について考え込んでいる暇ひまは無い。

　再びトールは宿に向けて走り出した。
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　イブソムの街から徒歩でおよそ三時間。

　結局一いつ泊ぱくすらせず早々に宿を引き払ったトール達は、その脚あしでギイの告げてきた森の中へと向かった。勿もち論ろん、ギイの言葉全てを信用した訳ではなかったが、とりあえずジレット隊から身を隠かくすには適当な場所だと思ったからだ。

「しかし……」

　針葉樹の生おい茂しげる大きな森の奥……確かに中央からやや西に寄った辺りに小さな泉があった。予あらかじめ存在を告げられていなければとても見つけられない様な、本当にささやかな水辺である。地下水が湧わき出ているのか、水は澄すんでいるが、魚ぎよ影えいは特に見当たらない。

「本当にあるとはな」

　トールは少々呆あきれの混じる口調でそう呟いた。

　彼の視線の先──泉の側に密集した針葉樹の側に、三台の軍用機車ヴイークルがあった。

　機車としては中型から小型に属する大きさで見た所、武装の類は付いていない。恐おそらくは兵へい站たん運うん搬ぱん用のものなのだろう。かなり大きな荷台が付属している。

　見た目は巨きよ大だいで角張ったカタツムリ……といった感じだろうか。

「機車！」
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　声を上げて駆かけ寄よったのはチャイカである。

　彼女はしげしげとその内の一台を眺ながめていたが、御ぎよ者しや席らしき部分の扉とびらを開くと、上半身を突つっ込こんで中をごそごそとし始めた。

　その様子を眺めつつ──

「兄様……」

　傍かたわらのアカリが、怪け訝げんそうに声を掛かけてきた。

「一体どうやって、こんなものが、此こ処こにあると知ったのだ？」

「それがよく分からないんだがな……」

　多少躊ちゆう躇ちよを覚えはしたが──何しろギイに対して手も足も出なかったのだ──トールは一部始終をアカリに語って聞かせた。

「例の騎士キヤバリア達が街に来てたしな。街から出るついでに、駄だ目めもとでよってみた訳だ」

「呆れた」

　とアカリは言った。

「何処の誰とも素す性じようの知れぬ者の助言に従って、こんな森の奥に来たというのか？」

「まあそうなるな」

　と肩かたを竦すくめるトール。

「罠わなの可能性は考えなかったのか？」

「その気ならあの場で俺を殺すなり、拷ごう問もんするなり出来ていたと思うんだよな、あいつ。得体は知れないんだが、直接的な敵意は感じなかったのが一つ」

　トールは人差し指を立てて言った。

「そしてもう一つ。なんつうか……」

　そこでトールは言葉に詰つまる。

　慎しん重ちように頭の中で言葉を選んで彼は続けた。

「俺達とは見ている所が違ちがうっていうか、利害関係が噛かみ合ってないっていうか……そんな感じがした。上う手まく言えないな。くそ」

「感じ……」

　アカリは首を傾かしげる。

「悪い、確固たる話じゃねえな、これも」

　決してあのギイという少年に気を許した訳ではない。

　むしろ今でも胡う散さん臭くさいとは思うし……可能であれば倒たおしておいた方が良いだろうという気すらしている。だがそれはそれとして、今のトール達にとってあのギイという少年は、敵ですらない様な気がした。

　まるで──盤面ボードの外側から戦ゲ戯ー盤ムを眺めているかの様な。

「……いずれにせよ機車はあった。兄様の勘かんが正しかったという事だな」

　アカリがそう言った──瞬しゆん間かん。

　鈍にぶい魔法機関の駆く動どう音が、地の底から湧き出る様にして伝わってきた。

「トール！」

　機車の一台から顔を出してチャイカが叫さけぶ。

「稼か働どう！　可能！　収しゆう穫かく!!」

　さすがに何年と──ギイの言葉が正しければ三十年か──放置されていたせいか、中は埃ほこりだらけになっていたらしい。白い貌かおも、銀の髪かみも、灰色の斑まだら模様になっている。

　それでも……無む邪じや気きにはしゃぐチャイカは、とても愛らしかった。

「そいつは良かった」

　とりあえず苦笑してそう応じるトール。

「部品交換！　手伝い必要！」

「ああ、分かった、指示してくれ」

　アカリと頷うなずき合うと、トールはその機車に歩み寄る。

　とりあえずはこれで『足』が出来た。

　時間的にも行動範はん囲いとしても多少の余よ裕ゆうが生じたのは間違い無い。チャイカの周辺事情についてはおいおい尋ねて整理していけば良いだろう。

　腕うでまくりをして機車の中に乗り込みながら──トールはそんな事を考えていた。
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　基本的に機車ヴイークルという代しろ物ものは大型の機杖ガンドである。

　というよりも、全ての魔法機関は機杖の亜あ種しゆでしかなく──逆に言えば、本来、魔法という異様に手て間ま暇ひまのかかる技術を、簡易化する為の装置が即すなわち機杖である、と考える事も出来る。それが杖つえの形をしているのは、余分な機能を削そぎ落としていくと一定の長さが必要だという『基本形状』が剥むき出しになってくるだけの事だ。

　最も根源的で原初的な道具が『棒』であったのと同じく。

「意外に面めん倒どうな代物だよな」

　御ぎよ者しや席の隣に座って前方を眺ながめながら、トールは言った。

　トール達の機車──〈スヴェトラーナ〉号の御者席は大型の風防が付けられており、場合によっては幌ほろで覆おおう事も可能だが、基本的には外に向かって剥き出しの状態である。

　これは元軍用機車とはいっても、前線に出る戦車の類たぐいではなく、運うん搬ぱん用の車体であるから──つまり乗り降りの利便性や視界の確保を、防ぼう御ぎよ性よりも優先した結果だ。

　お陰かげで御者席やその補助役が座る助手席も、やたら視界が広い。足を組んで上を見上げると、木々の梢こずえの向こうに、満天の星空が見えた。

　時刻は深夜。場所は林道。

　本来ならば危険過ぎて車を動かす様な時間帯ではない。あまり整備されていない枝道の類は、どこに岩や倒とう木ぼくが転がっているとも限らないので、機車が乗り上げて転てん倒とうする可能性があるのだ。一応、道を照らす為のランプは灯ともしているが、これはかがり火に毛の生えた様なものなので、そうそう視界は広がらない。

　それでもなお、夜を徹てつしての強行軍をトール達が行っているのは、言うまでもなく、あのアルベリック・ジレットとかいう騎士キヤバリア達との距きよ離りを少しでも空あける為ためだ。いくら『足』を手に入れたとはいえ──向こうも恐らくは機車、それも性能の最新型である事を考えれば、通りやすい道を通りやすい時間帯に移動していては間ま違ちがい無く追いつかれる。

　また夜の行動には目もく撃げき者を減らすという意味合いもあった。

「魔法つっても万ばん能のうじゃないっていうか」

「激しく同意」

　と応じてくるものの──御者席の上に座る銀ぎん髪ぱつの魔法師ウイザードは、割と上じよう機き嫌げんだった。

　チャイカである。

「俺達の中じゃ魔法使えるのはお前だけだしな……」

　機車も機杖の一種である以上、機関の末まつ端たんには必ず魔法師を──魔法技能を使う事に特化した人間を、接続する必要がある。

　つまり、機車を動かす以上は、必ず魔法師が居なくてはならないという事だ。トール達が『足』を手に入れたのは良いのだが、それはチャイカしか動かせないという事になる。

「そろそろ休むか？」

「……ん」

　言われて改めて眠ねむ気けを想い出したかの様に、欠伸あくびをするチャイカ。

「休きゆう憩けい、休憩」

　言いながらチャイカは機車を停止させ、制せい御ぎよしていた操桿ハンドルから手を離すと、そのまま、首筋に巻いていた接続索さくも外した。

「そういえば魔法師はその刻印使うんだっけか」

　とチャイカの首筋を眺めながらトールは言った。

　魔法師が機杖と自みずからを接続する際には、首筋に刻みつけられた紋もん章しようを用もちいる。首筋の紋章をそのまま左右裏返しにしたものが接続索の方にも刻印されており、これを合わせる事で、自分の神経と魔法機関を繋つなぐのである。

「ちょっと見せて貰もらっていいか？」

「……？」

「その刻印だよ」

「あ……しょ、承しよう諾だく」

　と──ちょっと面めん喰くらった様に言葉に詰まってから、しかしチャイカは頷いた。

　トールは特に躊ちゆう躇ちよも無く彼女の髪を手に採とると、ひょいとそれを上に上げて、その項うなじに刻まれた小さな紋章を見つめた。

「…………」

　チャイカが何な故ぜか少し頬ほおを赤らめているのだが、トールは気付いていない。

「結構細かいもんだな。俺達の結印とも似てるが──」

　とトールが言うのは、彼の掌てのひらに刻印された、機剣コンブレイドとの接続用の紋章の事だ。

　魔ま力りよくと気き脈みやくの違いがあるとはいえ、考え方は似たようなものなのかもしれない。機工学者でも技師でもないトールには、細かな事は勿もち論ろん、分からないのだが。

「ちょっと触さわってみていいか？」

　ふと興味を覚えてトールが尋たずねる。

「う……うぃ!?」

　びくりと身を竦すくませるチャイカ。

「あ、駄目か？」

「……しょ、承諾」

　と益ます々ます顔を赤くしながらチャイカが言う。

「いや、駄目なら無む理り強じいはしねぇけど」

「……承諾」

　と──若じやつ干かん、ムキになったかの様な表情でチャイカが繰くり返す。

「ふむ……」

　自分達の結印と違ってかなり繊せん細さいなものなのかもしれない、と考えたトールは、乱暴に触るのを避さけて、そっと指先でそこに触ふれてみた。

「ひゃう!?」

「うおっ!?」

　びくんとチャイカが身を震ふるわせながら素すっ頓とん狂きような声を出すので、思わずトールも手を引っ込めて彼女を見つめ直す。

「な、なんだ？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ」

　とチャイカは言うが──とてもそうは見えないというか。まるで何かを羞はじるかの様に身を縮めて頬を赤らめている。

　そこに……

「──兄様」

　と背はい後ごから声が掛かかった。

「ああ。アカリ、交こう替たい──」

　トールの台詞せりふは途と中ちゆうで途と切ぎれた。

　アカリの鉄てつ槌ついが水平に弧こを描えがく軌き道どうですっ飛んできたからである。

「うおっ!?」

　身を沈しずめてかわしたトールは──全身でアカリに向き直って喚わめいた。

「何をする!?」

　殺気のある様な一いち撃げきではなかったが、逆に言えば、だからこそ余計に危ない。一定以上の殺気にはトールの場合、身体からだが半なかば勝手に反応するが、それがないとむしろ反応が遅おくれてしまうからである。

「つか──毎度毎度お前は！」

　どうしてこうもいきなり襲おそってくるのか。トールだから何とかかわせているものの、体術に覚えの無い者なら流血沙ざ汰た──どころか即そく死ししかねない。

「何をする？　それはこちらの台詞だ」

　とこれもお馴な染じみの口調でアカリは言った。

「兄様は一体何をしているのか。こんな夜中に──」

　とアカリは頭上の夜空を見上げて言った。

「少女と」

　と鉄槌がチャイカを指差す。

「そのような破は廉れん恥ちな」

「ちょっとまて、何が破廉恥──」

「女の髪に触って首筋に触れるなど」

「……あ」

　そこまで言われてようやく、トールは客観的に見て自分が何をしていたか──ついでに言えば、どうしてチャイカが頬を赤らめていたのかの理由に気付いた。

「い、いや、これは純じゆん粋すいな」

「分かっている。皆みなまで言わないでくれ兄様。兄様の純粋さは誰だれよりも深く理解している。私は兄様の事なら全身のほくろの位置まで理解している積もりだ」

「いつの間に!?」

「左足の太ふと股ももに一つ大きめのがある」

「なんで知ってんだよお前は!?」

「ふふふ」

「無表情に笑うな、怖こわいから！　──じゃなくて、本当に分かってるのかお前」

「無論、兄様の助すけ平べ心の純粋さには常々私も感服していたところだ」

「何もわかってねえ！」

　トールは喚いた。

「純粋な好こう奇き心しんだっつーんだ！　そりゃちょっと気き遣づかいが足りなかったかも知れないが、ちょっと髪かみの毛けと首筋に触っただけだろう！」

「私ならそれで身み籠ごもる自信があるぞ」

「どんな超ちよう人じんだよお前は!?」

「心頭滅めつ却きやくすれば火もまた涼すずし。私の兄様への敬愛する心があれば途中の手順など適当にすっ飛ばして既き成せい事じ実じつと成す事が出来るのだ」

「威い張ばるな！」

「想像妊にん娠しん？」

　首を傾かしげて余計に混乱する事を言ってくるチャイカ。

「そうともいう」

「いわねえよ」

　半眼で義妹を睨にらみ付けながらトールは唸うなる様に言った。

「それを既成事実といえてしまうお前の価値観が謎なぞだな」

「女は謎を多く抱かかえる生き物なのだ兄様」

「お前は謎しかねえだろ」

　言ってからトールは溜ため息いきをついた。

　相変わらず、懐なつかれているのか馬ば鹿かにされているのか今一つ分からない反応である。

「まあそれはさておき──だ」

　トールは足下の小物入れから一枚の紙を引っ張り出した。折おり畳たたんであるそれを広げると青地の上に大きく描かれた黒い歪いびつな図形が眼に入る。

　フェルビスト大陸の地図だ。

「アカリも起きてきたんなら、休憩がてら、ついでにちょっと今後の事を話しておくか」

「……今後？」

　チャイカは小鳥の様な、邪じや気きの無い仕草で首を傾げた。

「とりあえず次の──ラティスンの街に着いたら『逃にげ』は一いつ旦たん中断する」

「…………」

「…………」

　トールの言葉に──チャイカとアカリが顔を見合わせる。

「いつまでも逃げてるだけじゃ埒らちがあかんだろ。とりあえず一定の距きよ離りは稼かせげたと信じて本来の目的に戻もどる。具体的には──」

「…………」

「…………」

　チャイカとアカリがじっとトールを見つめている。

　どちらも特に異論があるといった様子ではなく、ただ黙だまったままトールの次の言葉を待っている様だが……

「というか、おい」

　トールはチャイカを睨み据すえて言った。

「本来は雇やとい主ぬしのお前が仕切るべきだろが!?」

「…………」

　きょとんとした表情でチャイカは何度か瞬まばたきして。

「あ。失念」

「お前な……」

　肩かたの力を落としながら唸る様にトールは言った。

　そんな彼の背中に、慰なぐさめるかの様に掌てのひらを置いて語り掛けてくるのはアカリである。

「兄様……私は今激しく感動している」

　と言葉とは裏腹に、やっぱり無表情でアカリは言った。

「感動だ？　何に？」

「兄様が前向きな事を言っている」

　……全く慰めになっていなかった。

　まあつい半月ばかり前まで、トールが、何をする気力も持てずに、妹に喰くわせて貰うばかりの甲か斐い性しよう無しだったのは、事実な訳だが。

「……つかな。俺は別に仕切りたくて仕切ってんじゃねえんだよ！」

　トールはうんざりした表情を浮うかべて言った。

　とりあえずトール達の次の目標は、あのギイという少年の伝えてきた『ドミニカ・スコダ』なる人物と会う事だ。ギイ曰いわく彼女もまた『遺体』を持っているという。

　勿もち論ろん、ギイ本人を信用した訳ではない。

　他にあてがある訳ではなかった事と……少なくとも、ギイの提供してきた情報に従って、この機車ヴイークル──〈スヴェトラーナ〉号と命名された──を手に入れる事が出来た事から、こちらの情報もそれなりに確度が高い、と判断したのである。

　だが流石さすがに直接、ギイが示した森の中に向かうのは止やめた。近くのラティスンの街に先まず寄る事にしたのは、念ねんの為ために近くにある街で、情報収集をしておこうと思ったのである。

　本当に『英えい雄ゆう』が森の中に住んでいるなら、街で噂うわさになる事もあろうとの判断だ。

「……なあ、チャイカ」

　トールはやや口調を改めて言った。

「お前の行動は、場合によっちゃガズ帝てい国こく残党の旗はた頭がしらになる可能性もあるんだよな？」

「…………むい？」

　首を傾げるチャイカ。

　何の話？　とでも言いたげである。

　嘘うそをついている訳でもない限り、彼女自身に帝国再興の意志は特に無い様だった。

　彼女は、あくまで父親の遺体を集めてきちんと弔とむらいたいだけなのだそうだ。

　では──あのギイという少年は、何を期待して、情報提供してくるのか。

　まさか親切心からという訳でもあるまい。何らかの利が無ければおかしい。

「いや待てよ……そうか」

　ふと思い至って頷うなずくトール。

「敵じゃないが、味方でもない奴やつ等らは、出てくる可能性があるか」

　彼女自身を泳がせて……後から漁ぎよ夫ふの利を狙ねらうという手もある。

　そもそも、ガズ帝国再興といっても、本気で〈禁断皇こう帝てい〉への忠義からこれを求めている奴は居ないだろう。そんな忠誠心溢あふれる臣下なら、帝てい都と攻こう防ぼう戦せんの時に戦死している筈はずだし、亡き皇帝の遺児であるチャイカの側に付き従っている筈だ。

　という事は──

「お前……」

　トールはしみじみとした口調で言った。

「実は結構、酷ひどい扱あつかい受けてるんじゃないのか？」

「むい……？」

　やっぱり意味が分からない、といった様子で小さく首を傾げるチャイカ。

　そんな彼女を見ながら──アカリは大きく頷いて言った。

「確かに兄様にあれ程、辱はずかしめを受けているというのに、それに気付かないとはあまりに無防備──」

「頼たのむからお前は黙ってろ」

　とトールは言ってアカリを睨み据えてから、チャイカに視線を戻すが……やはりチャイカに自覚は無いらしい。腕うでを組んで右に左にと首を傾げ続けている。

「むむむ？」

「いや、自覚無いなら無いでいいけどな」

　天てん真しん爛らん漫まんなのか。単に考えの浅い馬鹿なのか。

　まあどちらでもいい──とトールは思う。

　中ちゆう途と半はん端ぱな小こ賢ざかしさで自分に言い訳をしてしまう奴よりは、純真であれ馬鹿であれ、手の貸し甲が斐いがあるというものだ。絶望的な状じよう況きよう下かでも、自分の望みをはっきりと見み据すえて行動する──そんなチャイカの真まっ直すぐさをトールは気に入ったのだから。

「ただ、周りの連中の思おも惑わくだけは知っておいた方が良いだろ」

　要するに──アルベリック達が言う様な、『ガズ帝国再興を目もく論ろむ者達』が実際に居たとして。彼等はしかしチャイカ本人を皇帝の血族として玉ぎよく座ざに据える積もりは無いという事だろう。

　それどころか、むしろチャイカは先のアルベリック達の様な連中を引きつけておく為の餌えさというか、陽動として好き勝手に泳がされている可能性がある。

　もしそうなら、ギイの行動も納得がいく。

　チャイカに『次期皇帝』としての期待はしていない。だが簡単にアルベリック達に捕つかまったり、死なれては、追及の眼を逸そらす役割が果たせない。かといってあまり直接的に守ると、そのまま繋つながりを手た繰ぐられて、陽動の意味が無くなる。

　だから接せつ触しよくは最小限に留とどめて、チャイカが捕まらない様にだけ情報を提供する──という事か。

（だが……もしそうだったとして）

　トールはチャイカの脇わきに置かれた棺ひつぎを一いち瞥べつした。

（チャイカが直接、遺体を集めるって事についてはどう思ってんだ？）

　万が一にもチャイカが捕まってしまえば、アルトゥール・ガズの遺体は敵国の……直接的には戦後復興推進機関〈クリーマン〉といったか……ものになってしまう。

　強大な魔ま力りよくを秘めた〈禁断皇帝〉の遺体は、充じゆう分ぶんに軍資金にも、そして、直接的な戦力としても、使える筈だ。デルソラントの街の領主がそうであった様に、魔法師ウイザードの手にかかれば強力な魔力源になる。

　そんな重要な品を──チャイカという不確実な立場の者が集めるに任まかせておいて良いのだろうか。それともガズ帝国復興を狙う者達は、遺体など関係無くとも、自分達の目論見を果たせるだけの……何か別の手段を持っているのか。

　その辺りの細かい事が、どうにも分からない。

「ああくそ。面めん倒どう臭くせぇ」

　トールは苛いら立だたしげに頭を掻かいた。

「どうして俺がこんな事を」

　こんな細かな事に気を揉もまねばならないのか。

　乱破師サバターというのは戦場における忌いみ働き、汚よごれ役の別名でもあるが──だからこそ彼等は基本的に、任務の範はん囲い内でしか物事の是ぜ非ひを判断しない。卑ひ怯きよう上じよう等とう、卑ひ劣れつ尋じん常じようの乱破師が自分の判断で──自分の欲よつ求きゆうの為に動けば、それは、もうただの無法者と変わらないからだ。いや。なまじ各種技術があるだけに山さん賊ぞくやら夜や盗とうの類たぐいよりも性タ質チが悪い。

「……トール」

　ふとチャイカがトールの袖そでを引っ張って言う。

「うん？」

「感謝」

　そう言ってチャイカは──少し恥はずかしそうに笑った。

「……お……おう」

　何故か気け圧おされた様な気分でトールは頷いた。

　チャイカの笑顔が──眩まぶしい。

　混じりっけの無い、言葉通りの感謝の表情である。

　未まだ付き合いは浅いものの、チャイカが手先のみならず、性格的にも不器用だという事は──小器用な演技や、小賢しい表情の使い分けが出来る性格ではない、という事は判わかっている。

　彼女は良くも悪くも真っ直ぐだ。

　本当に遺体を集める以外の事は、何も考えていないのだろうし──だからこそ、自分の代わりに頭を悩なやませてくれているトールに、感謝の念を覚えてくれているのも、本当の事なのだろう。

「とにかく」

　チャイカから眼を逸らす様にしてトールは言った。

「チャイカの言ってた情報提供者──そいつが言った所によると、ラティスンの街の側にある森の中に、『英雄』が住んでるらしい。そいつが本当に遺体の所有者かどうか、まずそれを確かめるべきだろうな」
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　騎士キヤバリアアルベリック・ジレット率ひきいる〈クリーマン〉機関の復興策執しつ行こう部隊──実質的には戦後復興に都つ合ごうの悪い諸もろ々もろを調査し、対処し、場合によっては抹まつ殺さつする工作部隊は、総計六名からなる。

　隊長は言うまでもなく騎士アルベリック・ジレット。

　副官は巨きよ漢かんの傭兵マーセナリニコライ・アフトトル。

　更さらに魔法師ウイザードとしてマテウス・キャラウェイとズィータ・ブルザスコ。

　暗殺者ヴィヴィ・ホロパイネン。

　そして番外というか──かなり特とく殊しゆな隊員としてレオナルド・ストーラが居る。

　他の者と違ちがって、このレオナルドには肩かた書がきが無い。

　騎士でも傭兵でも魔法師でも暗殺者でもない。では何なのかと問われると──恐おそらくジレット隊の面々は『レオナルドだ』と答えるだろう。

　良くも悪くも唯ゆい一いつ無二で類例皆かい無む。

　それがレオナルド・ストーラである。

「……ジレット様」

　日課と化している剣けんの素す振ぶりを終えたその瞬しゆん間かんを見計らったかの様に、声が掛かかった。

　時刻は既すでに夜。街道脇わきにある小さな空あき地──そこに大型機車ヴイークル〈エイプリル〉号を停めて、ジレット隊が小休止した際の事である。

　他の隊員達は〈エイプリル〉号の中だ。

　恐らく、ずっと運転役をしていたズィータは休きゆう憩けい中、ヴィヴィとマテウスは食事の用意、ニコライは自みずからの傷の手当てといった所だろう。〈エイプリル〉号は最新型の高性能な機車であるが、だからといって走行中に全く揺ゆれないという訳ではない。包帯の取とり替かえや傷口の抜ばつ糸しといった治ち療りよう行こう為い、更には料理など、細かな作業はやはり停車中でなければ難むずかしいのである。

「レオナルドかい」

　と──ジレットは剣を鞘さやに収めながら応じるが、いちいち彼の姿を探さがそうとする様な愚おろかな真ま似ねはしない。

　レオナルドがその気になれば、ジレットは一生掛かっても彼の姿を見る事は出来ないだろう。それが彼の特技であり、彼がジレット隊に居る最大の理由でもあった。

「はいな」

　いつの間にか──音も無く、ジレットの脇に一人の小こ柄がらな少年が立っていた。

　少女だと言われても通りそうな、華きや奢しやな体たい躯くである。

　その容姿に、骨太さや汗あせ臭くささは微み塵じんも無い。短いズボンから伸のびている太ふと股ももも、すらりと細く、しかも少女のそれの様に白く滑なめらかだ。

　ただしこの少年の細さは、病的なものではなく、筋肉も必要最低限に絞しぼり込まれている為ため、目立たないだけである。お陰かげで戦せん闘とう力は殆ほとんど期待出来ないが、暗殺者であるヴィヴィよりも素早く、そして音も立てずにこの少年は動き回れる。

　しかし、彼の外見における最大の特とく徴ちようは、少女の様な容姿ではない。

　それは──頭部に生えている、明らかに人間のそれよりも獣けもののそれに近い耳であり、あるいは、ぴょこんとそのズボンから生えている尻尾しつぽである。

　獣人。あるいは亜人。

　レオナルドを含ふくめ、彼等は時にそう呼ばれる。

　勿もち論ろん──彼等は種族として確立している存在ではない。彼等は本来、人間であった者達である。だが魔法技術によってその身を『改造』されたのだ。

　獣の敏びん捷しよう性。あるいは獣の隠おん密みつ性。あるいは獣の強きよう靭じん性。あるいは獣の繁はん殖しよく性。あるいは……その他諸々、獣の要素を人間に取り込む事によって、様々な能力強化を狙ねらった結果がこの姿である。

　この技術の発はつ祥しようは例によってあの〈禁断皇帝〉の国──魔法技術大国ガズである。

　ただしレオナルドはガズ帝てい国こく産ではない。

　ガズ帝国は、自国で開発した魔法技術の管理について、妙に杜ず撰さんな所があった。だからこそ、それらは程無くして流出し──各国でも断片的な情報から、その新しい魔法技術を再現、更には発展させる研究が行われていた。

　亜人研究も同様である。

　各国の研究が進むにつれて数多くの実験が行われ──その過程で大量の亜人が生み出される事となった。

　何しろ『戦争に勝つため』と言えば、大たい抵ていの無茶がまかり通った時代である。実験の中には人じん倫りんにもとるものも数多く存在したらしい。レオナルドに至っては母親の胎たい内ないに居る時から改造を受け、生まれ出た時点ではもう獣の耳と尾おを備えていたのだという。

　そして──戦後。基本的に『実験兵器』扱あつかいであった彼等の、戦後の身の置き所については、各国で大きな問題となっている。レオナルドも半なかば厄やつ介かい払ばらいの様な形でジレット隊に配属されてきたのだった。

「ようやく追いつけましたよ」

　と苦笑するレオナルド。

「すまないね」

　アルベリックも苦笑を返して言った。

　ジレット隊の中でもレオナルドとマテウスは、本隊と別行動をとる事が多い。本隊に先行して斥せつ候こうをしたり、あるいは本隊とは別の角度から情報収集をしたり。今回、レオナルドにジレットが命じたのは、〈クリーマン〉機関への報告書提出と、最新資料の取り寄せだった。音声による簡単な連れん絡らくは、魔法を用いた通信でも可能なのだが……紙の書類となると、やはり郵便制度に頼たよらざるを得ない。

　レオナルドは、ジレット隊があちこちの街を回って、車業者に話をつけている間、デルソラントの街に残って資料の到とう着ちやくを待っていたのである。

「で──どうだった？」

「どうもこうも。ジレット様達を追いかける途と中ちゆうで、僕も読んだんですけどね」

　レオナルドは肩かたを竦すくめた。

「びっくりする位に何も書いてないですよ」

「……やはりそうなのか」

　アルベリックは溜ため息いきをついた。

　当たり前だが──彼がチャイカ・ガズの資料を見るのは今回が初めてではない。チャイカ・ガズ追つい跡せき任務に就つく際には、手て渡わたされた資料に眼を通している。

　だが……そこに書かれていたのは、名前の他には銀ぎん髪ぱつに紫し瞳どうという特徴と、棺かん桶おけを背負って歩いているという一点位のものだった。

　そもそもガズ帝国首都攻こう防ぼう戦せんの際にガズ帝国関係の資料は機密情報から住民台帳まで、大量に失われている。実の処ところ、あの〈禁断皇帝〉にチャイカ・ガズという娘むすめが居る、という話すら一いつ般ぱんには殆ど知られておらず、母親が誰だれなのかすら分かっていない。

「正直、背景事情になど興味はなかったのだが──」

　先日のズィータとの会話にも出てきた、幾いくつかの不ふ明めい瞭りような点が、あのチャイカ・ガズに関しては存在する。

　一体、何歳なのか。

　どうやってこの五年間生きてきたのか。

　どうやってあの帝てい都とから逃にげ出したのか。

　その他諸々……戦後の混乱期だから、では説明のつかない部分が多すぎる。

　故ゆえにアルベリックは、改めて資料を取り寄せて、周辺事情について考えてみようと思ったのである。チャイカ・ガズを追っているのは自分達だけでなし、〈クリーマン〉機関に新たな情報が何か蓄ちく積せきされている事を期待したのだが──

「どうにも妙だ。何か我々は重要なものを見落としている様な気がする」

　根本的な所で何か勘かん違ちがいをしているのではないか──といったのはズィータだが。

　その意見にはアルベリックも感覚的な所で頷うなずけるものがあった。

「あるいは」

　とレオナルド。

「見る場所を間ま違ちがっているのかもしれませんね」

「……え？」

　アルベリックは眼を瞬しばたたかせてレオナルドを振ふり返った。

「亜人の分際で意見する事をお許し下さい」

「何度も言ったよ。気にするな」

　アルベリックは強く命じる。

　騎士階級の者としては異常かもしれないが、アルベリックは基本的にあまり身分差というものに頓とん着ちやくしない。これが理由で〈クリーマン〉機関などという面めん倒どうなだけで栄えい誉よに乏とぼしい役職に送り込まれてしまった彼だが、その事については全く後こう悔かいしていなかった。

「僕は亜人です」

　レオナルドは改めてそう言った。

　だが今度は、その口調に自らを卑ひ下げする様な響ひびきは無い。

「だから同じ様な眼をしていても……」

　と自分の双そう眸ぼうを彼は指差す。

「見ているものが、恐らくジレット様達とは違います。僕にとって夜は闇やみでも何でもないし──僕にとっての闇っていうのは、瞼まぶたを閉じたその状態以外にありませんし」

　レオナルドは夜目が利きく。

　また音の聞こえる範はん囲いも普ふ通つうの人間より遥はるかに広い。高すぎて、あるいは低すぎて、アルベリック達には聞こえない音を……しかしレオナルドの耳は感知出来る。

　確かにそれは、まるで別の世界を見聞きしているかの様なものだろう。

「同じものを見ていても、例えば見る為の『眼』が違えば違うものに見えますし、見る角度、見る位置、そういったものが違えば、まるで意味が変わってくるかと」

　ここまで言って──レオナルドはアルベリックの様子を窺うかがう様に首を傾かしげる。

　アルベリックは大きく頷いて先を促うながした。

「分かる。続けてくれ」

「例えば──これは単なる思いつきですけど」

　とレオナルドは言った。

「あのチャイカ・ガズについての資料が無い、行方ゆくえ不明だった四年余りの事について、納得出来ない事が多いというのも、逆に考えてみればどうでしょう？」

「逆……？」

「最初からそんなものは無かった、とか」

　とレオナルドは歌う様に言った。

「なに？」

「本当に、〈禁断皇帝〉に娘なんか居たんでしょうか？」

「…………」

　確かに──それは〈クリーマン〉機関関係者の間でも、何度も出てきた話だが。

　チャイカ・ガズ。戦後初めてその存在を確認された──皇帝の娘。

　もし彼女そのものが何らかの意図によって捏ねつ造ぞうされた存在ならば？

「真しん偽ぎはともかく、三百年を生きたと言われる怪かい物ぶつですよ？　子供を成す必要を感じなかった可能性だってあると思いませんか？」

「では──何な故ぜ？」

　元よりチャイカ・ガズなどという娘は居なかった？

　だとすると──何の理由から、その偶ぐう像ぞうは造り上げられたのか。

　あの銀髪の少女は何を目的として〈禁断皇帝〉の娘を演じているのか。

　あるいは……

「仮説はいくらでも」

　とレオナルドは肩を竦めた。

「例えばガズ帝国の残党が、旗はた頭がしらとして担かつぎ上げるのに便利な人間をでっち上げただけ、とか？」

　あり得ない話ではない。

　国を再興すると言っても簡単な事ではない。

　特にアルトゥール・ガズの様な『怪物』がまとめていた国だ。その配下の者達も一いつ旦たん、『怪物』という重しが外れれば、ばらばらに動き出してまとまるものもまとまるまい。

　だから──必要だった。〈禁断皇帝〉の権けん威いの承しよう継けい者が。

　もしレオナルドの推測通りなら、〈クリーマン〉機関はそんな彼等のでっち上げに踊おどらされている事になる。

　実は……既すでに〈クリーマン〉機関は何人かの『チャイカ・ガズ』を捕つかまえている。

　だが元よりでっち上げ、偽にせ物ものの姫ひめ君ぎみならば、いくらでも代わりは立てられる。

　例えば残党達の所には、何人もの『チャイカ・ガズ』が居て、その時々によって便利に使われている可能性だって──ある。元より亜人を造り出す技術まで持っていた連中だ、姿形を後から似せるなどという事も可能だろうし、何も知らない戦災孤こ児じを連れてきて、身代わりに仕立てる事位は簡単だろう。

「……まさか」

　もしレオナルドやアルベリックの予想通りだとすれば、それは、著いちじるしく人間の生命や人格を軽かろんじた行いである。アルベリックは不快げに眉まゆを寄せた。

「許せん話だ」

「いや。ジレット様。あくまでその場の思いつきですよ。僕の」

　レオナルドが慌あわてた様に釘くぎを刺さす。

「何も証しよう拠こはありません」

「……それは、そうだが」

　しかし……それならばこの状じよう況きようの説明はつく。

　あるいはあの、ジレット達が追っているチャイカ・ガズ自身も、自分が本物だと信じているだけの、哀あわれな犠ぎ牲せい者しやなのかもしれない。

「いずれにせよ、彼等をまずは捕まえないと話にならない、か」

「まあ、つまらない結論ですけど、そうなりますよね」

　とレオナルドは肩を竦めた。
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　ラティスン市は、比ひ較かく的てき小さな街だった。

　都市にはいわゆる領主の御ご座ざ所しよ──つまりは本ほん邸ていがある街と、そうでない街がある。

　前者は当然ながら戦争時にも最も堅かたく守られる為ため、住民も集まり易く、様々な規模も大きくなって、道路や街壁といった各種設備も整備され易やすい。

　後者も領主の別べつ邸ていが置かれる事が多いが、それでも、規模は前者に比べると小さくなってしまうのが常だ。

「けど……それにしては活気があるんだよな、この街は」

〈スヴェトラーナ〉号の車体側面に背中を預けながらトールは呟つぶやく様に言った。

　トールが居るのは、大たい抵ていの街にある交易所の駐ちゆう車しや場じようだ。他にも大小様々な馬車や牛車、機車ヴイークルが停車しており、その様式を見るに、方々の国から商人がやって来ている様だった。

　どうやらこの街は、交易が盛んである様だ。

「というか……なんか、こう、違うな。これ。何だ？」

　トールは辺りを見回して言った。

「むい？」

　隣のチャイカが首を傾げる。

「いや。全体的にな。雑然としすぎっていうか──でもその割には治安が悪いって感じでもねえし。だから……ああもう面めん倒どう臭くせぇな。なんて説明すりゃいいんだか……」

　トールはしばし迷った後──交易所の方を指差した。

「ほれ。あの建物」

「交易所？」

「そうだよ。あの建物の周り見てみろよ。官かん吏りの類たぐいが居ないだろ？　普通、こういう交易所とか──そもそも街に入る街門の時もそうだったけど、領主直属の官吏が居るもんなんだよ。これ見よがしな感じにな。徴ちよう税ぜいはいわば領主の飯のタネだから、当然、通行税や関税、交易税の類は厳重に管理するし、それを庶しよ民みん任まかせにしたりはしねえもんなんだよ」

　実を言えば、このラティスンの街に入る際にも、一応の入市税は払はらったものの、金額は低く、徴ちよう収しゆうしているのも街の交易所から派は遣けんされてきた一般人だった。

　通常、この手の税金は誤ご魔ま化かしやすい──というか商人の側にすれば誤魔化して当然のものなので、逆に領主側としても、極力厳正に取り立てようと、直属の人間を送り込んで監かん督とくさせるのである。

　ところが、この街にはそれが無い。

　何というか……領主の放任が過ぎる印象だ。

「納得納得」

「……ってお前、本当に世間知らずっつーか」

「箱入り。御おじ嬢よう様さま」

　と何故かえっへん、と胸を張って言うチャイカ。

「つかお姫ひめ様なんだろ」

「激しく肯こう定てい」

「しかし……お前、これまでどうやって生きてきたんだよ？」

「人徳」

　自分の胸を指差してチャイカは言う。

「それですみゃあ、誰も苦労しねえよ」

　人が善よかろうが悪かろうが、山さん賊ぞくや夜や盗とうや詐さ欺ぎ師しや──その手の連中にはまるで関係が無い。

「そもそも、どうやって脱だつ出しゆつしたんだ？　ガズ帝てい国こくの首都が戦争やってる最中に」

「脱出。してない」

「あ？　どういう意味だ？」

「国外。最初から」

「……最初から？　ああ、たまたまその時、国外に居たってのか？」

「うぃ」

　こっくりと頷うなずくチャイカ。

　成る程、それならば今此こ処こに生きて彼女が居る事の説明も付きやすいが。少なくとも十と重え二は十た重えに連合国軍に包囲されたガズ帝国首都から逃にげ延のびるより、身分を隠かくしてひっそり生きていく方が、遥はるかに容易たやすい。

　ただ──

「一人でか？」

「……うい」

　と──ほんのわずかだが表情を曇くもらせてチャイカは頷く。

　本当に分かり易い少女である。トールは眉を顰ひそめながら更さらに問うた。

「お付きの奴やつとかは居なかったのかよ？」

「一人。最初から。気が付いた時」

「…………」

　気が付けば一人だった？　最初から一人だった？

　それはどういう意味なのか。

「まさかお前……」

　トールは改めてチャイカの白い顔を覗のぞき込みながら言った。

「記き憶おくが飛んでるのか？」

「……肯定」

　渋しぶ々しぶといった様子でチャイカは頷いた。

　その後、トールが事細かに尋たずねて分かったところによると……チャイカは、おおよそ一年程前からの記憶しか持っていないらしい。

　それ以前の記憶というと、未まだガズ帝国が普ふ通つうに栄さかえていた頃の宮きゆう廷ていの記憶しか無いという事だった。間が数年分、とんでしまっている為に、空白以前の記憶がいつ頃のものなのかは分からない……という事らしい。

「黙もく秘ひを──謝罪」

　俯うつむいてチャイカは言った。

「好機。逃のがす。説明」

　要するに……『部分的に記憶が無いのだ』などと言えば途と端たんに、話の全てが胡う散さん臭くさくなって、何を話しても信用度が下がる。その内に言わねばと思いつつも、機会を逃して言い出せずにいたらしい。

「まあ……今いま更さら、それに文句を言う積もりもねえけど」

　トールは頬ほおを掻かきながら言った。

「厄やつ介かいな話だな。おい」

「うい……」

　と頷くチャイカ。

　一体何が原因でチャイカは記憶の一部を失う様な事になったのか。

　あるいは──

（父親の死を目まの当たりにして、むしろそれで？）

　確か、デルソラントの領主はチャイカを見て『死んだ筈はずだ』と言った。

　そして彼はアルトゥール・ガズを直接殺し、遺体を手に入れた『英えい雄ゆう』の一人だ。

　だとすれば、チャイカを見たのもガズ帝てい城じように乗り込んだ際なのではないか？

　その場合──やはりチャイカはガズ帝国首都攻防戦の際に、帝城に居て。

　アルトゥール・ガズが殺されるその瞬しゆん間かんを見てしまった為に、その恐きよう怖ふと悲ひ嘆たんの衝しよう撃げきから記憶喪そう失しつになった……？

「でも……」

　ぽつりとチャイカは呟く様に言った。

「気が付いた。既に終了。父様──死んでた」

「……そうか」

　トールは、何となくだがチャイカが父親の死体を集めて弔とむらう事にこだわる意味が分かった様な気がした。

　実際に、チャイカがアルトゥール・ガズの死の現場に居たかどうかはさておき、記憶を失った今の彼女にとって、父の死は伝でん聞ぶん情報でしかないのだ。

『父親は死にました』

『国は滅ほろびました』

『戦争は終わりました』

　知らない間にそうなったのだと後から聞かされても、納得など出来る筈が無い。自分のあずかり知らぬ所で、自分の未来が勝手に決まってしまう──その腹立たしさはトールにもよく分かる。

　父アルトゥール・ガズの亡なき骸がら。

　その全てを集めて、空白の数年間を埋うめて──そこでようやく彼女は、明日あしたの方を向く事が出来るのだろう。

「……トール？」

「いや。何でもないよ」

　不思議そうな表情で見上げてくるチャイカにそう告げると──トールは視線を交易所の方に向けた。

　丁ちよう度ど、アカリが駐ちゆう車しやの為の手続きを終えて戻もどってきた所である。とりあえず食料やら何やらを買い込む間、〈スヴェトラーナ〉号はこの駐車場に置いておかねばならないからだ。

「ご苦労さん」

　トールはアカリにそう声を掛かける。

「どうだった？」

「手続きは問題無く。駐車代も安い」

「入市税も安かったよな」

「その事についてだが──」

　アカリは少し首を傾かしげて言った。

「少し興味深い話を聞いた」

「興味深い話？」

「領主はこの街に全く興味がないとかで、ほぼ放置されているそうだ」

「……興味がない？」

　眉まゆをひそめるトール。

「税金も特に徴収してこないとかで」

「…………それは」

　一体どういう事か。

「良くも悪くも殆ほとんど干かん渉しようが無いという事で、事実上、自治会がこの街を治めているそうだ。お陰かげで関税の類が殆ど無く、結果的に交易で賑にぎわっている……と」

「楽らく市いちって奴か？　しかし……」

　楽市というのは税収を減らしてでも交易を活性化し、他よ所その情報をいち早く得る為ための政策の一つだが……実を言えば、これは、間かん者じやや密みつ偵ていも領地内に入り放題となる為、単に、『街への出入り制限を一切取とっ払ぱらう』というだけの簡単なものではない。

　当然、直接的な干渉はしなくとも、間接的に状じよう況きようをきちんと見み極きわめる為の『眼』や『耳』は置かれているのが普通だ。

　だがこの交易所の周りには、そういう人員の配置も見られない。

「政策と言うより、興味がないみたいだ、との事だが」

　と繰くり返しアカリは言った。

「その理由が少々」

「なんだ？」

「元々この辺りは領主が居ない状態が長かった様で、戦後、改めて中央から領主が着任してきたそうなのだが」

　だから領主が司政に興味がなくとも、自治会が以前からの通りにきちんと動いて街を管理出来ているらしいのだが。

「その領主……ドミニカ・スコダは、噂うわさでは以前の領地で、村人を大量に虐ぎやく殺さつしたと」

「…………」

「…………」

　顔を見合わせるトールとチャイカ。

　ギイの情報が正しければ、そのドミニカ・スコダが『英雄』の一人だ。

　報ほう賞しように、戦後、新しい街を所領として受け取るというのは別に珍めずらしい話ではない。だが以前の領地で村人を大量に殺したとなると、途端に話は不ふ穏おんな気配を帯びる。

「兄様」

　眼を細めてアカリは言った。

「無意味に見つめ合うのは禁止だ。身み籠ごもってしまってからでは遅おそい」

「身籠もらねえよ！」

　とトールは言ってから改めて腕うでを組んだ。

「しかしそれは……確かに興味深い話だな」

　村人の虐殺云うん々ぬんはさておき。もしその領主が司政に興味がない──とりわけ徴ちよう税ぜいに興味が無いのが、既すでに、充じゆう分ぶんな財宝を持っているからだとしたら？

　例えば──強力無比な魔ま力りよく源げんたるガズ皇こう帝ていの遺体の様な。

「とりあえずその領主の住んでいる場所についてはおおよそ尋ねてきた。兄様がそのギイという輩やからから聞いてきた通りだ。森の中に屋や敷しきを構えているらしい。機車ヴイークルならば半日ばかりの距きよ離りだな」

　アカリは言って──トールとチャイカを交こう互ごに眺ながめる。

「どうする？」

「罠わな……の可能性が無い訳じゃないが……」

　ギイの提供してきた情報は今の所、完全に正しい訳だが……その一方で、ドミニカ・スコダの『領民殺し』の噂については一言も言げん及きゆうしていなかった。

『領民殺し』そのものが単に実の無い噂であるからか。

　それとも──

「いや。ここで迷ってても恐おそらく埒らちが明かない」

　トールは〈スヴェトラーナ〉号から預けていた背中を離はなして言った。

「食料だの何だのの買い込みを終えたら──出で掛かけよう。その『領民殺し』の領主様の顔を拝おがみに」
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　ドミニカ・スコダ。

　彼女は大戦末期のガズ帝てい国こく首都攻こう防ぼう戦せんにおける武ぶ勲くんが認められ、ラティスン市や、他の幾いくつかの街を含ふくむ一帯を、国王より下か賜しされた、騎士キヤバリアだそうだ。

　位階こそ最下位の騎士であるが、所領の広さだけに限って言えば、男だん爵しやくや子し爵しやく位の貴族とも肩かたを並べ得る。それだけ大きな武勲を立てたという事だろう。

　ただ……

「ドミニカ・スコダについてだが」

　移動中の〈スヴェトラーナ〉号の中でアカリは言った。

「騎士は騎士でも──どうやら竜騎士ドラグーン・キヤバリアだそうだ」

「竜騎士……」

　トールは忌いま々いましげに眉を顰ひそめた。

「厄介な相手だな」

「確かに」

　とアカリも首しゆ肯こうする。

「──厄介？」

　御ぎよ者しや席から振ふり返りながらチャイカは、きょとんとした表情で尋たずねてくる。

「厄介以外の何物でもねえだろ」

　とトールは溜ため息いきをついて言った。

　あの正騎士アルベリック・ジレットもいい加減、敵として見れば厄介な存在だが、竜騎士の比ではない。およそ考え得る限り最悪と言っても過言ではあるまい。

「…………」

　眼をぱちくりと瞬しばたたかせるチャイカ。

　その顔にはやはり恐怖の色も憂ゆう鬱うつの色も無い。

　まるで──

「……ってまさかお前」

　トールは半眼でチャイカを眺める。

「竜騎士を知らないんじゃないだろうな」

「…………」

　チャイカはまた、何度か眼を瞬かせてから。

「……てへ」

　とはにかむ様に──というか誤ご魔ま化かす様に笑って舌を出した。

「てへ、じゃねえ！」

　呆あきれ半分でトールは喚わめいた。

「世間知らずにも程がある──ってか、お前、魔法師ウイザードだろうが!?」

「肯こう定てい」

「棄獣フエイラの事は知ってるよな？」

「肯定」

　チャイカは頷うなずいた。

「その中でも竜ってのが──……っていうか、危ないから前見て走らせろって！」

「あい」

　と素直に頷いてチャイカは視線を前に戻す。

　トールは溜め息を一つ挟はさみ、彼女の銀の髪かみを眺めながら話を続けた。

「棄獣の中でも竜ってのは──装鎧竜ドラグーンってのは明らかに他とは別格の化け物だ」

　俗ぞくに棄獣と呼ばれる生物は六種類が確認されている。

　双頭犬オルトロス。

　奇眼鳥コカトリス。

　独角馬ユニコーン。

　猛禽獣グリフオン。

　大海魔クラーケン。

　そして──装鎧竜だ。

　棄獣は総じてそれぞれ独自の魔法を使うが、実際にはその魔法の規模や程度は様々で、その知能程度も、各棄獣毎ごとに大きく異なる。

　つまり、あくまで『魔法を使える生き物』を棄獣という言葉で括くくっているだけで、それ以外の共通点はあまり無い。

　故ゆえに──例えばトールとチャイカが独角馬を倒たおせたからといって、同じ様に大海魔や、装鎧竜を倒せるという訳ではないのだ。そして倒せるか否かという点においては、装鎧竜はこのフェルビスト大陸において、最も困難な相手だろう。

　殆ど不死身と言っても過言ではない。

「装鎧竜の事は？」

「承知。防ぼう御ぎよが優ゆう秀しゆう。身体変化の魔法」

　装鎧竜の魔法は己おのれの身体からだを変化させる。

　そもそも『装鎧竜』の名も、元々は竜が己の身に装そう甲こうを──己の表皮を変化させた鎧よろいを纏まとった姿から来ている。生物とは到とう底てい思えない強度を誇ほこるその鎧は、刃やいばや矢は勿もち論ろん、生なま半はん可かな魔法では傷を付ける事も出来ないという。

　また……どうにかして傷を付ける事が出来たとしても、竜の持つ身体変化の魔法は、必要とあれば傷を塞ふさぐ事も、折れた骨を繋つなぎ直す事も自由自在だ。

　限りなく傷つけにくく、傷つけてもすぐに治ち癒ゆしてしまう。

　それが装鎧竜という生物なのである。

　しかも──

「竜騎士ってのは、その竜と『契けい約やく』した人間の事を言う」

「契約？」

　首を傾かしげてチャイカはトールと自分を指差す。

「だからお前は前見てろって。そういう契約じゃないんだよ。まあ『契ちぎり』といった方が正しいか。儀ぎ式しきをするらしいぜ」

「……契り」

　不思議な言葉を聞いたかの様に、チャイカはそれを繰り返した。

「詳くわしい事は秘中の秘らしいからな。俺もよくは知らないんだが」

「トール。世間知らず」

　意い趣しゆ返がえしの様に言ってくるチャイカ。

「お前に言われたかねえよ！」

　言い返してから、トールは溜め息をついた。

「何にしても、だ。相手が竜騎士となるとな……」

　装鎧竜と『契約』によって一心同体の如ごとくなった竜騎士は、はっきり言ってしまえばもう人間ではない。少なくとも人間の範はん疇ちゆうに含めて良い様な存在ではなくなる。単たん騎きでの戦せん闘とう能力という意味では、恐らくこのフェルビスト大陸最強──それが竜騎士である。

　もっとも竜騎士は、その強さと裏腹に、正統派の騎士や戦士達からはむしろ嫌きらわれる傾けい向こうにあり、『邪じや道どう』だの『怪かい物ぶつ』だのの誹そしりを受ける事も多いのだが。

「デルソラントの領主の時みたいに、やり合ってぶん取る訳にもいかんしな……」

「無理？」

「限りなく不可能に近いだろうよ」

　とあっさりトールは認めた。

　個人的な勝ち負けだの、強い弱いだのにこだわる趣しゆ味みは、トールには無い。

　人間の状態は状じよう況きようによって大きく変わる以上、『全く同じ条件で』闘たたかう事は不可能に近い。今日勝てた相手に明日あした勝てるとは限らないし、逆もまたしかり──故にその事に優ゆう劣れつを見いだすのは、乱破師サバターであるトールにとって、幼よう稚ち極まり無い思考だった。

　乱破師の矜きよう恃じは目的を果たす事だ。

　それについては手段を問わない。手段に囚とらわれない。戦闘もトール達にとっては数ある手段の一つに過ぎず──もっと簡単な方法があるならば、戦闘はむしろ不確定要素が多い為ために避さけるべきだ、というのがトールの、そして基本的な乱破師の考えである。

「ふと思ったけどな、チャイカ。何とか平和的に譲ゆずって貰もらう事は出来ねえのか？」

「…………？」

　きょとんとした表情で振り返るチャイカ。

「前向け前！」

「うぃ」

　慌あわてて視線を正面に戻もどすチャイカ。

「だから──なんつうか、そもそも闘って奪うばうとか、盗ぬすみ出すとか、そういう強行的な手段をとる以前に──さ。とにかくお前は遺体が手に入れば良いんだろ？」

「肯定」

「俺達、乱破師は目的の為には手段を選ばない」

　トールは薄うすい笑みを浮うかべて言った。

「つまらない矜恃なんぞ目的達成の為にはいくらでも棄すてる。だからこそ、忌いみ嫌われる事が多い訳だが。まあ──俺達に言わせれば、戦争そのものを『目的』にしちまってる騎士キヤバリアや戦士なんてのの方が訳わかんねえよ」

　正々堂々と戦わぬなら、勝っても敗北と同じ──騎士達にはそんな事を言う者も居る。

　それはつまり、トールに言わせると、目的よりも手段が大事……というか手段と目的が入いれ替かわってしまっているという事になる。

「とにかく乱破師の考え方は、騎士や戦士のそれよりも柔じゆう軟なんだ。例えばだな」

　トールはかつて師に教わったたとえ話を脳のう裏りに思い起こした。

「何ど処こかにある──そうだな、例えば、領主の館やかたに置かれている、でっかい壺つぼを手に入れようとするよな。ものの喩たとえだが」

「了りよう解かい」

　チャイカの銀ぎん髪ぱつがさらりと揺ゆれる。頷いたのだろう。

「でもでかすぎてこっそり運び出せない。絶対に誰だれかに気付かれるし、そもそも、一人じゃ重すぎて運べない、とする。盗み出すのは恐おそらく不可能だ」

「うい」

「その場合に、どうする？」

「…………」

　チャイカは首を傾げた。

　後ろ姿なので表情までは分からないが、恐らく眉み間けんに皺しわでも寄せているだろう。

「──爆ばく破は？」

「いきなり極論だな、おい」

「気付かれる。でも大だい丈じよう夫ぶ」

「ああ……陽動って意味な。まあそれも手だけどさ」

　トールは苦笑して続けた。

「万が一にも問題の壺まで吹ふっ飛ばしたら意味ねえだろ」

「むう……」

「その場合、代わりに小さな壺を幾いくつも盗むって手もあるんだよ」

「……むぃ？」

「だから振ふり向くなって」

　手を伸のばしてチャイカの頭を掴つかむと、無理矢理正面に向き直らせながらトールは言った。

「でもってだな、盗んだ小さな壺をまとめて売うり払はらって、金を作る。その金で改めて問題の壺を売ってくれ、と言う訳だ」

「…………」

　チャイカは、もぞもぞと肩かたを左右に動かした。どうも……首を傾げようとしたら、頭をトールに握にぎられているせいで、そんな仕草になったらしい。

「つまり──盗まなきゃならないって考えに囚われるから、可能性を自分で閉じちまう。最終的に自分が手に入れられれば良いってんなら、別の方法を採とったっていいんだ」

　むしろ壺の様に割れ易やすいものを手に入れたいならば、下へ手たに盗むよりも、正規の手段で買い受けた方が安全確実だろう。

「……納得」

「まあ……」

　チャイカの頭から手を離はなすと──木々の梢こずえの向こうに広がる夜空を見上げながら、トールは物もの憂うげに言った。

「『ください』つってくれる筈はずもねえんだろうけどなぁ」

　既すでに〈スヴェトラーナ〉号は街道を抜ぬけ、件くだんの領主が住むという森の奥深くに入り込んでいる。腐ふ葉よう土どに隠かくれていた岩か、あるいは太い木の根でも車輪が踏ふんだのか──大きく車体が揺れた。

　勿論、周囲に人の姿は無い。そもそも道が無い。

　元々〈スヴェトラーナ〉号は軍用機車ヴイークルであるから、とりあえず森の中でも強ごう引いんに走破出来ているが……貴族が使う様な、装そう飾しよく性優先の機車であれば、とっくに身動きが取れなくなっていただろう。

　最終的には〈スヴェトラーナ〉号を置いて徒歩になるかもしれない。

　そんな事をトールが考えていた──その時。

「──トール」

「前見て走らせろって……」

　とまたも振り返ってきたチャイカに言いかけて──そこでトールも気付いた。

　もっとも彼は御ぎよ者しや台だいの上のチャイカの様に、眼で見ての事ではなく、ひしひしと伝わってくる異様な気配を感じて……だが。

「──兄様」

　アカリがやや堅かたい声で呼んでくる。

　彼女もまたこの気配に気付いた様だった。

「分かってる」

　トールは貨物部から身を乗り出すと、チャイカの居る御者席の方へと移動する。硝子ガラス製の風防の向こう側──昼なお暗い鬱うつ蒼そうたる森の中に、幾つもの光こう芒ぼうが揺れていた。

　眼だ。獣けものの。

　それも──

「──棄獣フエイラ」

　トールは唸うなる様に言った。

　一頭や二頭ではない。

　ざっとトールが見た限り三十頭余りの群むれだ。

「双頭犬オルトロス……！」

　蒼あお白い稲いな妻ずまがぱちぱちと音を立てて、木々の間に見え隠れしている。

　興奮した棄獣が魔ま法ほうを垂れ流しているのだろう──お陰かげで闇やみの奥に潜ひそむ眼の主ぬしが何なのか、すぐに分かった。

　双頭犬。そう呼ばれる──奇き怪かいな獣。

　姿の異様さという意味では、六種族中、大海魔クラーケンと首位を争う怪物だ。何しろ基本的な体たい躯くは大型の犬か狼おおかみそっくりなのだが、その頭部が、名前の通り二つあるのだ。

　ちなみにこの二つの頭部は、片方が主でもう片方は従──正しくは魔法を扱あつかう為の神経芯しんが集中した代しろ物もので、眼も鼻も口も無い。ただしそのつるりとした頭部の様な部分には、目鼻に見える様な青白い模様が、仮面の如ごとく刻まれているのである。

「一いつ匹ぴき一匹はそう怖こわくもないんだがな……」

　腰こしの後ろに吊つった双機剣に手を掛けながらトールは呟つぶやいた。

　双頭犬は、六種の棄獣の中では比較的、脅きよう威い度は低いとも言われるが──それはあくまでも一頭ずつの比較の話だ。

　群れを成した双頭犬は、下手をすると装鎧竜ドラグーン並に厄やつ介かいな相手である。

　この棄獣は稲妻を投げて獲え物ものを狩る。集団ともなれば、この稲妻はまるで網あみの様に相そう互ごに絡からみ合い、獲物を押し包む罠わなとなって閉じるのである。

　一度その包囲に捕とらわれれば、逃げ出すのは非常に困難だ。

「兄様。先程言い忘れていたのだが」

　アカリが厳おごそかな口調で言ってきた。

「この辺りは遭そう難なん者が多いので地元の者も滅めつ多たに入り込まないとかで」

「先に言えよ！」

　とトールは怒ど鳴なるものの──知っていても、問題の領主がこの森の奥に住んでいる以上、通らない訳にはいかなかっただろうが。

「棄獣だとは言われていなかったのだ」

「……要するに生せい還かん者が居ないって事かよ」

　トールは唸った。

　森に潜む脅威の正体を誰も知らなかったという事は──遭そう遇ぐうした者が全員、還かえらなかったという事だ。正体が分からぬまま行方ゆくえ不明者の数だけが増えていったのだろう。

「チャイカ。強引に突とつ破ぱ出来るか？」

　トールは御者席の少女に耳打ちする。

「試す。でも──」

「分かってる」

　機車は、馬車の類たぐいと異なり鋼はがねの部品が多い。

　つまりはそれだけ雷かみなりを──電気を通し易いという事だ。強きよう行こう突とつ破ぱの最中にもし電でん撃げきを喰くらえば、当然、その威い力りよくは車内に隠れていてもトール達に達する。いや……それどころか機車の魔法機関に神経の一部を直結しているチャイカは、もっと危険だ。

「五つ数える。その間に出来るだけ加速して──それから機関との接続を解とけ」

　トールは言った。

　厚手の布や革を使って雷の伝導を防ぐ事は可能だろう。そしてチャイカが接続を解いても、一定の勢いさえついていれば、機車はその重量故にかなりの距きよ離りを走り続ける。

「いけ！」

「う……うい」

　急加速する〈スヴェトラーナ〉号。

　同時にトールはアカリに、確認する様に視線を向ける。

　アカリは頷うなずいて席から立ち、自分の靴くつを指差した。

　トールもアカリも履はいている長靴ブーツの底は吸音性の高い軟なん樹じゆ脂しを貼はり付つけてあって、これは電気を通さない。とりあえず何処にも手を突かずに立っているだけならば、〈スヴェトラーナ〉号が電撃を喰らっても耐たえられる筈だった。

　となると後の問題は──

「一つ、二つ、三つ、四つ、五つ──よし、チャイカ、接続を切れ！」

「うい！」

　ぎゅっとチャイカが眼を閉じる。

　脳内に構築されていた魔法回路の一部を遮しや断だんしたのだろう。次いでチャイカは首筋に繋つないであった接続索さくを、引きちぎる様にして外した。

「──にゃっ!?」

　チャイカが悲鳴とも何ともつかない声を上げる。いきなり背はい後ごからトールが彼女を抱だきかかえたからだ。だがトールは腕うでの力を緩ゆるめず彼女の耳元に囁ささやいた。

「しっかり掴まってろ」

「──了りよう承しよう」

　案外とすぐに落ち着いてチャイカが言ってくる。

　怪け訝げんの表情で一いち瞥べつするトールに、チャイカはにっこり笑って言った。

「出会った時。一いつ緒しよ」

「──なるほど」

　確かに出会った時も、こうやって──彼女を抱かかえた。

「信しん頼らい。強く」

「へっ──」

　世辞でも強がりでもなく、本当に不安を含ふくまぬ眼で自分を見上げてくるチャイカに、トールは頬ほおを引き攣つらせた。

　思わずにやけてしまいそうになったからである。

（……面おも映はゆいぜ）

　そんな事を考えながらもトールはチャイカを抱えて、車内に引っ込んだ──その時。




　──ばし！




　青白い網が薄うす闇やみの中に広がる。

　双頭犬オルトロス達が放った電撃が、絡み合って〈スヴェトラーナ〉号に投げられたのである。

　電光があちこちを跳はね回り、御者席やら、車体の各部で火花が散る。

「ちいっ──」

　頭部を腕で庇かばいながら、トールは腰の機剣コンブレイドを抜き放はなつ瞬しゆん間かんを推おし量はかっていた。

　魔法は近接戦せん闘とう向きではない。人間の使うそれは重く長い機杖を使うからという事もあるが、機杖を使わない棄獣も、呪じゆ文もん詠えい唱しようを要する以上、連撃が出来ないのである。

　つまり、一度攻こう撃げきを放ってくれば、次の魔法攻撃までは若じやつ干かんの間が生じる。

「アカリ、チャイカを頼たのむ！」

　トールはそう言いおいて機車から飛び降りる。彼は落下の衝しよう撃げきを無理に殺さず、そのまま地面を転がりながら腰から二本の機剣を引ひき抜ぬいた。

「しゃっ！」

　鋭するどい呼気と共に右手の一本を放つ。

　それは狙ねらい違たがわず、手近な双頭犬の副頭に突つき刺ささった。

　ぎゃん、とこればかりは普ふ通つうの犬と変わらぬ悲鳴を上げながら双頭犬はのたうつ。あくまで副頭は魔法用の器官なので、ここを割られても双頭犬は死なないが、神経が集中している為に、激痛が走るのだ。

　ばたんばたんと陸に打ち上げられた魚の様に跳ねる双頭犬。

　トールがあえて副頭を狙ったのは、別に、慈じ悲ひや容よう赦しやの心からではない。激痛にのたうつ仲間を見て少しでも双頭犬が怯ひるんでくれれば、という狙いから敢あえて副頭を狙ったのである。連れん携けいが無ければ──一頭ずつならば、双頭犬は必ずしも倒たおせない相手ではない。

　双頭犬達が連携で魔法を放った直後の隙すきに、どれだけ『俺は怖いぞ』とこの棄獣達に見せつけられるか。それがこの場面を切り抜ける上での肝かん所どころだった。

　トールは双機剣の残った一本を構えつつ、先に投げた一本を、鋼こう糸しを手た繰ぐって引き戻もどす。

　突き刺さっている剣が双頭犬の頭部から抜けるその抵てい抗こうを足あし掛がかりにして跳ねる様に身を起こし、身構える。

「トール！」

　惰だ性せいで、すぐ横を通り抜けていく〈スヴェトラーナ〉号の中から、チャイカが頭を出して声を掛けてくる。アカリに革の外がい套とうごと抱だき竦すくめられながらも、何やらわたわたと慌あわてた動きで棺ひつぎに手を掛けているのは──ひょっとして、中から機杖を取り出して援えん護ごでもしようというのだろうか。

「行け！　俺に構うな！」
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　トールは怒鳴った。

　彼一人ならばむしろ身軽に動ける分、逃げる事も不可能ではない。

　それに──この場で迂う闊かつに機杖など出せば、避ひ雷らい針しんの様に双頭犬の雷らい撃げきがそちらに集中しかねない。これではチャイカに、わざわざ〈スヴェトラーナ〉号の制せい御ぎよ桿かんから手を離はなさせた意味が無かった。

「魔法も使うな、とにかく、行け、俺なら──」

　大だい丈じよう夫ぶ──そう叫さけび掛けて。




　──へるけるん・うんぜるん・こるけるん・ぺいえ・せぶえ！




「……!?」

　トールは愕がく然ぜんと身を強こわ張ばらせた。

　双頭犬の呪文詠唱。しかも──その終わりの部分だった。

　早過ぎる。双頭犬達が混乱から立ち直り、再詠唱を終了させるまでに、あと十秒はかかる筈はずと踏ふんでいたのに──

「──!?」

　いや。よく見れば実際に混乱したままの双頭犬も居る。

　だがそれには構わず呪文詠唱をしている双頭犬も居て──

「小こ賢ざかしい真ま似ねを！」

　呻うめく様にトールは叫んだ。

　双頭犬の群れの方が、実は一枚上うわ手てだったという事だ。

　群れは二隊に分けられていた。先に攻撃してきたのは一隊目。そして一隊目の攻撃が終わる直前に、二隊目が呪文詠唱を開始していたのである。これならば連撃も可能だ。

「まずい──」

　トールは剣けんを鞘さやに戻して己おのれの羽は織おっていた外套の前を閉じ──両りよう腕うでで頭を庇う。

　これでどれだけ絶ぜつ縁えんできるか分からないが、無いよりはマシだろう。

　そして──




　ばし！




　次の瞬間、音を立てて電光の網がトールを押し包んだ。

「ぐぉあっ!?」

　全身を貫つらぬく衝撃にトールは悲鳴を上げていた。

　殺すも無音、殺されるも無音を旨むねとする乱破師サバターとしては恥はずべき事だが──とても意志でどうにかなる苦痛ではなかった。

　全身の筋肉が勝手に激しく収縮し、トールはその場に倒れて、更さらに、跳ねる。

　意志の力で身体からだを制御出来ない。痙けい攣れんする身体を鎮しずめようとするが、そもそも思考すらまともに回らない──

「ぐ、が、が、が……」

　立場が逆転、先の頭を割られた双頭犬の様に転がり、トールは痙攣する。

「トール！」

「兄様！」

　走り行く〈スヴェトラーナ〉号から、二人がこちらを振ふり返って悲鳴じみた声を上げる。

　だが──

「行け……！」

　ただそう怒ど鳴なるのでトールの精せい一いつ杯ぱいだった。

　だが同時に──痛みに荒あれる意識の底でも、トールは勝算を弾はじいていた。

　双頭犬の電撃は強力だが、必ずしも致ち死し的な威力ではない。これは元々、双頭犬のこの魔ま法ほうが狩かりのものであり──つまりは相手の動きさえ止められればそれでいい──そして、何より双頭犬の、『生きたまま獲え物ものを、特に人間を喰くらいたがる』傾けい向こうからすれば、当然のことだった。

　つまり──

（こいつらは直接、牙きばでとどめを刺しに来る）

　その時まで恐おそらく数秒。

　その間に何とか苦痛を御ぎよしていれば、むしろ接近戦、特に乱戦となればトールにも勝ち目はある。雷いかづちを投げてこなければ、双頭犬も普通の犬と大差無い。

（ぐっ……くそ、おさまれ、おさまれ！）

　痙攣する自分の身体にそう命じるも、上う手まくいかない。

　鍵詞キーワードを唱えて肉体強化の奥おう義ぎ──〈鉄てつ血けつ転てん化か〉を使おうにも、舌や唇くちびるさえまともに動かないのだ。意識の集中もやはり無理。あと数秒でどれだけこれを常態に戻す事が出来るかが生死の分かれ目だ。

「…………ぐ……が……」

　痙攣するトールの周りに、獣けものの息いき遣づかいが近付いてくる。

　苦痛で赤く霞かすむ視界の中に、双頭犬の姿が幾いくつも幾つも揺ゆれて──

（……やばい……）

　喰われる。生きたまま。

　およそ人間の死に方としては最も恐ろしい部類だろう。まともな死に方は出来ないと言われる乱破師だ、トールとしてもその事についての覚かく悟ごは何年も前に済ませているが……それでも獣の牙で内臓を引っかき回される様は、想像しただけで吐はき気けがした。

　戦せん慄りつがトールの背中を駆かけ昇のぼる。

　生なま臭ぐさい獣の吐と息いきが彼の頬に触ふれる。

　牙がトールの喉のどに──

「──去いね。犬共」

　それは何の前兆も脈みやく絡らくも無く。

　朗々とただトールと双頭犬の上に響ひびいた。

　場にそぐわぬ落おち着つき払はらった──女の声。

「立ち去らねば、残らず屍しかばねをさらして横たわる事になろう」

「……!?」

　トールは激痛をいなしながら考える。

　一体誰だれか？　勿もち論ろんチャイカの声でもアカリの声でもない。

　全く別の──

「……！」

　トールの頭上が陰かげる。

（──竜ドラゴン？）

　一いつ瞬しゆん、そう思った。

　まるで──翼つばさを広げた竜が舞まい降おりるかの様だと。

　だがそれは、はためく外套がその影かげの様に見えただけだったらしい。

　何ど処こからか跳ちよう躍やくし、トールのすぐ傍かたわらに降り立ったのは──驚おどろくべき事に殆ほとんど腐ふ葉よう土ども落ち葉も舞い上がらない──すらりとした外見の、一人の女だった。

　白銀の鎧よろいを帯びて長ちよう剣けんを携たずさえている所を見ると、騎士キヤバリアか戦士かあるいは剣けん士しか。

　後ろ姿しか見えないので、その容姿はトールからは判然としないが──

「…………」

　それでもトールは『美しい』と思った。

　その後ろ姿が──立ち方が。

　ひどく自然で作さく為い的なものが無いのだ。

　にもかかわらず──威い風ふう堂どう々どうとしたその後ろ姿には、何というか、ある種の『華はな』がある。艶あでやかとでも言おうか。闇やみに紛まぎれて戦場を駆け抜ける乱破師とは対極、堂々と戦せん陣じんの最前列を歩む者の……後に続く者達の戦意高こう揚ようをも促うながす、頼たのもしい背中だった。

　長い亜あ麻ま色いろの髪かみがふわりと揺れる。

　その中で小さな銀色の髪かみ飾かざりが光っていた。

「闘やるか？　それとも退ひくか？　如い何かに？」

　女はそう問うた。

　対して棄獣フエイラ達は──

（…………なんてこった）

　双頭犬達の気配が遠ざかっていく。

　この女──恫どう喝かつだけで、剣も抜かずに、獰どう猛もうな怪かい物ぶつ達を遁とん走そうさせたのだ。

（化け物かよ）

　実際、その全身からひしひしと伝わってくる気配は尋じん常じようのものではない。

　恐らくトールも『敵』として先まず相対したならば、『如何に倒すか』ではなく『如何に逃にげるか』を先ず考えるだろう──それだけの圧あつ倒とう的てきな何かがその女にはあった。

　だが……

（……しかし皮肉っつうか）

　トールは苦痛の残ざん滓しの底で考える。

　こんな怪物じみた女戦士が、そうそうあちこちに居る筈が無い。

　という事は──

「大だい丈じよう夫ぶか、君」

　女戦士が、ここでようやくトールを振り返ってそう問うてきた。

　月を背負って逆光気味だが──その容よう貌ぼうはおおよそ見て取れる。

　蒼あおい切れ長の双そう眸ぼう。尖とがった顎あご。引ひき締しまった薄うすい唇。

　怜れい悧りな美び貌ぼうは、アカリのそれにも通じるものがあるのだが──こちらの方が、より、大人の女性としての艶やかさを備えている。特に鎧をしていてすらはっきりと分かる筋肉と、そして胸や腰こしの豊満さは、完全に成熟した女性のそれだった。

「ラティスンの街で聞かなかったのか？　この辺りは危険だと」

　呆あきれた様な口調で女は問うてきた。

　窮きゆう地ちのトールを助けた事に対して、恩にきせるでもなく、自みずからの力を誇ほこるでもなく、まるで転んだ子供に手を差さし伸のべるかの様な──何の気負いも無い口調である。恐らくこの女戦士には、双頭犬を追おい払う事など、その程度の行こう為いでしかないのだろう。

　際きわどい所で命を救われた。本来ならば感激すべき所だ。

　だが──

（……こんなのから、遺体を奪うばうのかよ？）

　トールは憂ゆう鬱うつな気持ちで差し出された手をぼんやりと眺ながめる。

　この土地の領主にして竜騎士ドラグーン・キヤバリア──女じよ傑けつドミニカ・スコダ。

　これが……トール達と、彼女との出会いであった。
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　とりあえずトールは驚おどろきの表情と声こわ音ねを取とり繕つくろっておいた。

「こんな所に……？」

　演技の類たぐいはそう得意ではないのだが、この程度ならば何とかなる。

　あくまでトール達は森を抜ぬけようとして棄獣フエイラに襲おそわれ、危あやういところを助けられた、単なる通りすがり──そう相手に思わせる為ためだ。

「なに。慣なれればむしろ煩わずらわしさも無くて良い所だ」

　朗ほがらかな笑顔で振ふり返りながら、その女性は──ドミニカはそう評した。

　どうやらトールのささやかな演技には気付いていない様だ。

「街中はどうも、しがらみが多くてな。面めん倒どうに感じてしまうのだ」

　トール達の、そしてドミニカの前に見えているのは、一いつ軒けんの屋や敷しきだった。

　領主の館やかたとしては比ひ較かく的こぢんまりしているというか……規模はかなり小さい。

　戦国時代が長かった事もあり、領主の館というのは大たい抵ていが、城じよう塞さいとしての機能を持っている。それどころか、街そのものが館の一部となっていて、外がい壁へきと内うち塀べいの間に庶しよ民みんの家か屋おくが間借りしている様な構造になっている所も多い。

　だがドミニカ・スコダの館は違ちがった。

　外壁も無ければ外そと堀ぼりも無く、内塀も無い。ぽつんと──無防備とも言える無む頓とん着ちやくさで、建物だけが森の奥の空き地に建っているのだった。

　だが考えてみれば……この館には防備など必要ないのだ。

　森そのものが外壁であり外堀であるとも言える。トール達が双頭犬オルトロスに襲われた事からも分かる様に、迂う闊かつにこの森に足を踏ふみ入れれば、中ちゆう途と半はん端ぱな軍隊など全ぜん滅めつしかねない。竜騎士ドラグーン・キヤバリアの御ご座ざ所しよだからこそ、他の棄獣達が襲ってこないという事を考えれば、見えない防ぼう壁へきがそこにあるのと同じだった。

（入るも出るも難かたし──か。逃にげる時の事も考えておかねえとな）

　周囲を囲む深い森を眺ながめながらトールは考えていると──

「──兄様」

　アカリが囁ささやく様に声を掛かけてきた。

　それで彼女が指差す方向を振り向いて──トールは眼を細めた。

　前を行くドミニカの姿が、揺ゆらいでいる。

　身に付けた白銀の鎧よろいが、青白い燐りん光こうを……魔ま法ほうのそれを帯びながら緩ゆるやかにその形状を崩くずし、境界が曖あい昧まいとなり、溶とけ合う様にして、彼女の身体からだの上を流れる。やがてそれは色すらも変えて麻あさ色の、簡素な衣い装しように変化した。

（これが……装鎧竜ドラグーンの魔法か……）

　話には聞いていたが実際に見るのは初めてだ。

「下働きも居ないのでな。ろくなもてなしも出来ないのだが、そこは勘かん弁べんしてくれ」

　言いながら手ずから屋敷の玄げん関かんを開けてトール達を招き入れるドミニカ。

　だが立ち止まって目を丸くしているチャイカや、敢あえて驚きの表情を隠かくさないトールを振り返って──彼女は怪け訝げんそうに眉み間けんに皺しわを寄せる。

「どうした？」

「ちょっと驚いてしまって」

　と一同を代表してトールは答えた。

「場所はともかく、屋敷の造りはそう珍めずらしいものではなかろう？」

「いえ。そうではなくて──」

「驚きよう愕がく。変身」

　チャイカも頷うなずきながらそんな事を言い添そえる。

　それでようやく──ドミニカ本人も気付いたらしい。

「うん？　あ──ああ。そうか」

　ドミニカは得心の表情で頷いた。

「そうだな。いかんな。つい──忘れるのだ」

　先の『着き替がえ』は、彼女にしてみれば取り立ててどうという事も無い行為であったのだろう。殊こと更さらに誇ほこる様子も無いし、家の中に入りながら外がい套とうを脱ぬいだだけであるかの様に、自身がその行為を殆ほとんど意識していない様だった。

「驚かせて済まない。普ふ段だん、一人で暮らしているせいか……私の魔法が他人にどう見られるのか、という事について無む頓とん着ちやくでな」

　苦笑を浮うかべてドミニカは言った。

　屋敷の中の空気は冷えて居て、他に人の気配は感じられない。物音も聞こえてこない。何も知らずに踏み込んだら、廃はい墟きよと間違ったかもしれない位だ。下働きが居ないというのは──ドミニカ以外に誰だれも住んでいないというのは、本当らしかった。

「いや、助けていただいた上、宿まで。感謝します」

　とトールは殊しゆ勝しような態度を取り繕って言った。

（ともあれ……どう攻せめるか）

　内心で戦せん々せん恐きよう々きようとそんな事を考えていたが。

　ドミニカは『遺体』を所有している可能性がある。

　という事は、トール達は彼女からこれを奪うばう為に闘たたかう場合もあり得る訳だが──圧あつ倒とう的てき防ぼう御ぎよ力を誇る竜騎士が相手となると、本来は、奇き襲しゆうが最も手て堅がたい方法だ。相手が防御の体勢を採とる前に全力の攻こう撃げき──これで相手を戦せん闘とう不能に追い込む。この場合、出来れば相手がこちらの存在そのものに気付いていない事が望ましい。

　だが、こうして顔を合わせてしまった以上、奇襲作戦は大おお幅はばに制限を受ける。

（あるいは搦からめ手を使うか……？）

　奇襲といっても色々ある。単純に時間的、角度的な死角から襲う、という意味もあれば、心理的な死角を突つく──という考え方もある訳だ。ここでドミニカと親しくなっておいて、寝ね首くびを掻かく様な方法も、選せん択たく手段としてはあり得る。

　それを卑ひ怯きようと蔑さげすむ思考は乱破師サバターには無い。

　目的達成の為には名声も矜きよう恃じも棄すてられる──それが乱破師の強さだ。

「トール、トール」

　採り得る戦術を幾いくつか吟ぎん味みしていると──彼の袖そでを引っ張ってくる手があった。

　チャイカである。

「幸運。ぐっすり就しゆう寝しん」

　そう言うチャイカは本当に嬉うれしそうだ。だがトールは若じやつ干かん──ドミニカに気け取どられない程度に少しだけ顔をしかめて、この無む邪じや気きな少女に囁ささやいた。

「…………お前な」

「むい？」

「どうしてそう無邪気に喜べるか俺は理解に苦しむよ。チャイカ・トラバント、覚えてるか、お前の目的？」

　ドミニカに気付かれぬ様、極力、声量を下げてそう尋たずねるトール。

「……むい？」

「あの竜騎士が遺体を持ってる可能性って話だよ！　これで奇襲は出来なくなったっての、分かってるか？　俺達は敵地の真ん中に居るも同然なんだぞ？」

「…………おぅ」

　ぽんと右手の拳こぶしを左の掌てのひらの上に打ち付けてチャイカは頷いた。

「記き憶おく。勿もち論ろん記憶。不可忘ぼう却きやく」

「絶対忘れてただろう、お前」

　馬ば鹿か馬鹿しい気分になりつつ言うトール。

　ここしばらく強行軍続きというか、きちんとした部屋でじっくり眠ねむる事も出来なかったのだから、今日だけはぐっすり眠れると喜ぶチャイカの気持ちは分からないでもないのだが。先の街で一度はとった宿も、ジレット達の姿を見て早々に引き揚あげてきた訳だし。

「でもトール」

「なんだよ」

「交こう渉しよう。可能性。トールの言った事」

「……あ」

　トールは間の抜けた声を漏もらした。

　そういえばそうだった。彼自身がチャイカに言った事だ──必ずしも闘って奪う必要は無いのではないか、と。

　実際に剣けんを抜く事さえ無く双頭犬共を追い払はらったドミニカを見たせいで、トールはトールで、どうも、『どうやってこの強い敵を攻こう略りやくするか』に意識が捕とらわれてしまっていたのだろう。目的の為に手段を選ばないのが──手段に囚とらわれないのが乱破師というのなら、その意味でトールは未いまだ半人前という事なのかもしれない。

「『絶対忘れてただろう、お前』」

　得意げに──そっくりそのまま台詞せりふを返してくるチャイカ。

「こんな時だけ流りゆう暢ちように喋しやべってんじゃねえよ！」

「痛い、痛い、不許可、虐ぎやく待たい！」

　ぐりぐりと拳でこめかみを抉えぐられながら悲鳴を上げるチャイカ。

「そうだぞ兄様」

　と──口を挟はさんでくるのはアカリである。

「兄様が虐いじめて良いのも、兄様を虐めて良いのも、私だけなのだから」

「お前も何言ってんだよ」

「妹を差し置いて、赤の他人と肌スのキ触ンれシ合ツいプなど」

　無表情にアカリは言った。

　どうも憤ふん慨がいしている様なのだが──やはりこの娘の喜き怒ど哀あい楽らくは表に出にくいというか、出てもほんの僅わずかなので把は握あくしにくいのである。

「屈くつ辱じよくの極きわみだ。妹としての誇ほこりがいたく傷ついてしまった。謝罪と賠ばい償しようを要求する」

「お前の矜恃の置き所がわかんねえよ。つか何だ、謝罪と賠償って？」

「具体的には、『馬鹿だなあ、俺の一番大事なのはアカリ、お前だよ』と囁いた後、べたべたいちゃいちゃ、きゃっきゃうふふする様な濃のう厚こうな触ふれ合いを」

　本人は大まじめなのかもしれないが、何かの書類を棒読みするかの様な、熱の無い口調で言われると──それはそれでかなり不気味なものがあった。

「それ、謝罪でもなけりゃ賠償でもねえだろ」

　半眼で義妹を睨にらみながら言うトール。

　そんな彼等を振り返って──

「ところで君たちは……どういう関係なのかな？」

　ドミニカが問うてきた。

「…………」

　トール達は顔を見合わせる。

「商隊といった様子でもなし──そもそも商人がこの森の奥まで入り込む事は無いし」

　そういえば予想外の所でドミニカと出会ってしまった為ために、誤ご魔ま化かす為の『設定』を考えていなかった。いや、トールとしては此こ処こに来るまでの道すがら、幾いくつか考えてはいたのだが、チャイカとアカリにその『偽ぎ装そう設定』を伝えておく余よ裕ゆうが無かったのである。

（……どうする？）

　地元の者が危険だとして敢えて足を踏ふみ入れない様な森に居た──その時点で、普ふ通つうではないのである。『いやあ、単に通り掛がかりで』とか『道に迷って』などという言い訳は通じまい。武装そのものは、辺境を行く者としては護衛目的で持参するのも珍しくないので、見られても誤魔化せるだろうが──

「──実は」

　とドミニカに向けて口を開いたのは、アカリであった。

　驚おどろくトールの視線を無表情な横顔で受け止めつつ、彼女は静かな口調で続ける。

「私達は兄きよう妹だいなのです」

「……まあそれは見れば判るが」

　まあ先程から声を潜ひそめるでもなく堂々と、アカリがトールを『兄様』と呼んでいる訳だから、改めて説明するまでもなかろう。

　そしてアカリは──

「私達はあろう事か、実の、血の繋つながった兄妹でありながら、許されざる禁断の恋こいに落ちてしまったのです」

　──そんな血迷いまくった台詞せりふを、堂々と口にしていた。

「ちょっ……!?」

　顔色を変えるトールだがアカリは構わず──やっぱり棒読みで無表情だが──続ける。

「しかしそのような邪じや恋れん、家族親族が許す筈はずもなく、されどそれ故ゆえに燃え上がる恋の炎ほのおは誰にも消せません。もう燃え上がってしまいます。めらめらぼーぼーと」
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　立て板に水とばかりに滔とう々とうと語るアカリ。やっぱり無表情だが。

　唐とう突とつに語られる『兄妹の禁じられた恋物語』に、隣となりのチャイカも眼を丸くしてこれを眺ながめているが──アカリはそのまま平然と言った。

「いっそ来世で添い遂とげようか、とまで思い詰つめた私達は、しかし心中よりはマシと、手に手をとって駆かけ落おちを決意し、親族の追っ手をまく為に、敢あえてこの危険な森を通り抜ぬける方法を採ったのです」

「……ほう」

　立ち止まるドミニカ。

　肩かた越ごしにではなく改めて身体からだごとこちらを振ふり返ってくる。

　その双そう眸ぼうが何かを見み透すかす様に細められていた。

（馬ば鹿か野や郎ろう、いきなり何訳のわかんねえ事言ってやがる!?）

　殆ど唇くちびるの動きだけでそうアカリを問とい詰めるトール。

（説得力があるだろう）

　とアカリが返してくる。

　何な故ぜかそこはかとなく自じ慢まんげだった。

（禁じられた恋の逃とう避ひ行こうならば、この危険な森を強行軍する事もまるで不自然ではない）

（不自然だよ！　つかよくそんな出で鱈たら目め、咄とつ嗟さにすらすら出てくるな!?）

（実は常つね日ひ頃ごろから練ねっている恋れん愛あい草ぞう子しの草案なのだ）

（いつの間に!?）

　というかそんな趣しゆ味みがアカリにある事も知らなかったトールである。

（既すでに三十巻に及およぶ構想はほぼ固まっている）

（長いな、おい!?　じゃなくて──思いっきり不ふ審しんがられてるだろうが！）

　ただでさえ奇襲しにくい立場だというのに……これで相手を警けい戒かいさせては無意味に状じよう況きようが不利になるだけだ。トールは慌あわてて『いや。こいつ妄もう想そう癖へきがあるもんで』とかなんとか言い繕つくろう言葉を脳のう裏りに浮うかべ──

「──そうか。そうだったのか」

　と──ドミニカは感かん慨がい深ぶかげに大きく頷うなずいた。

「……え？」

　思わず眼を丸くして固まるトール。

　対して彼女は何度も繰くり返して頷きながら言った。

「それは大変だったろう……」

　しみじみとした口調である。

「いや。あの」

「安心するがいい。私は君達の恋のあり方について反対を唱となえる様な野や暮ぼではない」

　予想に反し──どうもドミニカはアカリの妄もう言げんをあっさりと信じてしまったらしい。

　疑うどころか、むしろ彼女はトール達を勇気づけるかの様に力強い口調で言った。

「追っ手をやり過ごすまで遠えん慮りよなく逗とう留りゆうするといい」

「……は………はあ。ありがとうございます」

　とりあえず頭を下げておくトール。

　あまり気は進まないが、こうなってはアカリの妄想の設定に乗っかるしかない。

　もっとも──

「しかし、そうなると」

　ドミニカは視線を今一つ状況が飲み込めず、きょとんとしているチャイカの方に向けた。

「そちらの少女は？」

「あー……その」

　トールは曖あい昧まいに笑いながら肘ひじでアカリを小こ突づいた。

（チャイカの事はどう説明すんだよ？）

　そう。問題はチャイカである。

　故郷を棄すて、家族を棄て、知ち己きを棄て、兄妹たった二人の愛の逃避行──は百歩ひやつぽ譲ゆずっていいとしても、それで押し通す積もりならば、当然チャイカの存在が余計というか不自然に見えてしまう。流石さすがに『実はこいつも妹で』などと誤魔化す訳にもいくまい。

（むう。困った）

　アカリは顔をしかめる。

（私の物語は基本的に兄と妹がきゃっきゃうふふする場面だけで構成されているので、他の登場人物など入り込む余地が無いのだ）

（それ絶対、駄だ作さくだろ）

　と唇の動きだけで断じてから……ドミニカを振り返ってトールは言った。

「どうかお察しください。彼女もまた……郷里を追われた者」

　とりあえず咄嗟に大おお嘘うそを取り繕うより、本当の事を言った方が破は綻たんが無い。

　要は肝かん心じん要かなめの部分さえぼかしてしまえば良いのだ。

「縁えんあって行動を共にしているのです」

「……なるほど」

　とドミニカはチャイカを──そして彼女が後ご生しよう大事に背負っている棺かん桶おけを見て頷いた。

「事情は人それぞれ……覚かく悟ご無くしては無関係の他人に言えぬ事もあるだろうな」

「御理解、痛み入ります」

　とトールは頭を下げた。

　まあ細かい事は分からずとも、『棺桶を背負って歩く少女』なんぞという姿は、どう見ても普通ではない訳で。ドミニカは勝手に複雑な──公言を憚はばかる様なややこしい事情を想像してくれたようだ。幸か不幸か、先にアカリの妄想小説の設定を聞いている分、想像が走りやすいという事もあったのだろう。

　ともあれ……どうもこのまま、しばらくは『禁じられた恋に落ちた駆け落ち兄妹と、そのオマケ』を演じ続けないといけなくなった様だった。

（──兄様）

　アカリがそこはかとなく得意げに言ってくる。

（なんだよ）

（これが既き成せい事じ実じつというやつだな）

（やかましい！）

　声を限りに怒ど鳴なれないのがトールはひどく不満だった。





[image: ]






　ラティスン市に向かう〈エイプリル〉号の中にジレット隊の六名は顔を揃そろえていた。

　建たて前まえ上、騎士キヤバリアアルベリック・ジレットを隊長としてこの部隊は動いており、現場での行動については〈クリーマン〉機関から彼に一任されている。つまりアルベリックは機関本部からの大まかな指示にさえ従っていれば、自分の裁量でどう動いても構わないのだ。他の隊員達は手て脚あしとしてただ彼に従うだけ──という形だ。

　だがアルベリックは、部隊を独裁的に動かすのを嫌きらう。

　勿もち論ろん、必要とあれば強ごう引いんに隊員達に命じる事もあるが──基本的に、何か行動方針や周囲の状況について変化が生じた時には、全員揃って合議を行うのが、彼のやり方だった。自分が世間的に見れば未いまだ若造である事、まだまだ経験不足である事を認めた上で、雑多な顔ぶれの隊員達から幅はば広ひろく意見を吸収しよう、という考えなのである。

　当初は彼のやり方をむしろ『統率力に欠ける』と否定的に評していた者も居たが──というかヴィヴィなどはその筆頭だったのだが──今では、隊員達全員が、彼のやり方を受け入れている。

「……で」

　副官であるニコライは、円えん卓たくの上に置かれた書類に視線を落としながら言った。

　ちなみに彼は先日、乱破師サバターの青年と戦った際の傷が未だ治なおっていない。お陰かげで元々逞たくましいその腕うでは厚く巻かれた白い包帯により、尚なお更さら、太い丸太の様に見えた。

「どういう心境の変化で？」

　円卓の周りには、アルベリックから順に、右回りでヴィヴィ、ズィータ、ニコライ、レオナルドが座っている。マテウスだけは御ぎよ者しや席に座って、〈エイプリル〉号の運転をしているが、お互たがいの声は充じゆう分ぶんに届く様になっていた。

「どうも不確かな事が多すぎる様な気がしてね」

　とアルベリックは言った。

「我々の目的は〈禁断皇こう帝てい〉アルトゥール・ガズの忘れ形がた見み、チャイカ・ガズを捕とらえ、同時に彼女が集めようとしている〈禁断皇帝〉の遺体を回収する事──だが」

　アルベリックは、卓の上に置かれた〈クリーマン〉機関の資料を指す。

「チャイカ・ガズについての資料が少なすぎる」

　以前、アルベリック達が任務に就つく前に見せられた資料よりは多少、分厚くなっている様だが……その殆ほとんどは、チャイカ・ガズを名乗る偽にせ物ものの逮たい捕ほ記録で、本物についての情報は当時と大差ない状態だった。

「そもそもどうしてこんなに何人も偽物が出てくるんだ？」

「そりゃ……」

　と言いかけて。

「ああ。そういう意味ですか」

　ニコライは納得顔で頷いた。

　確かにチャイカ・ガズを名乗って帝てい国こく復興を謳うたい、資金集めの形で詐さ欺ぎを行うというのは一つの手だろう。それそのものは別に不思議でも何でもない。だがその数が多すぎるのだ。実際、アルベリック達も、あのチャイカ・ガズを追い始める前に、二名、『〈禁断皇帝〉の娘むすめ』を名乗る不届き者を捕つかまえている。

　単に金かね儲もうけというのならば、もっと他にいくらでも詐さ称しようすべき名前はある筈だ。

　むしろチャイカ・ガズという名前は、実入りに対して危険が大きい。

「まあ情報が余りに少ないのがその原因の一つでしょうね」

　と言うのは豪ごう奢しやに波打つ髪かみの少女──ヴィヴィである。

　何ど処こかの貴族の令れい嬢じようか、と思えてしまう様なその外見に反し、彼女の職業は暗殺者である。ジレット隊に組み込まれる以前はどういう人生を送ってきたのか、彼女は語りたがらないが……

「──私、チャイカ・ガズ」

　などと言いつつ、何処からか取り出した銀ぎん髪ぱつのカツラを彼女はひょいと被かぶって見せた。

　でもって──何かに祈いのる様に両手を組み合わせながら言った。

「御お父とう様の遺志を継ついでガズ帝国復興の為ために頑がん張ばってるの。おじさん、お金貸して」

「わははははは！」

「あははははは！」

　指を指して爆ばく笑しようするのはニコライとズィータである。対してレオナルドとアルベリックは静かに苦笑を浮かべている。

「なんてね」

　銀髪のカツラを脱ぬいで、ちろりと悪戯いたずらっ子この様に舌を出してヴィヴィは言った。

「元々、本当に居るかどうかも判らない人物だから、それらしく装よそおうのも簡単ですよね。詐欺としてはやりやすい訳で……銀髪、少女、ってだけだし」

　演技だの変装だのは暗殺者の必ひつ須す技能だ。恐おそらくその気になれば、本当にチャイカ・ガズになりすまして誰だれかを騙だまくらかす事も、この少女には可能だろう。

「それはそうだが」

　とアルベリック。

「その一方で……我々が追っている、あの、チャイカ・ガズを含ふくめ、どう見ても詐欺の類たぐいでは無さそうな者も居る」

「それは帝国の残党が用意した『旗はた頭がしら』って事じゃなかったんですか？」

　ニコライは爆笑の名残なごりの涙なみだを指先で拭ぬぐいながら言った。

「確かにそう思えるチャイカ・ガズも居る訳だが」

　アルベリックは書類に手を伸のばす。

　一番上には現在、確認されている『チャイカ・ガズ』の一覧表があった。

　その数──実に三十余り。そしてその七割が既すでに逮捕済みだ。彼女等の殆どは先の話通り、詐欺が目的の他愛ない存在なのだが……問題は、そうでない三名ばかりの『チャイカ・ガズ』である。

　彼女等は全員、逮捕後に自殺している。

　マテウスの様な、棄獣フエイラを精神支配する術式を得意とする魔法師ウイザードが居る事からも判る通り……魔法を使えば、強制的に生きている人間から情報を引き出す事も出来る。恐らくその三名の『チャイカ・ガズ』はこれを恐れて自みずから命を絶ったのだ。

　つまりはそこに、命を賭としてでも守るべき秘密があるという事になる。

　これを、アルベリック達は、帝国の残党軍の情報だと考えていた。

　そしてわざわざジレット隊が『チャイカ・ガズ』を追いかけているのは、帝国の残党による反乱や暴動、無差別殺さつ戮りくなど、世情不安を煽あおる行こう為いを未然に食い止める為だ。残党と言っても元は北方の大国──全員集まれば、小国を攻こう略りやく出来る程度の人数になりかねない。

　そしてその為に『旗頭』を用意し、『遺体』で権けん威い付けするのは、実にもっともなやり方だとアルベリック達も理解していた。

　ただ──

「マテウス」

「──はい？」

　急に呼よび掛かけられて驚いた様に御者席のマテウスが身じろぎする。

「君がしばらく追いかけていて──その間、あのチャイカ・ガズは帝国の残党と思おぼしき相手と接せつ触しよくした形けい跡せきはあったかい？」

「いや。ありませんでしたな」

　とマテウスは己おのれの禿頭を掌てのひらで撫なでながら言った。

　彼は斥せつ候こうとして件くだんの──あのデルソラント市でアルベリック達が接触したチャイカ・ガズを追いかけていた。実質的にはわずか三日余りの事だが、ジレット隊の中では最も長時間、あの少女の動向を見ていた事になる。

「私が見る限りずっと単独行動でした」

「それにわざわざ乱破師を傭やとっている」

　とニコライが唸うなる様に言った。

　あのチャイカ・ガズがデルソラントの職業派遣組合ギルドに依い頼らいして、トールとアカリ、という兄きよう妹だいを傭い、領主アバルト伯はくの館やかたを襲おそった事は調べがついている。恐らくニコライと戦ったあの青年がトールなのだろう。

　だが……もし彼女が帝国軍残党によって立てられた『旗頭』だとすれば、あまりにもその扱あつかいがぞんざいというか、放置して好きにうろうろさせていては『旗頭』の意味があるまい。必ず護衛なり、監かん視しなり、何らかの形で側に人を配する筈はずだ。

「つまり頼たよるべき仲間が──居ない？　居なかった？」

「だとすると」

　アルベリックは指先で書類を弾はじきながら言った。

「彼女は一体、何者だ？　本物のチャイカ・ガズなのか？　それとも」

「詐欺師でも、帝国軍残党でもない、第三の──チャイカ・ガズ？」

　首を傾かしげてズィータが呟つぶやく。

「本物かそうでないかよりも、その目的が問題ですね」

　とレオナルドが言った。

「まあ……本物で、単に『父親を弔とむらいたい』ってだけという可能性もありますけど」

「可能性としては勿論、それもあるが」

　アルベリックはデルソラントの街で見た少女の姿を脳裏に思い浮うかべながら言う。

　何処か儚はかなげな印象の少女だった。

　何か大それた事を企たくらんでいる様にはとても見えなかった。勿論、その全てが演技という可能性もあるのだろうが──

「別の目的が存在する可能性を、忘れる訳にもいかないだろう。あるいは彼女自身が誰かに利用されていて、それに気付いていない可能性も──ある。もしそうなら、その利用している者達を許しておく訳にはいかない。あの様な、可か憐れんな少女を自分達の」

「…………」

「目的の為に利用するなど……………ん？　どうしたんだ？　皆みんな」

　アルベリックは、運転中のマテウスを除き、円卓についた一同の視線が自分に集中している事に気付いた。いや──彼が喋しやべっている訳だし、彼が隊長なのだから、隊員達が傾けい注ちゆうするのは当たり前の事なのだが。

　何というか──彼等の視線がいつもと微び妙みように温度が違ちがう気がして。

「いや。何というか」

　ニコライが頬ほおを掻かきながら言った。

「今までの『チャイカ・ガズ』と違って、妙みようにこう──御ご執しゆう心しんですな」

「執心？　そ──そうかな」

　アルベリックは首を傾げる。

　確かに他の偽物とは何か違うと、あのチャイカ・ガズに感じているのは事実だが。

　でもって──更さらに。

「ヴィヴィ？」

　何故か、先程の銀髪のカツラに、懐ふところから取り出した針を憎にくらしげに刺さし始めた部下を見て、アルベリックは困こん惑わくする。

「どうしたんだ？」

「別に何でもありません」

　とヴィヴィは膨ふくれ面つらでカツラを放り投げる。狙ねらった訳でもあるまいが、それはマテウスの禿頭に被さり──刺さったままの針で『痛っ!?』と彼が短く悲鳴を上げた。

「いや、ですからジレット様」

「ヴィヴィは単に嫉しつ──」

　とニコライとズィータが口を開いた──次の瞬しゆん間かん。

「──黙だまれ」

　いつの間に立ち上がり移動したのか──背はい後ごから二人の脳天に針を突つき付けた体勢で暗殺者の少女は言った。

「判った。黙る」

「はい。黙ります」

　ニコライとズィータは宣せん誓せいする様に片手を挙げてそう応じた。

「……よく判らないんだが……」

「いいんじゃないですか。ジレット様らしくて」

　困惑するアルベリックに、レオナルドが笑いながらそう言った。
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　兵法の基本は地の利から──アキュラの里ではそう教わった。

　そして困難な状じよう況きようであればある程に人は初心を忘れがちだ、とも教わった。だが少し引いて全体を見み渡わたせば、意外な所に打開の道は開けているものだ──とも。

　トールはそんな教えに従って、まずは屋や敷しきの中を見て歩く事にした。

　基本的な造りにそう変わった点は無い。

　外に閉じ、内に開く、というのは多くの貴族の屋敷に見られる建築様式だが──ドミニカ・スコダの屋敷も同様に、四角い建物それ自体が壁かべを成す様にして、中庭を外部から切り取っている形だ。

「……つくづく地味な館やかただな」

　そんな感想をトールは呟いた。

　領主である前に武人であるから、身の周りは質素にする、というのは別に驚く様な考え方ではないが……本当に装そう飾しよく品だの何だのが全くない。武人なら武人で鎧よろいやら武器やらを飾かざったりする様なものだと思うのだが、それも無い。

　しかも、あまり掃そう除じが行き届いている風でもない。

　あちこち埃ほこりがつもっていて、トールが歩いて行った通りに足あし跡あとがついてしまう様な有様だ。むしろこの空気は廃はい屋おくのそれにも近いというか……生活感が感じられないのだ。

「……しかし妙な状況になったな」

　廊ろう下かを歩きながら、溜ため息いき混じりにトールは呟いた。

　チャイカに言った通り──もし強行策で『遺体』を奪うばう事になれば、あの竜騎士ドラグーン・キヤバリアドミニカ・スコダとやり合わねばならない。だが、たかが乱破師サバター二人と魔法師ウイザード一人で、竜騎士を相手に戦えるかと言われると甚はなはだ心こころ許もとない。

「まさか竜騎士相手に戦う事になるとはな……」

　竜騎士は、基本的に他の騎士キヤバリアや戦士とは別種の存在だ。

　むしろ考え方としては亜人兵士に近い。

　口の悪い者に言わせれば、竜騎士とは『棄獣に魂たましいと尊厳を売り渡わたした者』あるいは『怪かい物ぶつの一部』だ。既に人間ではないと評する者も少なくない。

　竜騎士は肉体の一部を装鎧竜ドラグーンと交こう換かん、移植する事で、『竜ドラゴンの一部』になる。

　つまり棄獣たる装鎧竜の方が、騎士を『自分の肉体の一部』として扱える様になり、その魔法の効果が装鎧竜と同じく及およぶという事になる。

「装鎧竜……か」

　竜と呼ばれる生物はこのフェルビスト大陸にて数種が確認されているが、それらはいわゆる棄獣ではない。飛竜ワイバーンや小竜ワームの類だ。これらは魔法を使える訳でもなく知能が殊こと更さらに高い訳でもない。『所しよ詮せんは大型の蜥蜴とかげ』──そう評する者も居る。アキュラの里の近くにも小竜の群棲地があった為ため、割とトールも馴な染じみ深い生き物だ。

　対して……装鎧竜は棄獣である。

　魔法を使い、知能も高く、その証しよう拠こに──名前の通り鎧を纏まとう。

　正確には自身の肉体の一部を硬こう化か・変形させる事で防ぼう御ぎよ力を桁けた違ちがいに上げる事が出来るのだ。つまり竜の魔法とは『身体変化』の魔法なのである。

　これは単に傷つかないというだけではない。

　身体変化の魔法を使えば、たとえ深手を負っても即そく座ざに修復する事が出来るという。

　そしてその一部である竜騎士も──また同じだ。

『契けい約やく』により、竜の魔法は多少離はなれていても竜騎士に及ぶ。

　それ故に、竜騎士は武装解除も出来なければ、『半殺し』にする事も出来ない。その気になれば彼等は竜の魔法を用もちいて瞬またたく間まに鎧を帯び、あるいはその延長で剣けんや槍やりを造り出す事さえ出来る。更に頭部や心臓といった致命の急所を破は壊かいされるのでもない限り、肉体を修復する事も可能なのだ。

　これだけでも竜騎士は充じゆう分ぶんに脅きよう威いだ。

　だが実際には、これに竜本体の攻こう撃げき力までもが加わる。

　牛や馬すら軽々と抱かかえて飛行すると言われるその巨体は、当然、人間のそれとは比べものにならない程の筋力を備えている。殴なぐる。蹴ける。尻尾しつぽで払はらう。あるいは翼つばさで叩たたく。ただそれだけの単純な攻撃ですら、竜のそれは、家か屋おくを一いち撃げきで倒とう壊かいさせ、城じよう壁へきに穴を穿うがつ。

　攻撃に魔法を使わないからといって、それが即すなわち『攻撃力が弱い』という事にはならないのである。

「何か弱点でもあればいいんだろうけどな……」

　実は装鎧竜の生態については殆ほとんど知られていない。

　元々その個体数が少ない事に加え──竜騎士が各国で軍事機密扱いになってからは、益々、その情報が出回る事は無くなった。トールも戦場帰りの先せん輩ぱい乱破師から話を聞いた事があるだけで、本物を見た事は無い。

　何でも竜そのものが神しん出しゆつ鬼き没ぼつで……竜騎士と同じ陣じん営えいの兵士達ですら、気が付けばそこに居る、どうやって近付いてきたのか誰だれも判らない、と──その巨体に似合わぬ隠おん密みつ行動振ぶりに恐おそれをなしたという。

「でかいっていうんなら、屋敷の中で戦うってのは手か──屋敷ごとぶっ壊こわされて生いき埋うめにされたら、元も子も無いが」

　もし戦せん闘とうになった場合──ドミニカ・スコダを屋敷の中に誘さそい込めば、少なくとも竜本体の介かい入にゆうは避さけられるだろう。

　そんな事を考えながらトールが扉とびらを開いて中庭に出ると──

「…………!?」

　そこに、一人の少女が立っていた。

　まるで砂さ漠ばくに咲さく一輪の花の如ごとく──唐とう突とつに。

　中庭には、小さな花か壇だんが申し訳程度に設置されているが、そこには花は無く、ただ、雑草だけが生えている。そんな荒あれ放ほう題だいの花壇の有様を補おぎなうかの様に、その少女は、可憐に、清せい楚そに、そこに佇たたずんでいた。

「誰だ……？」

　トールの声には一種の緊きん張ちようがあった。

　彼は、その少女の気配をまるで感じなかったからである。

（あのギイって奴やつの仲間か？）

　こうして真まっ直すぐ眺ながめていてさえ、全く気配が感じられない。

　年の頃ころは十代前半、チャイカと同じか、それよりも一つ二つ下、といった所か。

　薄うす紅べに色いろのドレスを身に纏まとい、長い髪かみを紅あかい髪飾かざりで束ねている。可愛らしい容姿だが、押しつけがましい派手さは感じない。何ど処こか儚げで、清らかな印象の乙おと女めだった。

「……あの」

　トールは声を掛かける。

　だが少女は反応しない。

　一体……何者なのか。ドミニカ以外にこの屋敷には気配を感じない。それは今も同じだ。気配を殺して潜ひそむ技法もあるにはあるが──眼の前にこうして立っているというのに、トールの側で微み塵じんも気配を感じないというのは、やはり異常だ。

「これは──」

　トールは彼女に向かって近付きながら、その様子を仔し細さいに眺めた。

　やはり少女は一切、トールの存在に注意を払わない。

　ただぼんやりと虚こ空くうにその視線を放散しているのみだ。

　それはまるで──

「……ふむ」

　トールは身を屈かがめて中庭に転がっていた砂じや利りを摘つまむと、これを指先で弾はじいて少女へと飛ばした。砂利が真っ直ぐ少女に向かい──

「やっぱりか」

　──通り抜けた。

　少女は幻げん影えいだ。蜃しん気き楼ろう……いや幻げん灯とうの類か。

　実体の無い幻まぼろしを、まるでそこに本物が存在するかの様に見せかける装置があるのだという話は、トールも聞いた事がある。魔法の様に思えるが、実際には純然たる機械で行う事が出来るらしい。もっとも、やはり幻は幻、気温変化や湿しつ度ど変化、あるいは光の変化によってすぐにぼやけ、幻と分かってしまう繊せん細さいなものらしいが。

「誰かの、いわば肖しよう像ぞう画がの代わりか」

　トールは眉まゆを顰ひそめて呟つぶやく。

　あまりにもくっきりと、まるで触ふれる事さえ出来そうな密度で描えがき出された虚きよ像ぞうに、トールは興味本位で手を伸のばし──

「──触さわるな」

　静かな声がそう告げた。

「…………」

　トールは背後を振ふり返る。

　勿もち論ろん、近付いてくる気配には気付いていたが……

「あ……いや……俺は」

　トールは慌あわてた様子を取とり繕つくろう。

　中庭の端はしに──ドミニカが立っていた。

「……すまない」

　まるで一いつ瞬しゆん前に投げた自分の言葉を羞はじるかの様にドミニカは首を振った。

「そもそも触ろうとして触れるものではないのだが」

「……いえ。こちらこそ済みません」

　殊しゆ勝しような素そ振ぶりでトールは頭を下げた。

「あまりに綺き麗れいなもので……」

「……綺麗、か」

　何か考え込む様に眼を伏ふせてドミニカは呟く。

　ややあって──彼女はトールに視線を戻もどして微び笑しようを浮うかべた。

「ありがとう」

「……この方は？　ご親族か何かですか？」

　問いながらもトールにはおおよその想像がついていた。

　幻げん像ぞうの少女は……何処かドミニカと似に通かよった部分が散見される。ドミニカの子供の頃かとも思ったが、個々の共通点は数あれど、全体的な雰ふん囲い気きが何か違ちがう。ドミニカにはこの少女の様な、風に揺ゆれる草花の様な儚はかなさは無い。むしろ大地に根を張ってそびえる樹木の如き芯しんの強さが見て取れた。

「……ルツィエ・スコダ。妹だ」

　ドミニカは──何故か一瞬、躊ちゆう躇ちよするかの様に間を置いてから答えた。

「なるほど」

　頷うなずきながらトールは改めてそのルツィエの幻像を眺める。

　その容姿には、何処かチャイカにも通じるものがある様にトールは感じた。具体的に何処がかと問われれば答えられないのだが。あるいはドミニカがトール達に好意的なのも、それが原因なのかもしれない。

「…………」

「…………」

　トールとドミニカの間に沈ちん黙もくが横たわる。

　二人は、しばしルツィエの幻を見つめていたが……

「聞かないのか？」

　ドミニカが、ふと静せい寂じやくに飽あいたかの様に尋たずねてくる。

　前述の通り、この館には他に誰も居ない。ドミニカもそう言ったし、気配からもそれは分かる。ならば……ドミニカはこの妹と暮らしていない、という事になる。

　わざわざ妹の幻像を、中庭に飾かざる。

　その意味は──そこから推測出来る可能性はそう多くない。ましてや他人がその幻像に触る事にすら、我を忘れる様な拒きよ否ひ感を覚えるとなると……それは、ある種の深く重い執しゆう着ちやくを意味する。

　もう二度と手に入らないものに対するかの様な。

　つまり……

「お亡くなりに？」

「…………ああ」

　ドミニカは自じ嘲ちようめいた表情を浮かべて言った。

　問われてむしろ安あん堵どするかの様に、彼女は溜ため息いきを一つついて続けた。

「戦争に出ている間に、な」

「…………」

　かつて、トールがハスミンという娘むすめの事をチャイカに語った様に。

　あるいはドミニカも、誰かにその話を聞いて欲しかったのかもしれない──それも自分とは利害関係の無い赤の他人に。トール達を助けたのみならず、わざわざ館にまで招いたのはそのせいなのかもしれないし、あるいは、アカリの作った『設定』を聞いてしまったが故の罪悪感というか、他人の秘密と引ひき替かえに自分の秘密も暴ばく露ろして気持ちの均きん衡こうをとろうと思ったのかもしれない。

「大事な妹だった。だが死んだ。守ってやれなかった」

「お気の毒です」

　ただトールは端たん的てきにそう告げた。

　安っぽい慰なぐさめの言葉は、むしろ遺のこされた者の気持ちを踏ふみにじる事もあるのだと、トールは知っている。百万言を連つらねても死者は戻ってこない。ならば沈黙を以もつて報むくいるのも一つの弔とむらい方である。

「竜騎士になったのも、妹により安全で豊かな生活をさせてやりたいが為ためだった。両親が早くに逝いったのでな、姉一人、妹一人で、肩かたを寄せ合って生きてきた……」

　ドミニカは自嘲気味な笑みを浮かべる。

「馬ば鹿かな話だ。妹の為に竜騎士になった筈はずなのに。気が付けば竜騎士であるが故に、妹の側にいて守ってやれなかった」

　竜騎士は強大な戦力だ。

　特にそのずば抜けた防ぼう御ぎよ力は、戦場において先せん陣じんを切るに相応ふさわしい。

　竜騎士が一騎抜けるだけでも部隊の、そして軍団の損そん耗もう率は大きく変わる。恐らくどんな事情を抱かかえていようと、戦争中は抜けるに抜けられなかったろう。彼女が居るだけで死なずに済む者が何人も居るのだ。どれだけ妹の顔を見たくても、それだけを理由に友軍兵士に対して『死ね』とは言えまい。

（隠いん遁とん生活に等しいのも……そのせいか？）

　最も大切なものを失ってしまった今、領主としての権勢にも、竜騎士としての名声にも興味は無いのだろう。

「元々……スコダ家は没ぼつ落らくした騎士キヤバリアの家系でな」

　とつとつと更さらにドミニカは語る。

「父上は戦場に出向いて戻らず、母上も病死……所領も小さく、人を傭やとう余よ裕ゆうも無い。いつ無くなってもおかしくない様な家だった。領民も姉妹二人しかおらんとなると、スコダ家を軽く見る。徴ちよう税ぜいも滞とどこおりがちとなり……暮らしは苦しくなっていった」

　いかに税収が減ったとはいえ、領主には領主の生活というものがある。

　村の庶しよ民みんと同じ様な生活をする訳にはいかない。それでは益々スコダ家は領民からの畏い敬けいを失う事にも繋つながる。畏おそれ敬うやまわれてこその領主だった。

　だが……ドミニカが戦地に行った事で、未まだ成人もしていない少女一人が残ったスコダ家を『与くみし易やすし』と考えた連中が、領民の中に居たらしい。

　彼等はスコダ家に押しかけて──その財産の全てを領民の為に差し出せと要求した。

　辛かろうじて保っていた領主の家としての体面を、しかし、彼等は『贅ぜい沢たく』だと考えたらしい。領内の村人達が貧困に喘あえいでいる間も、スコダ家は何ら手を打つ事無く、贅ぜい沢たく三ざん昧まいに明け暮れているのだと非難したという。

　ルツィエは……仕方なく家財道具の殆ほとんどを領民に提供した。

　だがスコダ家に代々伝わる幾いくつかの品、先祖伝来の剣けんや鎧よろい、国王から下か賜しされた美術品については、差し出すのを拒こばんだ。それはスコダ家を騎士の家いえ柄がらたらしめている最後の一線だったからだ。母が守って死んでいったスコダ家、姉に託たくされたスコダ家、その名めい誉よを、自分もまた守らねばならないのだとルツィエは思っていたに違いない。

　だがそんな想いなど、領民に判る筈も無い。

　理り不ふ尽じんにも怒いかり狂くるった村民の何人かがルツィエに殴なぐりかかり──押おし倒たおされた彼女は、打ち所が悪く、そのまま状態を悪化させて死んでしまったという。

「ひょっとしたらラティスンの街で聞いたかもしれないが」

　ドミニカは自嘲的に表情を歪ゆがめて言った。

「事実を知った私は……妹に手を出した領民達を殺した」

（……なるほど、それが『領民殺し』か）

　トールは胸の内で納得する。

　ドミニカの行こう為いは、領主の家族を手に掛かけた者達へ、領主自みずからが制裁を下したと見る事も出来るが……いくら領主とはいえ、裁判も開かず一方的に殺したとなれば、やはりそれは乱心と見られてしまう。ましてやドミニカは竜騎士だ。問題の村民達には抗あらがう術すべなど何一つ無かっただろう。

「私自身は懲ちよう罰ばつを覚かく悟ごしていたのだが……皮肉な事に、私はあの戦争の末期、幾いくつか大きな武ぶ勲くんを立てていたのでな……国王からのお咎とがめは無しという事になり、こちらの街を所領にいただいて移り住む事になった」

「……なるほど」

　ドミニカが領土の統治に関して殆ど興味を持っていない事も、恐おそらくはそれが理由なのだろう。統治者の義務ばかりを押しつけられ、挙げ句にそれで妹まで失ったとなれば、『勝手にしろ』と突つき放はなしたくなるのも当然だ。

「……いや。すまない」

　事の顛てん末まつを語り終えたドミニカは力無く首を振った。

「君には関係の無い話だった。宿代の代わりと思って許してくれ」

「いえ。お気になさらず」

　とトールは答える。

　ただ──

（何なんだろうな……この、違い和わ感かん？）

　ふとそんな事を頭の片かた隅すみでトールは考えていた。

　ドミニカの話に嘘うそは無かろう。ここでトール達に嘘を語っても彼女には何の得も無い。

　だが……

（時間が経たっているせいか？）

　ドミニカの語り口は何ど処こか淡たん々たんとしていて──まるで語かたり部べが御お伽とぎ噺ばなしを語っているかの様な雰囲気がある。当事者として悲劇の現場に立ち会い、怒いかりにまかせて村人達を何人も殺した──そんな激しい喜き怒ど哀あい楽らくの滾たぎりの様なものが、感じられないのだ。

　絶望という病やまいに最も効きく妙みよう薬やくは時間だという。

　ならば彼女はもう数年の歳月を経へる事で、自分の妹の死を乗のり越こえているのだろうか。

　それとも……

（竜騎士ドラグーン・キヤバリアだから、か？）

　竜ドラゴンの魔ま法ほうは、心の痛みすら、治ち癒ゆしてしまうものなのか。

　それとも竜の一部になるという事は、人間らしい感情を喪うしなうという事なのか。

「ところで」

　ふと気付いた様子を装よそおいながらトールは言う。

「スコダ様は竜騎士であらせられるのですよね？」

「ああ。それが？」

　首を傾かしげるドミニカ。

　トールは中庭を見回しながら、最も気になっていた点について尋ねた。

「装鎧竜ドラグーンの姿が見えないのですが、何処に？」

　竜騎士は前述の通り『竜の一部』だ。

『竜騎士の契ちぎり』──装鎧竜との『契約』は、一度交かわしてしまえばどちらかの死を以てしか解除出来ない。多少は離はなれていても『契約』は働く為、必ずしも四六時中一いつ緒しよにいなければならないという訳ではないらしいが……それでも大たい抵てい、竜騎士と竜は行動を共にしていると聞く。

　なのに、この屋や敷しきには竜が居る様子も、無い。

　勿もち論ろん──竜が死んだという訳でもないだろう。実際にトール達はドミニカが竜の身体変化の魔法を流用して『着き替がえる』のを見ている。

「ああ……その事か」

　曖あい昧まいな表情でドミニカは頷いた。

　彼女は一いつ瞬しゆん、考え込む様な表情を示してから──

「少し……故ゆえあって此こ処こを離れているのだ」

　とだけ言った。

　その『故』の中身については語るつもりは無いらしい。

「まあ、むしろその方が都つ合ごうが良かろう」

「と……いいますと」

「普ふ通つうの人にとって竜は──棄獣フエイラの一種だからな。近くに竜がうろうろしていては、君達も落ち着いて眠ねむる事も出来まい。戦場では兵士達ですら出来るだけ私から離れて野や営えいしようとしていたし」

「装鎧竜は別格と聞きますが……？」

　一ひと括くくりに『棄獣』といっても装鎧竜と大海魔クラーケンは、他の棄獣よりも桁けた違ちがいに知能が高く、それ故に魔法では精神支配しきれない部分があるらしい。逆に言えばそんな知性ある怪かい物ぶつだからこそ一方的な支配や隷れい属ぞくとは異なる互ご助じよ関係──『契約』が可能である訳だが。

「同じさ」

　ドミニカは首を振ふった。

「異い形ぎようは異形だ。竜の側がどう思っていてもな。だから人間は──ああ、いや」

　何かを言いかけて……しかしドミニカは思いとどまったように語ご尾びを濁にごして首を振った。

「とにかく気にしなくていい」

「……はぁ」

　とトールは曖昧に応じる。

　気にしなくて良いと言われても、そういう訳にはいかない。

　万が一に闘たたかってドミニカから『遺体』を奪うばわねばならなくなった場合、装鎧竜が何処に居るのか分からなければ、逆にトール達が奇き襲しゆうを喰くらいかねない。

　もっとも……それ以前に本当にドミニカが『遺体』を持っているかどうか、なのだが。

「そういえばスコダ様」

「なんだ」

「先程、戦争中に武勲をお立てになられたと」

「……そうだな。必死に戦った結果だ」

「具体的にはどのような？」

「ガズ帝てい国こくの首都攻こう防ぼう戦せんにも参加したよ」

　あっさりとドミニカは言った。

　ただし決して自じ慢まんげにではなく、むしろ恥はじを語るかの様な、物もの憂うげな表情である。やはり妹の事があるせいか──自分の武勲を誇ほこる気持ちにはなれないのだろう。

「この領地も、その功績で陛下からいただいたものだ。正直、ルツィエの居ない今となっては、こんな領土など、あっても困るだけなのだが……な」

「世せ俗ぞくの権勢や名声、財貨には最も早はや興味がない、と？」

「……そうだな。興味が持てない」

　これもあっさりとドミニカはそう肯こう定ていした。

（…………ならば）

『遺体』を既すでに手放している可能性もある。

　あるいは手放していないなら──交こう渉しようで譲ゆずって貰もらう事も可能かもしれない。

「それがなにか？」

　怪け訝げんの表情を浮うかべてドミニカが尋たずねてくる。

　どうやら突っ込こんで訊ききすぎた様だ。

「いえ……領主様というか、貴族様にしては、あまり……その」

「地味な生活をしている、か？」

　微び苦く笑しようを浮かべるドミニカ。

「はい。有あり体ていに言えば。なのでどうしてだろう、と」

「正直、もう私には欲しいものなど何も無いのだ」

　ドミニカは淡々とした口調で言う。

「それでも尚なお、何でも良いから何か望みを言えと言われれば──」

　そこで、彼女は言葉に詰つまった。

　何かを追つい憶おくするかの様な──遠い眼でドミニカは虚こ空くうを見る。

「言われれば？」

　トールは促うながした。

　彼女はそれでも束つかの間、答えるのを迷っていた様だが……

「不ふ謹きん慎しんな話とは思うがな」

　ドミニカは視線をトールに戻もどして言った。

「もう一度、戦場に立ちたい」

「…………」

　長い戦国時代の末に訪れた平和な時代。

　それに倦うんでいるのは、自分の様なごく一部の人間かとトールは思っていたが──いや実際に多数派ではなかろうが、それでも、自分と同じ様に戦乱期の再来を望む者と出会う事になるとは思ってもみなかった。

　それもガズ帝国皇こう帝ていを滅ほろぼした側の人間で、だ。

　チャイカですら、戦乱を望んでいる訳ではない──

「そうだ。食事についてなのだが」

　ふと表情を切きり替かえてドミニカは言った。

「あ……はい」

「実を言えば、食材にはろくなものが無いのだ。たまに狩かりをしているので鹿しかや猪いのししの肉は燻くん製せいにしてあるが……その程度でな」

「お構いなく、それは自分達で。お気き遣づかい、痛み入ります」

　とトールは言って頭を下げた。実際、〈スヴェトラーナ〉号には保存食を含ふくめ、三人が一週間程度は食いつなげるだけの食料や食材が積んである。

「そうか。ならば厨ちゆう房ぼうは好きに使ってくれて構わない」

「……はあ」

　トールは頷うなずく。

　だが──

（なんだ？　やはり何か──変だ）

　何がかと問われればやはり言葉に出来ないのだが。

　トールの脳裏には幾いくつかの、形の無い違和感がぼんやりと残っていた。
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　あてがわれた部屋は二階の奥にあった。

「しかし……本当、何なんだこの屋敷」

　ドミニカとの中庭での会話の後──改めてトールは屋敷の中を一回りしてきた。

　やはり規模は小さめだが、建物の造りとしてはそう変わったものではない。貴族の屋敷としてはよくある構造だ。トール達乱破師サバターは、暗殺任務を請うけ負おう事もある為ため、こうした家か屋おくの構造についても一通りの知識を持っている。

　ただ──奇き妙みような点が一つあった。

　使い込んだ様子が無いのだ。壁かべや柱を見る限り新築同様の真新しさなのだが──傷らしい傷も無い──床ゆかという床に満まん遍べんなく埃ほこりが積もっているのである。まるで建てた直後から、そのまま誰だれも住む事無く、放置されてきたかの様に。

　ひょっとしたら──ドミニカは自分の部屋以外に立ち入った事すら無いのかもしれない。

　今いま更さら、名声も財産も興味がないと言っていた彼女の事だ──それこそ雨風がかからず眠る事が出来る場所さえあれば、後は何でも良いと考えていても不思議ではなかった。

　とはいえ──

「……なんか……引っかかるんだよな……」

　呟つぶやきながらトールはあてがわれた客室の扉とびらを開ける。

　さすがに小こ振ぶりとはいえ貴族の屋敷……客室の中はかなり広かった。トール達がデルソラントで暮らしていた廃はい屋おくが、丸ごと入ってしまいそうな大きさである。装そう飾しよく品の類たぐいは皆かい無むだが、ベッドも、燭しよく台だいや文ふ机づくえも、人が寝ね泊とまりするのに必要なものは一通り揃そろっている。

　ただ──何年も使われていないという点では他と同じだ。

　埃は満遍なく溜たまっているし、中の空気も澱よどんだ印象だ。ちょっとやそっと窓を開けた位では抜ぬけきらないのだろう──独特の、廃はい墟きよじみた黴かび臭くささが漂ただよっていた。

　そんな中で──

「…………」

　トールは眉まゆを顰ひそめる。

　壁かべ際ぎわに置かれたベッド周辺だけが妙みように綺き麗れいになっていた。

　そこだけやけに重点的に掃そう除じされている。久ひさし振ぶりに屋根のある建物で眠れるのだ──どうせならと寝しん具ぐ関係に手を入れる気持ちは、トールにもよく分かるが。

「……アカリ」

「何だ兄様」

　と寝台の横に立っていたアカリが応じる。

「一つ訊いていいか」

「勿もち論ろんだ兄様。敬愛する兄様の問いならば、下着の色から生理の日まで、私はどんな恥はずかしい事を尋ねられても答える所存だ」

　何故かぐっと拳こぶしを握にぎり締しめて言うアカリ。

　明らかに意気込む所を間ま違ちがっている感じだった。

「恥ずかしい事を訊くのが前提なのか？」

「わざわざ訊いて良いかと尋ねてくるから、てっきり恥ずかしい事なのかと」

「大体、他ひ人との下着の色なんか知ってどうするよ」

「兄様は興味無いのか？」

「少なくともお前の下着の色に興味はない」

「なるほど。下着よりも中身が重要と」

「誰もんな事言ってねえよ！」

「ちなみに今ははいてない」

「をぅい？」

「冗じよう談だんだ」

　と無表情にアカリは言った。

「俺が訊きたいのはコレの事だよ」

　溜め息いきをつきながらトールはベッドを指差す。

　それそのものはごく普ふ通つうのベッドだった。天てん蓋がいが付いているのがいかにも貴族の家具らしい所だが、ベッドそのものについて特筆すべき部分は特に無い。

「なんで枕まくらが二つ並んでんだ」

「二つ並べたからだ」

「誰が」

「私が」

「枕投げでもすんのか？」

「兄様がしたいのなら止めないが、二つでは少々弾たま数が足りないと思う」

「…………」

　トールは半眼でアカリを睨にらみ据すえる。

　だがむしろアカリは悪びれるでもなく、堂々とした態度で彼の視線を受け止めた。

「兄様は忘れているかもしれないが。私達は禁断の愛に身を焦こがし、故郷を追われ、親族の追っ手からも逃にげるいちゃいちゃ兄きよう妹だいなのだ」

　アカリは物わかりの悪い弟や妹に諭さとす様な口調で言ってきた。

「……いちゃいちゃとか言うな」

「冗談だ」

「勿論そうだろうとも」

「半分だけ」

「全部にしとけ！」

　と唸うなる様にトールは言う。

「とにかく、あの竜騎士ドラグーン・キヤバリアに不ふ審しんに思われてはいかんから、ここは徹てつ底てい的てきにそういう背はい徳とく的な兄妹を演じておく必要があるのではないかと私は提唱する次第なのだが」

　だから同じ部屋で、同じ寝台で寝ねるのにも必然性があるのだ、とアカリは強弁する。

「こんな密室の中でまで、ンな猿さる芝しば居いしなくてもいいんだよ！」

　と言ってから、トールは辺りを見回した。

「ところで、チャイカは？」

「隣となりの部屋だが」

　とアカリが壁を指差す。

「幾つか相談したい事がある。どっちの部屋で相談する方がいいか、だが」

「恐おそらくこちらだろう。一応、二人部屋という建たて前まえの様だし」

　一応、真ま面じ目めな話題とわかったのか、即そく座ざにアカリが答えてくる。

「ちなみに一通り調べたが、こちらの部屋は伝声管や、何らかの仕し掛かけが隠かくしてある様子も無い。恐らく隣も同様だろう」

　とアカリは言った。

　初めての場所に寝泊まりするとなれば、先まず最初に何か仕掛けられていないかと疑ってかかる──これは乱破師の癖くせというか、習い性しようの様なものである。極論、暗殺者は寝台の下に潜ひそむ事だってあるし、盗とう聴ちよう用の伝声管や、監かん視し用の魔ま法ほう装置も、巧こう妙みように隠してあれば、それと意識して調べなければまず気付かない。

「分かった、呼んでくる」

　そう言ってトールは廊ろう下かに戻った。
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「──いい人」

　チャイカはそう言った。

「ドミニカ・スコダ」

「まあ……それはそうなんだろうけどな」

　トールは腕うでを組んで溜め息をついた。

　隣の部屋からチャイカを呼んできて──トールが一つ提案をしたその直後の事である。

「すごく親切」

　とチャイカはベッドを叩たたきながら言う。

　確かに彼女の言う通り──ドミニカはトール達によくしてくれる。勿論、トール達の本当の素す性じようや目的を知らないからだろうが、それにしても、通りすがりの他人に施ほどこすには過か剰じような程の厚こう遇ぐうだった。普通は素性が自己申告の他人など、自分の家に入れたりはすまい。

「彼女が親切なのは、チャイカが居たからかもな」

　とトールは言った。

「むい？」

「彼女は戦争中──いや、直後か、とにかく妹を失ってるんだそうだ。この部屋からでも見えるだろう、中庭のアレ」

　とトールは窓を指差す。

　言うまでもなく『中庭のアレ』というのはルツィエ・スコダの幻げん像ぞうだ。

「チャイカとその妹を重ねて見てるんじゃないかって話さ。年の頃ころは同じ位だろ」

「……確かにな」

　窓辺で中庭を見下ろしながらアカリが頷うなずく。

「戦争に出で掛かけてて、妹を守れなかった自分を責めてるらしい。そのせいか……名めい誉よとか財産とか権力とか、そういうのに興味を持てなくなってるみたいだな。あるいはその辺の無む頓とん着ちやくさも原因かもしれないが」

　もう何もかもがどうでもいい……と開き直っているのならば、確かに自分の家に見知らぬ他人が上がり込もうと、気にはなるまい。その他人の素性についても同じだ。

「しかし兄様。いつの間にそんな話を？」

　アカリは窓辺から戻もどってきて言った。

「さっき中庭で」

「さすがは兄様だ」

　アカリは感心したように腕を組んで頷いた。

「女の油断を誘さそう手て管くだについては天性の才があるな」

「それは褒ほめてるのか罵ののしってるのかどっちなんだ？」

「無論褒めているのだ。私が敬愛する兄様を罵るなど」

　と大きく首を横に振ふってから──アカリは何かに気付いた様子でぽんと手を打った。

「いや。だが待って欲しい兄様。兄様が実は『罵られるのが好き』というのならば、不ふ肖しようアカリ・アキュラ、全身全ぜん霊れいを以もつて兄様を罵ば倒とうし続ける所存だ」

「いいから黙だまれお前は」

「勿論、必要とあれば縛しばったり叩いたり踏ふんだり蹴けったりにも対応可能だが」

「黙れ。頼たのむから黙れ」

　唸る様に言うトール。

「しかしあのドミニカ・スコダも妹が好きだったとは」

「黙れっつーに。お前の変なネタと一いつ緒しよにすんな。普通のやつだ、普通の」

　ドミニカのルツィエに対する愛情は純じゆん粋すいな家族間のものだろう。

　少なくとも罵ったり縛ったり叩いたり踏んだりするよーな類の愛ではない……とトールは思う。思いたい。まあ細かい部分は彼の知った事ではないが。

「とにかく」

　咳せき払ばらいして、彼は強ごう引いんに話題を元の流れに引き戻した。

「チャイカの言う通り、ドミニカ・スコダが悪人じゃないのはその通りだろうさ。俺達に利害関係も無いしな。無関係の他人に良くしてくれる程度には善人って事だな。だがな」

　トールはチャイカの鼻先に指を突つきつける。

「忘れてねえか──チャイカ・ガズ？　あの竜騎士は、多分お前の父親の仇かたきの一人だぞ」

「…………」

　途と端たんに──チャイカは表情を曇くもらせた。

　そう。実際に今も『遺体』を持っているかどうかはさておき、彼女がガズ帝てい国こく首都攻こう防ぼう戦せんの立たて役やく者しやであり、恐らくは、アルトゥール・ガズを直接その手に掛かけた『英えい雄ゆう』の一人である可能性は高い。

「…………」

　みるみる内にチャイカの表情が暗く沈しずんでいく。

　敢あえて考えないようにしていた事実を改めて突き付けられ、今いま更さらながら憂ゆう鬱うつな気分になっているのだろう。彼女は俯うつむいて膝ひざの上に揃そろえた両手をぎゅっと握り締めた。

「いや、あの、だから」

　慌あわてたのはトールである。まさかこんなにはっきりと落ち込むとは思ってもみなかったのだ。彼女の気を引き締める積もりでの発言だったのだが……これでは何やら彼がチャイカを虐いじめている様にも思えてしまう。

「べ、別に憎にくまないといかんとか、そういう話じゃねえけど」

「…………」

「ああくそ、なんだよ、俺が悪いのかよ!?」

　気まずさから助けを求めるかの様にアカリを振り返るトール。

「なるほど」

　アカリは腕を組んで大きく頷いていた。

「こうすれば兄様の動どう揺ようを誘えるのか。やるな」

「感心してんじゃねえよ！」

　途と方ほうに暮れながら喚わめくトール。

　そんな彼に──

「……謝罪。トール」

　とチャイカは少々ぎこちない笑顔でそう言った。

「トール。考える。一いつ生しよう懸けん命めい。悪い。ない」

　相変わらず、チャイカの大陸公用語はぶつ切りの単語を羅ら列れつしているだけで、意味が読み取りにくいが──まあ要するに『トールは一所懸命考えてくれたんだから、悪くないよね』という事らしい。彼女なりに慰なぐさめるというか、労いたわってくれている様だ。

「あー……」

　トールは頬ほおを掻かいた。

　とりあえず気き恥はずかしさは脇わきに置いておくとして……

「何にしてもチャイカはこの案に反対な訳だよな」

「むぅ……」

　困こん惑わくした様子でチャイカが唸る。

「現状じゃ、一番確実な手なんだが……」

　トールが提案したのは──『一服盛る』事であった。

　端たん的てきに言えば毒殺だ。

　仮に……ドミニカが『遺体』を持っている事を確認出来たとする。

　だがそこから──どうするべきか。それが問題なのだ。

　勿もち論ろん、チャイカの言う様なドミニカの『いい人』部分に期待して素直に、『遺体を譲ゆずってくれ』と交こう渉しようするという案もある。

　ドミニカが、世せ俗ぞくの財貨や権勢には興味がないというのならば、『遺体』の財貨としての価値はさして問題にはならないだろう。あっさり渡わたしてくれる可能性も無いではない。

　だが……そもそも『どうしてガズ皇こう帝ていの遺体を欲しがるのか』を問われた場合、何と答えれば良いのか。

　世間的には『ガズ皇帝こそ戦乱期の諸悪の根源』という説も根強い。そして事実上の引退の身とはいえ、竜騎士がその〈禁断皇帝〉の娘むすめを前にしても『いい人』で居続けてくれるかどうかは……甚はなはだ心こころ許もとない。

　そしてもし『遺体』の譲り渡しを拒きよ否ひされた場合。

（その時には、今以上に倒たおしにくくなる……）

　間ま違ちがい無くドミニカはトール達に対して警けい戒かい心を抱いだく。

　そして警戒している竜騎士を倒すのは、恐らく奇き襲しゆうだろうが何だろうが不可能に近い。

　搦からめ手を使うにしても……『最愛の家族を失った』事で、世よ捨すて人同然になっている彼女に対し、どんな搦め手を使えば動揺を誘えるのか、トールにはまるで想像がつかない。

　だから……危険を冒おかす位ならば、未だ、警戒されていない今の内に、確実な一手を打っておくべきだろうとトールは提案したのである。

　ただし毒や薬の類が竜騎士に効きくかどうか──はトールにも分からない。

　装鎧竜の魔法を応用した自己修復能力が、外皮上の傷だけでなく、内臓にも及およぶのか、あるいは神経にも及ぶのか。実の処ところ、竜騎士の数が少ない上に、その能力の全ぜん貌ぼうは軍事機密扱あつかいである為ため、その辺りの情報は真実と虚きよ偽ぎが錯さく綜そうしてはっきりしないのである。

　確実を期すならば『致ち死し量を大おお幅はばに上回る毒物を盛る』のが正しいだろう。

　それで殺せないとしても、神経系に作用する毒物ならば、しばらくは身動きできなくなる筈はずだった。首を落とさない限り竜騎士が死なないという事は──逆に言えば、竜騎士とても、脳の様な複雑な部位は復元に時間が掛かるか、さもなければ、復元できないかのどちらかだ。

「まあ俺達はあくまで乱破師だ」

　トールは溜ため息いきをついて言った。

「目的の為には手段を選ばないが、その目的そのものは俺達のものじゃない」

「……トール？」

　チャイカが紫むらさきの目を瞬しばたたかせる。

　トールは迷いの無いはっきりとした口調でこう告げた。

「強しいて言うなら俺の目的は、お前の望みを叶かなえる事だ、我が主あるじ」

「トール……私」

　驚おどろきと。喜びと。怯おびえと。焦あせりと。その他幾いくつもの感情が複雑に入り交まじった顔でチャイカはトールを見つめてくる。トールは敢えて冷たく──彼自身の感情を極力排はいした声で言った。

「だから、お前が嫌いやだというのならば──お前が『遺体を集める』という目的を果たす事よりも、ドミニカ・スコダの様な『いい人』でありたいならば、それを止める事は俺達には出来ない」

　何かを得るという事は何かを喪うしなうという事だ。

　それがたとえ奪だつ還かんするという行こう為いであったとしても。

　時間。金銭。名誉。友情。愛情。信しん頼らい。何かを必ず費ついやす事になる。

「俺は俺のやり方を考えるが、それを採さい択たくするか否かは雇やとい主ぬしであるお前の権利だ」

「…………」

　チャイカは逡しゆん巡じゆんの表情を浮うかべてトールを見、そして次にアカリの方を見つめる。

　だが、彼女はただ黙って頷いただけだ。トールと同じ意見という事である。

「ま……今すぐ判断しろって訳じゃないが」

　俯くチャイカを前に、トールは明後日あさつての方向を見上げて言った。

　どうにも今は彼女の顔を真まっ直すぐ見づらい。己おのれの心技体全てを道具として御ぎよする事を旨むねとする乱破師としては、本当に半人前も良い所だ。

「多分、時間はそんなに無いぞ。あの騎士キヤバリア達が追いついてくる可能性もある」

「……了りよう解かい」

　チャイカは眉み間けんに皺しわを寄せて俯きながらそう答えた。

　しかし──

（まあ今ここでの即そつ決けつは無理か）

　とトールは踏んでいた。

　チャイカの躊躇ためらいは初うい陣じんに前後して戦士が罹かかる、ある種の『病やまい』と同じものだろう。

　戦士にしろ騎士にしろ乱破師にしろ──戦いを生業なりわいとする者は、いずれも同じだ。

　それまではただ『敵』という抽ちゆう象しよう的な存在を殺し壊こわす事だけを考えて、修練を積む訳だが……実際に戦場に出て、生きて、呼吸し、血を流す、そんな『敵』を目まの当たりにすると、それまでの覚かく悟ごや決心が一いつ瞬しゆんで吹ふき飛とんでしまう場合がある。そして血を吐はきながら己の身体からだに刻んだ技わざさえもが、出せなくなってしまうのだ。

　勿論、全員が全員そうとは限らない。だが、初陣の死亡率が高いのは、大なり小なり、そういう衝しよう撃げきで本来の実力を出せなくなるからだろう。

　そう。『敵』は記号でも物体でもない。生きた人間だ。

　当たり前の話なのだが、知識として知っている事と、己の五感で実感する事とは異なる。

　チャイカは……デルソラントの街における襲しゆう撃げきが恐おそらく最初の『奪還』だった筈だ。

　少なくとも彼女は、そこで初めて『遺体』の一部を手に入れた。

　ならば、彼女は自分が誰だれかから何かを奪うばうという行為──誰かと敵対するという行為をしている実感は、まだ殆ほとんど無かった筈だ。ましてデルソラントの領主は何の躊ちゆう躇ちよも無く、トール達を殺しにかかっていた。だからこそ良心の呵か責しやくは感じずに済んだのだ。

　だが──ドミニカ・スコダの場合は違ちがう。

　むしろ『敵』として覚悟を決める前に出会い、しかも救われ、好意すら受けた。

　だからチャイカは彼女に対して自みずから『敵』の立場に立つという覚悟を固める事が出来ない。あくまで彼女に対して『いい人』で居たいと思ってしまった。

　その事そのものは是ぜ非ひも無いとトールは思う。

　むしろ人間らしくて良い事だとさえ思う。

　だが……

「…………」

　チャイカは浮かぬ表情で自分の膝ひざ頭がしらを見つめていた。
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「領主様のお口に合うかどうか分かりませんが」

　そう言ってトールはドミニカの前に皿を置いた。

　スコダ邸ていの──食堂での事である。

　夕食にトール達はドミニカを誘さそった。

　屋や敷しきの厨ちゆう房ぼうは、どうやら何年も使われていない状態で……調理器具から竃かまどまで、全て埃ほこりを被かぶっていた。これをトールとアカリが掃そう除じをして、使える状態にし、〈スヴェトラーナ〉号から食材を持ち込んで簡単な食事を作ったのである。

　ちなみに……何かと不器用で失敗の多いチャイカは、むしろ色々ひっくり返して邪じや魔まになるので厨房から追い出しておいた。他の場所と同じく埃が積もっていた食堂を掃除したのは彼女である。

「領主といっても正直、戦場で寝ね起おきし、飲み食いしていた時間の方が長い。そんなに舌はわがままになっていない積もりだよ。いや、むしろ懐なつかしい位だ」

　と──ドミニカは笑う。

　彼女の前に出されているのは、干ほし肉を骨こつ髄ずいのスープで戻もどして野菜と炒いためたものと、炒いり卵たまご、それに切ったパン、である。手間はかからず、しかし必要な栄養素を確保する為の種類は一通り──確かに戦場での料理に近いものはあるのかもしれない。

「恐きよう縮しゆくです」

　とアカリと共に頭を下げるトール。

　だが──

（……一体、普ふ段だん、何ど処こで何を喰くってるんだ？）

　それがトールには引っかかった。

　前述の通り──厨房にも食堂にもここ数年、全く使った様子が無い。いや、それどころかこの館やかたの埃の溜まり具合は、廃はい屋おくのそれだ。単に汚よごれているというだけの話ではない。何というか──『人間が暮らしている』という空気が此こ処こには無いのだ。

「…………」

　チャイカは、自分もパンを口に運んで黙もく々もくと咀そ嚼しやくしながら、時折、ドミニカの方を見ては視線を逸そらしている。その表情には明らかな不安の色があった。

　恐らくドミニカに事情を打ち明けて交渉するか否か、迷っているのだ。

　無論、彼女が『遺体』を渡してくれるなら、それで円満解決だ。

　だが、もしドミニカが『遺体』の譲じよう渡とを拒否すれば、トール達は、非常に不利な条件での戦いを強いられる。場合によってはその判断如何いかんで、トール達を死なせてしまう可能性もあるのだ。確実を期すならば、確かめる前に毒殺という方法が望ましい。

　だが──

「…………むい？」

　チャイカは何かに気付いた様子で首を傾かしげた。

　いつの間にかドミニカが食事の手を止め──慈いつくしむ様な目で彼女を見ていたからだ。

「ああ、済まない」

　苦笑を浮かべてドミニカが言った。

「亡くなった妹が、生きていれば君位になっていたかも、と思ってね」

「…………妹……」

「死人に似ていると言われても不ふ愉ゆ快かいかもしれないが。許してくれ」

「全然、全然」

　慌あわててチャイカは首を振ふる。

「間の抜ぬけた話かもしれないが……私は妹の死に立ち会えなかった。戻ってきた時にはもう彼女は埋まい葬そうされた後でね。だからつい、明日あしたにもひょっこり私の前に戻ってきてくれるのではないかと馬ば鹿かな夢想をしたりしてしまう」

　ドミニカは言った。

「……理解。すごく」

　こくこくと頷うなずくチャイカ。

（まずいな……）

　傍かたわらでトールはそんな事を考える。

　余計にチャイカはドミニカに感情移入をしている様だ。

　それで『遺体を諦あきらめる』とか『拒きよ否ひされれば拒否されたときと開き直ってこちらの素性を明かす』とか、はっきりと決めてしまえるならそれで良い──不利なら不利でそれなりの対策を改めて考えるまでだ──のだが、彼女の場合、ひたすら悩なやむだけで結論が出ない可能性がある。なんだかんだ言ってもチャイカ自身が、自分の都つ合ごうで他人に無理を強いる事が出来ない──つまりは『いい人』なのである。

（……チャイカも父親の死に目に会ってないんだったな）

　妹と父という違いはあれど、気が付けば大事な家族が死んでいた、という状じよう況きように彼女が共感を覚えるのも無理は無い。

（……となると）

　やはり、このままチャイカは延々と結論を出せない可能性が高い。

　その間にジレット達に追いつかれれば、彼女の身の安全すら確保出来ない。

「スコダ卿きよう」

　トールは食事の手を止めて言った。

「なにかな」

「一つお伺うかがいしたい事が」

「なんだろう？　私に答えられる事なら良いのだが」

　改まったトールの態度に、怪け訝げんそうな表情を浮かべつつもドミニカはそう言った。

　眼を閉じてしばし決意を固めるトール。

　そして──

「貴女あなたは、ガズ皇こう帝ていの遺体を所持しておられますか？」

「──!?」

　愕がく然ぜんとした表情でトールを見たのは、むしろチャイカだった。

　アカリはというと、むしろトールの発言を聞いていなかったかの様に黙々と食事を続けている。なんだかんだで、アカリとは物心ついて以来の付き合いだ──あるいはトールがこういう行動に出る事を彼女は見み越こしていたのかもしれない。

「貴女は大戦の『英えい雄ゆう』、直接にガズ皇帝を倒たおした人の一人と聞いています。そして、ガズ皇帝の遺体は、公式には爆散した事になっておりますが、実際には、分割され、貴き重ちようで高価な魔ま力りよく源げんとして『英雄』が持ち帰ったと……」

「トール──君は」

　眉まゆを顰ひそめてドミニカはトールを見み据すえる。

　驚おどろいてはいるが、未いまだその顔に憤ふん怒ぬや敵意の色は無い。

「……それが事実だとして」

　わずかな沈ちん黙もくを間に挟はさみ──ドミニカは言った。

「君がどうしてそんな事を知っている？」

「ガズ帝てい国こくの関係者が身近に居たのです」

　とトールは答えた。

　その際、ドミニカの視線の動きに注意したが──彼女は特にチャイカの方を見ようとはしなかった。少なくとも彼女が『〈禁断皇帝〉の娘むすめ』だとは気付いていない様だ。

　しかし──

（デルソラントの領主はチャイカを見知っていた様だった。だがドミニカはチャイカの顔を知らないみたいだ。同じ『英雄』なのに……一体これは何の差だ？　やっぱりチャイカは〈禁断皇帝〉が討うたれた時に、側に居たんじゃないのか？）

「なるほど」

　トールの思考はドミニカの声で中断された。

「で──もし私がその『遺体』を持っていたら、どうだというのかな」

　ドミニカは目を細める。

　今も尚なお、彼女からは敵意や殺気の様なものは感じられない。気分を害しているという様子でもない。その視線はひどく静かで冷たく──ただトール達を見定めようとしている様な印象だった。

「それを譲ゆずり渡わたしていただく事は出来ないでしょうか？」

「……本当にそれが存在するとしたら、黄おう金ごんよりも高い代しろ物ものになるが？」

　ただでさえ良質の魔力源は高価だが、それがあの〈禁断皇帝〉の遺体となれば、稀き少しよう性の意味からも、金に糸目をつけない者が出てくるだろう。人体を魔力源として売り買いするのは多くの国が禁じているが……それも金次第でどうとでも誤ご魔ま化かせる。

「無茶な事を言っているのは承知しています」

「どうして、それを君が欲ほつする？」

　ドミニカは抉えぐり込む様な視線を放ちながらそう問うてくる。

　トールは──束つかの間、逡しゆん巡じゆんを覚えた。

　勿もち論ろんもっともらしい嘘うそを並べる事は出来る。だがドミニカが問うているのは、恐おそらく細かな周辺事情ではない。先に彼がチャイカに問うたのと同じく根本的な問い──即すなわち『お前は何を目的にしているのか』という事なのだろう。

「大事な人が居ます」

　トールはきっぱりと言った。

「その人の目的を叶かなえる為ためです」

「……！」

　視界の端はしで──チャイカが目を見開いてトールを振り返るのが見えた。

「君の、ではないのか？」

「その人の目的を叶える事が、俺の目的です」

「…………ふむ」

　頷いて──次の瞬しゆん間かん。

　トールの目の前に剣けんの切っ先が突つき付けられていた。

　鋭えい利りな尖せん端たんと、トールの眉み間けんと──恐らく布一枚、紙一枚の厚さ程度の、極きわめて小さな距きよ離りのみが残されていた。

「……！」

　チャイカが愕然と腰こしを浮うかし、アカリも僅わずかに身構えているが……剣を突き付けられたトール自身は一切身動きをしていなかった。

　ドミニカに殺気が無かったからだ。

　もっとも彼女に殺気があったとして、かわせていたかどうかは分からないが。そもそもいつ彼女が剣を『生成』したのかすら分からなかったのだから。

「どうも素人しろうとではないなと思っていたが」

「双頭犬オルトロスと闘たたかっている所も御ご覧らんになってたでしょうしね──つか」

　そこでトールは口調を切り替かえた。もう猫ねこを被かぶる必要は無い。

「正直、ここまで速いか。驚いた。呪じゆ文もん詠えい唱しようも無しかよ」

「身じろぎもせんか」

　わずかに剣が前に出て──鋭するどい切っ先がトールの額に食い込んだ。

　切れてはいない。未だ。皮ひ膚ふの弾だん力りよく分だけ内に潜もぐり込んでいる状態だ。だが僅かな震ふるえでもドミニカの手が示せば、トールの額の皮膚は切り裂さかれて血を噴ふく事になるだろう。

「そちらの妹もそれなりの覚えがある様だ。暗殺者──いや違ちがうな。騎士キヤバリアや戦士の類たぐいでもあるまいし。となると──傭兵マーセナリか、さもなくば乱破師サバター」

「乱破師だ」

　トールは己の額に食い込む剣ではなく、その向こう──鋭く自分を見据えてくるドミニカの双そう眸ぼうを見つめ返して答えた。

「だが乱破師ならば──むしろ私に毒を盛るなり何なりして暗殺してから、ゆっくり探さがせば良かろうに。卑ひ怯きよう卑ひ劣れつ上等の何でも屋だと聞いたが？」

　ドミニカは剣を引きながら言った。

「理由があってね。結構急いでるんだよ、これが」

　トールは肩かたを竦すくめて見せた。

「勿論、竜騎士ドラグーン・キヤバリアと必要も無いのにやり合う趣しゆ味みはねえよ。だから改めて尋たずねる。もし『遺体』を持ってるのなら、譲ってくれないか？　もう世せ俗ぞくの権勢や財貨に興味の無いあんたなら、別に必要の無いものだろう？」

「…………」

　ドミニカはしばしトールを見つめ、それからチャイカに視線を移した。

　透とう徹てつした色を湛たたえる紅あかい瞳ひとみが、銀の髪かみの少女を映うつす。

「…………う？」

　チャイカは、びくりと身を竦め……しかしトールだけに負担を強しいない、という意思表示でもあるのか、気力を振り絞しぼる感じでドミニカの方を見つめ返す。

　そして──

「私は確かに『遺体』を持っている」

　ドミニカは言った。

「だが譲ってはやれん。欲しければ私を倒して奪うばうが良い、戦場の犬共よ」

　彼女は静かにそう告げてきた。
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　妙に空気が重い。

　そう感じてトールは手元に向けていた視線を上げた。

「…………」

　食堂にてドミニカに自分達の目的を告げた──その後。

　トール達は屋や敷しきの前に停めた〈スヴェトラーナ〉号から各種装備を持ち出して、あてがわれた客室に戻もどった。『欲しければ私を倒して奪うばうが良い』──そう言われた以上、あの竜騎士ドラグーン・キヤバリアと真正面から戦うしかない。そして竜騎士が相手である以上、手段を出し惜おしみしていて勝てる筈はずも無いのだ。装備を万ばん全ぜんの状態に整えておく事は勿もち論ろん、自分達に使える手を互たがいに開示してから作戦を練ねる必要があった。

　それはさておき……

「……！」

　まるで申し合わせたかの様に目が合った。

　チャイカである。

　彼女は慌あわてて眼を逸そらすと、自分も分解して手元に並べた機杖ガンドの手入れを再開するのだが……どうにも気が入っていないというか、心此こ処こにあらず、といった様子である。トールには機杖の構造はよく分からないが、同じ部品を付けたり外したりを無意味に繰くり返している様に見えた。

（……まあ無理もねえか）

　トールは溜ため息いきをついた。

　チャイカの立場から見れば……一度は最終的な決定権を自分に委ゆだねていた筈のトールが、勝手にドミニカと決けつ闘とうの約束を取り付けてしまった事になる。裏切られた様な気持ちになってもおかしくはない。

　勿論、トールはトールで彼女の為──というか、このままではチャイカは踏ふん切ぎりがつけられないと判断し、敢あえて汚よごれ役やくを被かぶった様な形なのだが、そこまで察してくれと言うのも無茶な話だろう。

　なんだかんだと言ってもチャイカはまだ少女である。

　それもガズ帝国が滅ほろびるまでは正しよう真しん正しよう銘めいの姫ひめ君ぎみだった訳で、細かな他人の考えを察しろと要求する方が無茶だ。他人の思考を読み、場合によってはそれを自分の都つ合ごうの良い方向に誘ゆう導どうする──そんな訓練を習慣的に受けていた乱破師サバターのトール達とは根本的に異なる。

「──なあ。チャイカ」

「[image: ]いっ!?」

　声を掛かけられびくりと身を竦すくませるチャイカ。

　恐る恐るといった様子で再び顔を上げると──その紫むらさきの双そう眸ぼうを上うわ目め遣づかいにしてトールの方を見つめてくる。見るからに神経質というか、警けい戒かい心満まん載さいの、野生動物の様な眼だ。

　これには……ちょっとトールも傷ついた。

　そこまで身構えずとも良いだろうに。

　勿論──汚れ役をやるのは別に構わない。乱破師の宿命だ。

　だが誤解されたまま決闘の現場に臨のぞむのは色々とよろしくない。

　相手は竜騎士である。トールやアカリだけで勝てる相手ではないのだ。是ぜが非ひでも魔ま法ほうの支し援えんは必要な訳で……その意味では相そう互ご理解を深めておくというか、わだかまりは取り除いておかないと何かとまずい。

（……アカリはアカリで問題なんだが）

　とトールはちらりと視線を壁かべ際ぎわに向ける。

　彼女は……壁を向いたまま床ゆかに死体の如ごとく転がっている。

「…………」

　部屋に戻ってきた途と端たんにこれである。

　こちらに背中を向けているので表情は判わからないが、多分、これはふて腐くされているのだろう。表情が出ない反面……たまに見せるアカリのこうした行動はとても分かり易やすい、というか、とても幼い。

　一体何がそんなに気にくわなかったのかトールには判らないが、アカリとも後できちんと話をしておかねばまずいだろう。

　ともあれ……

「勝手にああいう事を言ったのは悪かったが」

「…………？」

　チャイカは、何な故ぜか驚おどろいたかの様に、しばしトールの方を見つめて瞬まばたきしていたが。

「ひ……否定」

　やがてぷるぷると小刻みに首を振ふった。

　白い貌かおが、何か興奮しているかの様に朱しゆを帯びていたりする。

　そんなにも腹を立てていたのかと──トールは少し気が重くなった。

「だがあれは必要な事だった」

「ひ……必要？」

　チャイカは益々身構える様にして、尋ね返してくる。

　トールは辛しん抱ぼう強づよく、諭さとす口調でゆっくりと言葉を重ねていった。

「ドミニカと戦いたくない、と思ってたろ？」

「…………」

　きょとんと──何か急に間の抜ぬけた表情になるチャイカ。

「遺体は集めなきゃならない、でもドミニカは善いい人だから戦いたくない、勝手に奪って逃にげるのも躊躇ためらわれる、だから、ドミニカに正直に頼たのんで譲ゆずって貰もらえないかと思っていたけど、もしドミニカが拒きよ否ひしたら不意打ちは出来なくなるから、遺体を集めるのが難むずかしくなる──そんな風に思ってたろ？」

　そこで言葉を切ってトールはチャイカの様子を窺うかがう。

　チャイカは──やはり眼を丸くして呆ぼう然ぜんとしている。まるで何かの当てが外れたかの様な態度だった。一体何をどう言われると思っていたのか判らないが──警戒心はこれで解とけた様だ。そう判断し、トールは構わず畳たたみ掛ける様に言った。

「多分、このままじゃいつまで経たってもお前は答えを出せない様な気がしてな」

「…………」

「別に躊ちゆう躇ちよするのは人間として当たり前だろうさ。けど、あのジレットって騎士キヤバリアが追いついてくる可能性もある。あまり長く時間はかけられない。だから勝手だが俺が強ごう引いんに状じよう況きようを先に進めたんだ。別にお前の判断を蔑ないがしろにした訳じゃない。それは判ってくれ」

「…………」

　意味が分からない。

　尚なおもそんな風な表情で、何度も眼をぱちくりしていたチャイカだが。

「……ふぅ」

　と──何故か急に脱だつ力りよくして溜め息をついた。

　何やらトールが予想していた反応と、ずれている。

「なんだよ？　俺が勝手に話を進めたから怒おこってたんじゃないのか？」

　眉まゆを顰ひそめてトールは問うた。

「……ひ、否定！」

　ぶんぶんと慌あわてた様に首を振るチャイカ。

「じゃあなんなんだよ。何でそんな──恨うらめしそうな顔してこっち見てるんだよ」

「恨み、辛つらみ、否定」

　やっぱり小刻みに首を振って否定すると、チャイカは俯うつむいてしまう。

　その白い頬ほおが妙に赤らんでいる様に見えたが──

「……分からねえな。一体何を」

「兄様」

　不意に背はい後ごから声を掛けられて──今度はトールがびくりと身を震ふるわせる番だった。

　ずっと部屋の隅すみに、死体の如く転がっていた筈のアカリが、いつの間にか真後ろに立っていた。

「な、なんだよ」

　肩かた越ごしにアカリを振り返ってトールは言った。

　何だかアカリの全身から殺気の様な気き迫はくが陽炎かげろうの如く立ち上のぼっている。何をそんなに気合い入れてんだこいつは、と思うトール。

「確認しておきたいのだが」

「うん？　何だ、戦術に関してはこれから──」

「……違う」

　アカリは半眼でトールを見み据すえながら言った。

　突つき刺ささるどころか、その後、容よう赦しやなく抉えぐり込んで中身を掻かき出そうとするかの様な視線だった。なんか怖こわいというか──子供が相手なら怯おびえて泣き出しそうである。

「じゃあ何だよ」

「大事な事だ。とても大事な……」

　と言ってからアカリはぐいと身を乗り出してきた。

　気迫負けするかの様に、思わず身を反そらすトール。

　そんな彼をひたと見据えながら、アカリは、まるで世界の真理を問うかの様な重々しい口調で言った。

「兄様は、胸は小さい方が好きなのか？」

「何を言ってんだお前は!?」

　トールはアカリに向き直りながら喚わめいた。

　だがこの無表情な妹は、まるで臆おくした様子も無く堂々と答えてくる。

「何と言われても。兄様の性的嗜し好こうの事だが？」

「そんなのどうでもいいだろうが!?」

「良く無い」

　とアカリは断言した。

　表情はいつも通り乏とぼしいのだが、何だか今は妙に気合いが入っている。というかさすがのトールが思わず身を引いちゃう程に、気迫が込められていた。

「とても大事な事なのだ」

「べ……別に胸の大きさにこだわりなんかねえよ」

「すると未まだくびれきっていない、やや寸ずん胴どう気味な腰こしつきがツボなのか？」

　何故かチャイカの方を見ながらアカリは言った。

「……だから一体何の話をしてるんだよお前は」

「だから兄様の性的嗜好の話だと言っている」

「そんな一点突とつ破ぱ主義みたいな趣しゆ味みしてねえよ」

　どうもきちんと答えてやらないと収まらない様子なので、渋しぶ々しぶトールは言った。

「なんつうか何事も程々つーか」

「ふうむ」

　腕うでを組んでアカリは首を傾かしげる。

　何やら真しん剣けんそうに考え込んでいるのだが……

「分からん……」

「俺はお前が分からねえよ」

「では兄様には何が大事なのだ？」

「だから──」

　とそこまで言いかけて。

　ようやくトールはアカリの問うている意味を理解した。

「ちょっと待て」

「うむ。待つぞ。兄様の嗜好について真実が明らかになるというのなら、大地が腐り果てるその時まで私は待てる」

「待ちすぎだ！」

　とりあえずそう突っ込んでから──トールは頬を掻きながら言った。

「だから……そうじゃなくてな。その、『大事な人』って言ったのは言葉のアヤだ」

「アヤ？　そんな女が他にも？」

「女の名前じゃねえよ！」

　まあ確かに『大事な人』と言えば世間一いつ般ぱんでは恋こい人びとを指さすのだろう。

　しかし勿もち論ろんトールのあの言葉は、また意味が違う。

　つまり──

「まあ──その」

　咳せき払ばらいを一つ。それから相変わらずきょとんとしているチャイカを一いち瞥べつして言った。

「チャイカは──俺に目的をくれた。身に付けた技わざも活いかせないまま、生き腐れていくだけだった筈はずの、乱破師崩くずれにな。それに俺が勝手に恩を感じてる。それだけの事だよ」

「トール……」

　チャイカが呆然とした表情で彼の名を呟つぶやく。

　恐おそらく彼女自身には自覚など無かったのだろう。

　むしろ驚いた様子で彼女はトールを見つめた。

　そして……

「愛の告白？」

「お前も人の話をきちんと聞けよ！」

　首を傾げて今いま更さらそんな事を問うてくるチャイカに、トールは喚いた。

　どうしてこうも彼の側に居る女共は人の話を曲解したがるのか。それとも年とし頃ごろ──十代の少女というのは皆みんなこんななのか。アキュラの里に居た頃には、勿論、アカリの他にも若い女乱破師や、その見習いは居た筈だが……どうも、いつも側に居たアカリの印象が強すぎて、他の娘むすめ達の事が今一つ想い出しにくい。

「──とにかくな」

　呼吸を一旦落ち着けてからトールは続けた。

「相手は竜騎士ドラグーン・キヤバリアだ。竜ドラゴンの姿は見えないが、その力をドミニカが使えるのは間違いない。竜が側に居なくても、あいつそのものが竜みたいなもんだ──俺達がきちんと打ち合わせした上で士気を高めても多分、まともな方法では勝てない」

「…………」

　チャイカがごくりと喉のどを鳴らす。

　話が此こ処こに至っては、さすがの彼女も真剣にならざるを得まい。これは既すでに命いのち懸がけの戦いについての会話になっているからだ。意志や認識の不統一はそれだけでも死を招く。その程度の事は彼女にもよく判っている筈だった。

「だから作戦を練ろうって話だよ」

　お互たがいに使える手は全て晒さらして。お互いに考え得る手も全て晒して。

　その上で最善を選せん択たくしても──恐らく勝算は五分五分だ。

「──トール」

　チャイカがふと首を傾げて言った。

「その事──勘かん違ちがい。可能性。考こう慮りよ」

「あ？　勘違い？」

　予想外の言葉をチャイカに投げられて、トールは眉を顰めた。

「俺が勘違いしてるってか？」

「竜。居る──かも」

　そう言ってチャイカは部屋の中を見回した。

「……どういう事だ？」

「装鎧竜ドラグーンの魔法、変形の魔法、変身の魔法」

「ああ、そうらしいな」

　装鎧竜の魔法は，身体変化の魔法だ。

　だがトールもアカリも、その魔法を実際に見た事は無かった──というか、屋や敷しきに入る際にドミニカが使ったのを見たのが初めてだ。装鎧竜そのものに至っては、絵に描えがかれたものを見た事はあるが、現物を見た事は無い。

　他の竜種……大たい抵ていはトカゲの親玉みたいな存在で、まとめて亜竜と呼ばれる──は、このフェルビスト大陸に何種か存在する。

　だが双頭犬オルトロスが通常の犬や狼おおかみと明らかに別種の存在であるのと同様──装鎧竜は、魔法を使うという点において亜竜とは全く別種と言って良いだろう。装鎧竜こそ本物の竜という意味で『真竜』と呼ぶ者さえ居る。

　まして……人間に匹ひつ敵てきする高い知能を備え、更さらには鎧よろいという『道具』さえ操あやつるという意味では、他の棄獣フエイラとさえ一線を画す存在である。

「もし……」

　チャイカは人差し指を一本立てて言った。

「大きさ可変。可能性」

「大きさ？　装鎧竜の魔法は、単純な形だけじゃなくて、大きさまで変えられるかもしれないって意味か？」

「うい。大きい場合。小さい場合」

　我が意を得たりといった様子で、大きくチャイカは頷うなずいた。

「…………そういう事か」

　唸うなる様にトールは呟いた。

　正直言って、そこまでは考えていなかった。

　装鎧竜、あるいは竜騎士、という言葉から、トールはついつい竜を、竜騎士を乗せて飛ぶ様な大きさ──いわば馬よりも二回りかそこら大きな体たい躯くだと半なかば無意識に想像していた。そして、実際に戦場で竜騎士を目もく撃げきし、装鎧竜を目撃したという乱破師の先せん輩ぱいは、その位の大きさだとトール達に教えてくれたのだが……

　考えてみれば変身・変形の魔法を使う竜の大きさが、一定を保っているという保証は何ど処こにも無い。むしろその気になれば、掌てのひらに載のってしまう様な大きさにまで小さくなってしまう、という事さえ可能かもしれない。

「ひょっとして、竜騎士や装鎧竜の情報が乏しいのはそのせいか……？」

　竜騎士は各国の軍隊にとって秘密兵器の様なものであり、機密に属する部分が多いのは間違い無いのだが──遊ゆう撃げき戦に数多く投入された事、そして味方の部隊にまで『神しん出しゆつ鬼き没ぼつ』などと評されていたのは、装鎧竜が大きさまで変えられるが故ゆえの事なのかもしれない。

　例えば、戦場に向かうまでは竜騎士の手荷物や懐ふところに隠かくれていて、戦場で魔法を使って本来の大きさに戻もどる──とか。この方法を採とれるのならば、装鎧竜は──というか竜騎士はとんでもない機動力と隠おん密みつ性とを併あわせ持つ事になる。こんな連中に奇き襲しゆうを掛かけられれば、敵軍としては、たまったものではあるまい。

「この屋敷の何ど処こかに隠れてるってか」

　つまりトール達が逆に、ドミニカの装鎧竜に奇襲を掛けられる恐れさえあるという事だ。

「その可能性。他の可能性」

　と言って──チャイカは指先でくるりと輪を描く。

　周囲の全てを指さし示すかの様に。

「屋敷。それ自体」

「……なに？」

　怪け訝げんそうに言ってから──

「なるほど」

　トールはその意味に気付いて薄うす気き味み悪わるそうに部屋の中を見回した。

　そうだ。確かにその通りだ。

　小さくなるだけではない。大きくもなれるかもしれない。

　また──形を変えるというのならば、それはどの程度なのか。あくまで基本的な骨格構造は残るのか。それとも全く別の形状も可能なのか。

　トール達は竜の魔法の『限界』というものを知らない。

　ついついトールは装鎧竜という言葉から、表皮を変形させる、という程度のものを想像していたが──大きさを変えられるかもしれないというのなら、そもそも『竜らしい形』をしていない可能性だってあるのだ。

「俺達はひょっとしたら、竜の──」

　腹の中に居るのかも。

　快適でとても有あり難がたかったベッドが、途と端たんに、何か奇き怪かいな臓ぞう物もつの一部の様に思えてきて、トールは顔をしかめる。

　そして──

「むん！」

　と次の瞬しゆん間かん、いきなりアカリが鉄てつ槌ついの尖とがった尖せん端たんを床ゆかにたたきつけていた。

　どかん、と音を立てて板張りの床が凹へこむ。

「ちょ……!?」

　思わず剣に手を掛けて身構えるトール。

　さすがに驚いたのか、隣ではチャイカも腰こしを浮うかした様な体勢で固まっている。

「な、何やってんだ、お前は!?」

「いや。この屋敷が竜かもしれないというのなら、屋敷の床や壁かべを傷つければ何か反応があるかもしれないと思ったのだ」

　と全く悪びれた風も無く言うアカリ。

「だが違ちがった様だな」

「……いきなりやるな。心臓に悪い」

　トールは床の陥かん没ぼつ部を見て言った。

　血が滲にじむ訳でもないし、少なくともそれは単なる木製の板にしか見えない。

　とりあえず、いきなりあちこちから胃液が染しみ出してきて、消化されてしまう──などという事は無い様だった。

「心臓に悪い？　兄様──それはドキドキするという事か？」

「まあそうだが」

「なるほど。そういえば昔、心理術の教えで、『吊つり橋ばしの術』なるものがあったが。こうやって兄様をドキドキさせ続ければ、兄様の心を操る事も可能かもしれん」

「本人の目の前で言ってる時点で駄だ目めだろ」

　とトール。

　前述の通り──乱破師達は、扇せん動どうや謀ぼう略りやくの仕込みをする事もある為ため、人間心理を操る術というものを教わる。アカリが言う『吊り橋の術』というのは、吊り橋の様な、不安定でついつい恐きよう怖ふや興奮から心臓の鼓こ動どうが早まってしまう場所に、男女が揃そろっていると、その鼓動の高まりを恋れん愛あいや性的なものと勘違いしてしまう、という現象を応用したものだ。

　これはあまり効果は長続きしないそうだが、その間に『既き成せい事じ実じつ』を作ってしまえば、それを以もつて相手を縛しばる事も可能になる。要するに敵てき陣じんに情報内通者を作ったりする場合に、『誑たらし込む』手て管くだの一つとして教えられた術である。

「敵方に内通者を作る為の方法だとばかり思っていたが。これは盲もう点てんだった。敵を誑し込むには先ず味方からというしな」

「いわねえよ」

「これからは夜よ討うち朝あさ駆がけで兄様の意表をつく事を心こころ掛がけよう」

「心臓発作で死ぬわ！」

　壁を殴なぐってトールは喚わめく。

　拳こぶしに伝わってくる感かん触しよくは──やはり単なる木の板と壁かべ紙がみのそれだった。
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　中庭に出ると、月光の下でいつも通りに儚はかなげな印象の少女が出で迎むかえた。

　静かに──少しはにかむ様に微び笑しようしている。

　雨の日も。風の日も。昼も。夜も。

　もうこの少女の時が流れ移ろう事は無い。五年前のあの日に、この少女の未来は途と絶だえてしまった。今残っているのは文字通りにただの残像だ。

　だがそれでも……遺のこされた者は、ありし日の記き憶おくに縋すがる。

　望まずして薄うすれていく想い出を少しでも後に遺そうと──引きずろうと遺影や遺品を手元に置いて自分の記憶を反復する。

　未練とは言うまい。

　それが人間というものだ。

　人間はそうすべきなのだ。

　だから……

「──どうした」

　ルツィエ・スコダの虚きよ像ぞうに視線を据すえたまま、ドミニカは言った。

「決けつ闘とうは明日の昼だぞ。それとも寝ね入いった所を襲おそう積もりだったか？」

「……そうして倒たおせる相手なら、そうするけどな」

　とその青年──乱破師トールは言った。

「幾いくつか分からない事があってさ」

「……分からない？」

　ドミニカは、ようやく虚像から視線を外して背後の二人を振り返った。

　トールの隣にはあの銀ぎん髪ぱつの少女──何処かルツィエに似た面おも影かげのチャイカも居る。トールの妹アカリは姿が見えないが、奇襲をする積もりなのか、それとも、何か準備でもしているのか。

「あんた、ガズ帝てい国こく皇こう帝ていを直接倒したと言われている特とつ攻こう隊たいの一人なんだよな？」

「そうだが？」

　と怪訝の表情を形作って答えるドミニカ。

　何を今いま更さらそんな事を問うてくるのだろう──この青年は？

「こいつに見覚えは無いのか？」

　そう言ってトールが示すのは傍かたわらのチャイカである。

「見覚え？　どういう意味だ？」

　眼を細めてドミニカはチャイカを見つめる。

　同時に、トールもまた眼を細めてドミニカを見み据すえてきた。

　何かを探さぐる──斟しん酌しやくする者の眼だ。

「……なるほど？」

　トールは何事か納得がいった様子で頷いた。

「何だか知らんが気が済んだか？」

「ああ。一応は」

　とトールは言うと、ドミニカの側にまでやってきた。

　腰には二本の小剣を吊っているが、それに手を掛ける様子は無く、殺気や闘気の類たぐいは微み塵じんも感じられない。決闘の約束を反ほ故ごにして今、襲いに来た、という訳ではない様だった。

「あんた、竜騎士だろ」

　トールは辺りを見回しながら言った。

「竜ドラゴン抜ぬきで闘たたかって良いのか？」

「呼んで欲しいのか？　万に一つもお前達に勝ち目は無くなるぞ」

「……そうなんだろうけどな」

　トールはドミニカの横を通り過ぎルツィエの虚像の方に更さらに近付いていく。

「──おい」

「なんだ？」

　ドミニカに声を掛けられ、トールは、ルツィエのすぐ横で振り返った。

「妹に近付くな。触ふれるな」

「これはあんたの妹じゃない。ただの虚像だ」

　トールは淡たん々たんと言った。

　憐あわれむでもなく。嘲あざけるでもなく。ただ事実を事実として告げる口調である。

　虚像。残像。分かっているのだ。そんな事は。

　しかし──

「死者は二度と死なない。死者は二度と傷つかない。ただ、薄れて、消えていくだけだ」

「…………」

「こんな風に──な」

　と言うや否や──トールの右手が霞かすんだ。

「──!?」

　微かすかな風切り音。

　それは戦場における矢の接近音に似ていたが──

「貴き様さま!?」

　次の瞬間、何か硬かたい音と共に少女の幻げん影えいは消えた。

　後には何も残らない。本当に──何も。

「何をする!?」

　ドミニカは大おお股またにトールに歩み寄ると、彼の襟えり首くびを掴つかんだ。

　恐おそらくこの青年が何かを投げて──幻げん灯とう機きを壊こわしたのだ。

「常に妹の幻影を側に置いておかないと、不安か？」

　怒いかりに燃えるドミニカの双そう眸ぼうを平然と見返しながら、トールは言ってきた。

「あんたの妹に対する気持ちは、その程度か？」

「なんだと？」

「大事な人を亡なくした事があるのは、あんただけじゃない。俺にも覚えがある」

　トールは挑いどみ掛かかる様な口調で言った。

「……それがどうした」

　トールの言う通り、あの長い戦国時代で家族や親しい知ち己きを喪うしなった者は数知れない。それこそ改めて得意げに告げられる意味も無い位に──だ。

「俺には焼き付いてるよ」

「……なに？」

「忘れたくても忘れられない。あの人の事はな。眼を閉じるだけで想い出す。想い出しちまう。他の事なんか何も考えられない位に、何度も何度も否いやが応でも思い返す」

「…………私の」

　ドミニカは唸うなる様に言った。

「妹に対する想いが、弱いとでも言うのか？」

「かもな」

　トールは冷え冷えとした表情でドミニカを見つめてくる。

「遺影を手元に置く。遺品を大事にとっておく。別にそれは誰だれでもやるさ。けど常にどの部屋からも見える中庭の真ん中に、雨の日も風の日も昼も夜も、妹の残像を立たせっぱなしってのは、一体どういう了りよう見けんなんだろうなって思ってさ」

「…………」

　ドミニカは言葉に詰つまった。

　心の何ど処こかにトールの言葉を認める部分があったからだ。

　考えてもみなかった。ただ人間ならそうするものだと──そうすべきなのだと自分に言い聞かせてきた。それは欲よつ求きゆうというよりも義務に近い感覚だったかもしれない。

「あんた、実はそんなに哀かなしんでないんじゃないか？」

「なんだと!?」

　トールの襟首を掴む手に自然と力が入る。

　彼の爪つま先さきが僅わずかに地面から浮ういた。だが乱破師の青年は怯ひるむ様子も無く、眼を細め、まるでドミニカの内面を見み透すかすかの様に言ってきた。

「最愛の妹を喪ったのに、そんなに哀しんでない自分が嫌いやで、無理矢理、哀しい気分になろうとしてるだけじゃないのか？」

「…………貴様……私を愚ぐ弄ろうするのか」

　何な故ぜそんな事を言い出すのか──この青年は？

　たとえそれが事実であったとしても、わざわざ指し摘てきしてドミニカを怒おこらせる事が、どんな利益になるというのか？　まさかそれを教えて貰もらったドミニカが、喜んで感謝するとは思っていないだろうに。

「……怒ったか？」

　探る様にトールは尋たずねてくる。

　怒らせる事が目的なのか。確かに怒りに我われを忘れれば隙すきも出来るだろう。そして竜騎士も装鎧竜も不死身ではない。わずかな隙に一いち撃げき必殺の攻こう撃げきを喰くらえば絶命もする。

「…………」

　ドミニカは──溜ため息いきを一つついて、トールの襟首を離はなした。

「明日の朝にでもやるべきであったな。一晩寝ねれば、さすがに私も頭は冷えるぞ」

「そうかい」

　トールは頷うなずいて襟えり元もとを直す。

　特に悔くやしがる様子は無い。ドミニカを怒らせる事が目的ではなかったのか。

　それとも──

「……幻灯機」

　おずおずとした声がドミニカとトールの間に割って入る。

　振り返るドミニカの視線には、未だ怒りの残ざん滓しが混じっていたのだろう。一いつ瞬しゆん、怯おびえる様に首を竦すくめ──しかし意を決した様子でチャイカは言った。

「直す。謝罪」

　この銀髪の少女は本当に申し訳無さそうにしていた。

　あるいは一いつ緒しよについてはきたものの、トールが何をする積もりなのか聞かされていなかったのかもしれない。それともトールの一連の行動は、この場の思いつきか。

「機械弄いじり。得意」

「……………………いいだろう」

　少し考えてからドミニカは頷いた。

「好きにしろ。ただし幻灯機と引ひき替かえに遺体を渡わたしたりする様な事は、無いぞ」

　幻灯機もルツィエの虚像も貴き重ちようと言えば貴重な品だが──予備や代だい替たいが無い訳ではない。

「勿もち論ろん。修理。明日。昼前──決闘前、返へん却きやく」

　こくこくと何度も頷いて見せるチャイカ。

　ルツィエの虚像を使って姑こ息そくな手段を仕し掛かける積もりは無い──という意味だろう。

「闘いたいってあんたの要望には、間違い無く応じるさ」

　隣のトールも肩かたを竦めてそう言い添そえてきた。

　だが相手は乱破師だ。何処までその言葉が信用出来るかは分からない。

「そうであって貰いたいな」

　捨て台詞ぜりふの様に言い置いて──ドミニカは踵きびすを返した。

　ルツィエの幻げん像ぞうが無いのであれば、こんな場所に居る意味は無い。

　もっとも今のドミニカにとって、部屋の中だろうと、道みち端ばただろうと、大差はない。居場所など何処でも良いのだ。自分の本当に居るべき場所はとうに失われている。ならば何処であろうとそれは仮かり初そめに過ぎない。

　ただ──

「…………」

　脳のう裏りに響ひびくのは先程のトールの言葉だ。




『あんた、実はそんなに哀しんでないんじゃないか？』




「──そんな事は無い」

　自分に言い聞かせる様にドミニカは言った。

「そんな事は無い。哀しい。私は哀しんでいる。だが──」

　トールは間違っている。

　だが全くの見けん当とう違ちがいという事も無くて……

「そんな事は……ないのだ」

　呟つぶやきながらドミニカは中庭から立ち去った。
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　中庭を出てトールが向かったのは〈スヴェトラーナ〉号だった。

　あてがわれた客室はアカリが調査済みとはいえ──万が一という事もある。最後の確認は屋や敷しきの外でやるべきだとトールは判断したのである。

「トール」

　スコダ邸ていの玄げん関かんを出た所で──半歩後ろを歩いていたチャイカが声を掛けてきた。

「何故……？」

　彼女は邸内で回収してきた幻灯機を胸むな元もとに抱かかえている。

　文字通りに一抱え程の大きさのその装置は、トールの投げた手裏剣スローイング・ダガーが筐きよう体たいの端はしに突つき刺ささっていた。投げるのは小石でも良かったのだが──破は壊かいする事そのものが目的では無かったので、修理しやすいようにと、使い慣なれていて狙点を正確に決められる手裏剣を選んだのである。

　だがそうした細かな事については、事前にチャイカには知らせていなかった。

　悪いとは思うが──すぐ考えが表情に出る彼女に教えてしまっては、何かと不都合が出るかもしれないと判断したのだ。

「なんだ？　何が何故だよ？」

「あんな、酷ひどい、こと」

「…………ああ」

　トールは顔をしかめて言った。

　幻灯機を壊した事と、ドミニカに対する辛しん辣らつとも言うべき言葉の数々について言っているのだろう。確かに傍はた目めには急にトールが底意地悪くなった様にも見えた筈はずだ。

「確かめたかったんだよ。ドミニカがああ言われて、怒るかどうかな」

　ドミニカの顔を想い出しながらトールは言った。

　確かに彼女は怒っていた。怒っていたが──

「チャイカ。お前──」

　トールは〈スヴェトラーナ〉号の横に立ってチャイカを振り返る。

　一瞬、躊ちゆう躇ちよを覚えたが、トールは敢あえて問うた。

「お前の場合は父親な訳だけどな。同じ様な事を言われたら、どう思う？」

「……父様？　え？」

　困こん惑わくの表情で立ち止まるチャイカ。

　トールの問いの意味がよく判らないといった様子だ。

「実はお前、父親が死んでも、そんなに哀しんでないだろ、とか」

「……むぅ？」

　チャイカは眉み間けんに皺しわを刻んで唸った。

（……そうだよな。そうなるよな）

　胸の中でトールは呟く。

　哀しみは、やがてその者の中で拡散していく。忘れる訳ではない。だがそれを抱いだき続ける事に精神が慣れる。自分が哀しんでいるのかどうか──普ふ段だんは意識しなくなる程に。

　痛みと同じなのだろう。

　傷は未だ癒いえずとも痛みがそのままの状態で継けい続ぞくする事は無い。大たい抵ていの場合、傷ついたその瞬しゆん間かんが最も痛い。改めて傷口を広げるのでもない限り、その後は緩ゆるやかな鈍どん痛つうとなって定着し──傷が治なおった訳でも、痛みが消しよう滅めつした訳でもないが、あまり意識しなくなる。

　だから例えばトールが『お前はハスミンの死を哀しんでいない』と言われても怒ったりはしない。当とう惑わくはするかもしれない。だが単に自分の内面を振り返ってみて、尚なおも残る哀しみを確認し、相手の言葉を否定するだけだ。

　言われて怒るのは──むしろそれを認める気持ちが、そこにあるからではないか？

　哀しもう哀しもうとしているのに、その努力を否定された様な気がして。

　ならば──

「泣く。喚わめく。既すでに無い。けど──哀しい。本当」

「だろうな」

　トールは頷いた。

「でも怒ったりはしないだろ」

「……ん」

　こっくりとチャイカは頷いた。

「でも。私──父様。死ぬ所。見てない」

「それはドミニカも同じだろ」

　死に目に立ち会えなかった事で、大事な者の死を今一つ実感出来ないという事は確かにあるかもしれない。だがそれを指摘されて怒るだろうか。

　どうにもトールはあの竜騎士ドラグーン・キヤバリアの言動に違い和わ感かんを感じてしまう。

　それに──

（遺体を持ってるって事は、直接、〈禁断皇こう帝てい〉を殺した面子メンツの一人だって事だよな）

　デルソラントの街の領主もその一人だった。




『馬ば鹿かな、貴き様さまは、死んだ筈だ！』




　確かにロベルト・アバルトはそう言った。

　確認してはいないが、それはトールやアカリに向けた言葉でないのは間違い無い。そしてあの時、現場にはトール、アカリ、ロベルト、の他に居たのはチャイカのみ。

　ならばロベルト・アバルトが言った『死んだ筈の人間』とはチャイカの事だろう。

　実の処ところ、チャイカに会う前までは──否、ジレット隊にチャイカの素す性じようを聞かされるまでは、ガズ皇帝に娘むすめが居たという話を、トールは知らなかった。

　そもそもガズ皇帝に関しては、今一つ素性が分からないというか……ごく一部の側近を除いてガズ皇帝の私生活を、全く知らなかったといわれている。

　だがガズ皇帝に限らず、国王、帝てい王おう、といった支配者は『公人』だ。家族が居れば当然にその存在は周囲に知れ渡るし、隠かくそうと思っても生なま半はん可かには隠しきれるものではない。

　なのに……ガズ皇帝に関しては、娘の存在どころか、正室や側室が居たかどうかさえ、知られていない。恐おそらくはガズ帝国の国民も知らなかったのだろう。

　となると。

（チャイカの顔を知っている奴やつも限られる）

　他国の人間ならば尚なお更さらだ。

　そして『死んだ筈だ』という言葉。

　この事から……トールは、ロベルト・アバルトがチャイカの顔を見たのはあのガズ帝国首都攻略戦の時ではないかと考えていた。

　例えば──ガズ皇帝の居きよ室しつに踏ふみ込んだ際に。

　いよいよ城が陥かん落らくする、という状じよう況きようになれば、ガズ皇帝も自分の側近と家族を側に集めて脱だつ出しゆつの算段を練ねるのは当然だろう。その意味で、ガズ帝国首都攻略戦の際、チャイカはアルトゥール・ガズの側に居た可能性がある。そしてそこに踏み込んできた特とつ攻こう隊たいに討うち取られたとすれば、ロベルト・アバルトがチャイカの顔を知っているのも不思議ではない。

　チャイカの記き憶おくの欠落はその際の恐きよう怖ふと衝しよう撃げき……そう考えれば概おおむね辻つじ褄つまは合う。

　だが……それならば。

　同じ英えい雄ゆうの一人である筈のドミニカも、チャイカの顔を見ている筈だ。

　なのに彼女はチャイカの顔を知らなかった。こんな特とく徴ちよう的な──そして綺き麗れいな少女であれば、初めて顔を合わせた時点で想い出して当然だろう。

　これは一体どういう事か。

　ひょっとして特攻隊も、全員が常に揃そろって行動していた訳ではないのか。

　勿論、細かな状況によっては、ドミニカがチャイカの顔を見ていないという事も充じゆう分ぶんにあり得るのだが──

　ドミニカはガズ皇帝が倒たおされた現場に居なかった可能性。

　即すなわち──

「どうもな」

　トールは〈スヴェトラーナ〉号の荷台から、籐とう編みの籠かごを一つ降ろしながら言った。

　アキュラの里を出る際に持ち出した幾いくつかの道具や装備がそこには入っている。アバルト邸への侵しん入にゆうの際には、主目的が窃せつ盗とうであった為ため、身軽さを重視して使わなかったが、真正面から竜騎士と闘たたかうとなれば、重武装も必要になる筈だった。

「違和感があるんだよ」

「違和感？」

「その原因を確かめたくて、挑ちよう発はつしたんだが……」

「…………？」

　さっぱり分からない、といった様子でチャイカはやはり首を傾かしげる。

「後で説明するよ」

　籠の中身を確かめながらトールは言う。

　チャイカは、そんな彼を隣となりでしばし見つめていたが──

「……トール」

　何か少し思い詰めた表情で声を掛かけてきた。

「なんだ？」

「万が一……命の危険……逃にげる……推すい奨しよう」

「…………」

　トールは籠に一いつ旦たん蓋ふたをしてチャイカに向き直る。

　じっとその顔を正面から覗のぞき込むと──何か気き恥はずかしさでも感じるのか、チャイカは視線を逸そらして顔を背そむけようとする。だがトールは両手を伸のばして彼女の頬ほおを左右から挟はさみ、これを止めた。

「むいっ!?」

「……いいか」

　トールは強い口調で言った。

「そういう、気き遣づかいは、いらねえ」

「……トール？」

　目を丸くするチャイカ。

　彼女の紫むらさきの瞳ひとみを──その奥を更さらに覗き込みながらトールは続けた。

「俺は乱破師サバターだ。他人のも、自分のも、命を粗そ末まつにするのが商売だ」

　心も体も技わざも──命ですらも、悉ことごとくは目的達成の為の道具。

　それが乱破師の宿命であり矜きよう恃じでもある。

「……でも」

　チャイカは──まるで泣き出しそうな表情だった。

　やはり彼女は今まで『遺体を集める』という自分の行動が、他人にどういう効果を及およぼすのか、考えてもみなかったか、さもなくば考えても実感していなかったのだろう。

　憎にくまれる。嫌きらわれる。それどころか結果として何かを失う。

　例えば──仲間の命さえ。

　だが彼女が集めようとしているのは、単なる遺体ではない。〈禁断皇帝〉の亡なき骸がらだ。その存在は死して後のちもあまりに大きく──多くの人々の運命に影えい響きようを与あたえている。それを手に入れようというのならば、命いのち懸がけは当然だ。

　自分の命を賭かける覚かく悟ご位は、チャイカにもあったろう。

　だが自分の我わが儘ままに他人の命を掛け金きんとして張るのは──また別種の覚悟が要いる。ただ自分の父の亡骸を弔とむらいたいだけの少女に、それを持てと言うのは、やはり酷こくだ。

　それは『自分の望みの為に死ね』と他人に言うに等しいのだから。

　しかし……

「頼たのむよ」

　トールは表情を緩めて苦笑を作って見せた。

「お前は、自分の欲よつ求きゆう優先で居てくれ」

「トール？」

「少なくとも俺達に気遣って、自分の望みを脇わきに押しやる様な真ま似ねはしないでくれ。そうでないと仕つかえ甲が斐いがねえだろ、我が主あるじ」

「…………」

　チャイカはむしろ怯おびえる様に何度も瞬まばたきしている。

　乱破師を傭やとうという事の意味を、今いま更さらながらに彼女は知ったのだろう。

「言っただろ？　俺はお前の目的を叶かなえてやるのが目的だ。なのに……そのお前に日ひ和よられたら、辛つらい」

「トール……私…………」

　チャイカが喘あえぐ様に言葉を絞しぼり出す。

　そして──

「──おわっ!?」

　次の瞬しゆん間かん、トールは思わずチャイカを突き飛ばし自分はその反動で後ろに跳とんでいた。

　二人の丁ちよう度ど中間を──黒い何かが貫つらぬいて過ぎる。

　それは〈スヴェトラーナ〉号の外装に命中、跳はね返って空中で回転した。

「…………って」

　手を伸ばしてつかみ取るトール。

　それは手裏剣スローイング・ダガーだった。黒く塗ぬられているのは、光を反射しない様にとの配はい慮りよからである。形は違えど乱破師ならば誰だれしも、何本かは常に懐ふところに忍しのばせている代しろ物ものだ。

　つまり──

「アカリ！」

　トールは振り返って、スコダ邸ていから歩み出てきた妹を睨にらみ付けた。

「何するんだお前は!?」

「──兄様」

　アカリは半眼で言った。

「危ない所だったな」

「危ないのはお前だ！」

　手裏剣を緩ゆるく投げ返しながらトールは言った。

「いきなり何を──」

「夜や陰いんに乗じて接せつ吻ぷんしようなどと──実に兄様らしいが」

「何の話だよ!?」

　と言いつつも何となくアカリの言いたい事は分かった。

　先程、チャイカが眼を逸らさぬ様にと彼女の貌かおを両手で挟み込んでいたのを、トールが彼女の唇くちびるを無理矢理奪うばおうとしている様に見えたのだろう。はっきり言って邪じや推すいも良い所なのだが──まあアカリには言うだけ無む駄だである。

「接吻の話だ」

「してねえよ！　つか──いちいちその程度で刃は物もの投げるのかお前は!?」

「投げる。投げるのだ」

「威い張ばるな！」

「何しろ子供が出来てしまってからでは遅おそいからな」

「……あ？」

　意味が判らず顔をしかめるトール。

「何言ってんだお前」

「知らないのか兄様」

　アカリは何か大いなる真理を告げるかの様に、厳おごそかな口調で言った。

「接吻すると子供が出来るのだ」

「……お前の知識って、色々偏かたよってるよな」

　何か意味の無い疲ひ労ろう感かんを覚えて肩かたを落とすトール。

　彼は溜ため息いきを一つ吐ついてから、意識を切きり替かえて──問うた。

「で……どうだった？」

「兄様の読み通りといった所か。屋や敷しきを一通り調べてみたが──」

　懐に手裏剣を戻もどしながらアカリは言った。

「ドミニカ・スコダの部屋らしい所も調べてみたが、使われた形けい跡せきは無い」

　つまり──それがアカリが別行動をしていた理由だった。

　中庭でトールとチャイカがドミニカの注意を引きつけている間に、アカリが屋敷の中を、隈くま無なく──以前、トールが見る事の出来なかったドミニカの私室も含ふくめて──調べて回ったのだ。何ど処こかで『遺体』を見つけられれば話は簡単、それをそのまま盗ぬすんで逃げれば良かった訳だが、正直言って、そこまではトールも期待していなかった。

「飯作ってる時から気になってたんだよな」

　ろくに使った形跡の無い厨ちゆう房ぼう。

　いくら戦場慣なれしているといっても、厨房があるのに、わざわざ戸外で調理する意味は無かろう。煮に炊たき用の焜こん炉ろには蜘く蛛もの巣すが張っていた位だ。少なくともこの一年間か、あるいはそれ以上、厨房には一度も火が入っていないのは明らかだった。

「ベッドも使った形跡がまるでない。床ゆか全体に埃ほこりが積もっていた」

　つまりトール達にあてがわれた部屋と全く同じだ。

「正確に言えば……ドミニカ・スコダの部屋は少しだけ使用感があったが。しかし最近のものではない。あの部屋も恐おそらく一年以上使われていない」

「くそ。むしろ予想が外れてくれてた方が良かったんだがな……」

　トールは溜め息をついた。

「……？」

　隣ではチャイカが不思議そうにトールとアカリを見比べている。

　二人の会話の意味が──最終的にトールの出した結論が何なのか、判らないのだろう。

「どうするのだ、兄様？」

　アカリも〈スヴェトラーナ〉号の荷台に上って自分の道具が詰まった籐とう籠かごを降ろしてくる。トールの荷物と異なり、彼女の籠には武器や防具の他に、薬や研げん用の道具が──傷薬から内服薬、更には毒物や火薬まで、各種の薬を調合する為のものも入っている為、陶とう器きの瓶びんが触ふれ合う涼すずしげな音が響ひびいた。

「真っ当に勝負して勝てる相手でも無いと思うが」

「勿もち論ろん、真っ当になんか闘たたかわねえよ」

　トールは肩を竦すくめた。

「とりあえず車の中で俺の考えてる作戦を教える。その上で、チャイカ、アカリ、それぞれ意見をくれ」
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　ドミニカに微睡まどろみの時間は無い。

　装鎧竜ドラグーンの魔法は身体変化の魔法だ。これはつまり、自分の身体からだを完全に意識的な制せい御ぎよ下に置くという事に他ならない。睡すい眠みん時間も睡眠深度も自由自在だ。その気になれば睡眠深度の調整により、一日一時間程度眠ねむるだけで疲ひ労ろう回復する事も出来る。また馬や牛の様に立ったまま眠る事も可能だ。

　お陰かげでドミニカは夢も観みない。観る事が出来ないと言っても良いだろう。

「…………そろそろか」

　閉しめきったままの窓からは、朝の光が漏もれ落ちてきている。

　時計など観なくても、おおよその時間は判った。

「さあ……ドミニカ。戦争だ」

　彼女は僅わずかな興奮と共にそう呟つぶやくと、呪じゆ文もん詠えい唱しよう。平へい凡ぼんな布の衣装は蒼あおい光と共に分解されて鎧よろいに再構築される。

　実を言えば鎧は勿論、衣い装しようも元々彼女の表皮が変化したものだ。人間的な羞しゆう恥ち心しんなどは無いが、それでも普ふ段だん、こうして服を着ているのは──既すでにそれが習慣化しているからだ。

　呪文詠唱をしない──とあの乱破師の青年は驚おどろいていた様だが、実際には勿論、ドミニカも呪文詠唱をしている。ただし喉のどの奥で声帯だけを使って詠唱しているため、口を閉じてしまえば殆ほとんど周りには聞こえなくなるのだ。これも自由自在に自分の身体を制御出来る装鎧竜の魔法ならではだ。

「……うん？」

　部屋を出ようと扉とびらを開くと──外開きのそれに何かが当たった。

　押し出す様にしてゆっくりと扉を開いてから部屋の外に出てみると、廊ろう下かにはルツィエの幻まぼろしを映うつし出していた幻げん灯とう機きがぽつんと置かれていた。

　あのチャイカという少女が約束を守ったのだろう。

　作動するかどうかを確かめようとして──だがドミニカは小さく首を振った。

　上う手まくいけばこれはもう必要なくなる。だから確かめる必要は無い。

　ドミニカは幻灯機を寝しん室しつの中に押し込んで、扉を閉める。

「……全くもって不可解だ」

　ドミニカはそう独りごちると中庭に向かって歩いて行く。

　そこにあの三人が待っている筈はずだった。

　待ち合わせは中庭と取り決めてあったが、決けつ闘とうを何処で始めるのかは彼等に任まかせてある。

　何処でも同じだ。

　彼ヽ女ヽが居ない世界は──本当にもう何処でも一いつ緒しよだった。何もかもが色いろ褪あせて、何もかもが奥行きを失って、ひどく空くう疎そで嘘うそ臭くさいものに見えた。

　だから……

「待たせたか？」

　中庭に足を踏ふみ入れながらドミニカは問うた。

「いいや。俺達も今来たところだ」

　そう答えるトールは──重装備だった。

　ただし、目立った防具は肩かた当あてと肘ひじ当て、膝ひざ当て程度。

　肝かん心じんの胴どう体たい、特に腹部はがら空あきだが、恐らくこれは動きやすさを優先したのだろう。胴当ては確かに内臓を守るのに有効だが、身体の中心部を固めてしまう為ため、動きが阻そ害がいされてしまう。

　腰こしの後ろには愛用品らしい二本の小剣。左右の腕うでには手首から肘にかけて鞘さやに入った短剣が一本ずつ。胸部にも何本もの手裏剣を組み込んだベストを着込んでおり、これが武装と防具を兼かねているのだろう。恐らく、内側には薄うすめの鎖帷子チエインメイルも着込んでいるに違ちがいない。

　対して隣となりのアカリは──比ひ較かく的てき軽装だ。

　鉄てつ槌ついを手にし、身体のあちこちに何か仕込んではいる様だが、トールの様に目立つ武装や防具の増加は無い。恐らく身動きのし易さを最優先しているのだろう。

　そして──

「そうか。魔法師ウイザードか」

　ドミニカはチャイカが携たずさえる長大な魔法機杖ガンドを見て頷うなずいた。

　成る程……理に適かなっている。

　長ちよう距きよ離り攻こう撃げき、支し援えん攻撃が可能な魔法師を背に、近接戦せん闘とうが得意な乱破師が敵の対面に立つ。魔法師が大おお掛がかりな魔法を使う為の時間を、乱破師が稼かせぐという戦法だろう。トールが防ぼう御ぎよと攻撃力重視、アカリが回かい避ひ力重視、と差別化が図はかられているのは、ドミニカの戦闘流りゆう儀ぎがどういうものでも、対応出来る様に戦い方に差を設もうけているのだ。

　乱破師といいながら、呆あきれる程に基本に忠実だ。

　何年もの戦場経験のあるドミニカからすれば、微笑ほほえましい位である。

　だが悪くない。

　あるいは『戦場に立ちたい』といったドミニカの台詞せりふを覚えていて、敢あえて、基本的で真っ当な戦い方を選んでくれたのかもしれない。

　だが、感謝こそすれ手は抜ぬくまい。

　手を抜けばここは戦場にはならない。

　ドミニカの望みは戦場に立つ事なのだから──

「用意は？」

「いつでも」

　と答えてから、ふと思い出したかの様にトールは続けた。

「ところで──俺達が勢い余って、あんたを殺しちまう事もあり得る」

「ふむ」

　ドミニカは自分の口元がほころぶのを感じていた。

　どうやら彼は勝つ積もりでいるらしい。

　良い。実に良い。そうでなくてはこの場は戦場にならない。戦意を持たぬ相手を一方的に嬲なぶる様な真ま似ねを、竜騎士ドラグーン・キヤバリアドミニカ・スコダは望まない。

「その場合に、『遺体』が何処にあるのか分かりません、では困るんだよな」

「心配するな」

　ドミニカは言った。

「遺体は幻灯機の中だ」

「…………」

　さすがにこれには驚いたのか、トール達は顔を見合わせた。

　実を言えば、修理の最中にチャイカがそれを見つけたならば、そのままくれてやっても良いとドミニカは思っていた。

　別にドミニカは、チャイカが──そしてトールやアカリが、憎にくい訳ではない。だからこそ自分の我わが儘ままに彼等を命いのち懸がけで付き合わせるのには躊ちゆう躇ちよもあった。遺体を発見して彼等が逃にげるなら、それはそれで彼等に運があった、と納得も出来たのだ。

「……ちょっと戻もどって取ってきていいか？」

　苦笑を浮かべてトールが尋たずねる。

「戻れるものならな」

　言いながら、ドミニカは剣に手を掛かけた。

　彼女自身の身長にも匹ひつ敵てきする程の大型剣である。これも実を言えば鎧の一部──ドミニカの一部だ。刃が欠けようが折れようが魔法で元に戻る。取り上げられても同じ物を改めて作り出せる。竜騎士には武装解除すら意味が無いのである。

「いざ──尋じん常じように勝負」

「やなこった。俺は乱破師サバターだぜ」

　言いながらも、トールは双剣を抜いて構えてきた。

「大体、戦争に尋常もくそもあるか。勝てばいいんだ」

「……なるほど、その通りだ」

　ドミニカは笑って──一歩目を踏み出した。

「いくぞ」
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　竜騎士の最大の武器は竜ドラゴン由ゆ来らいの防御力と並んで『意外性』だ。

　それは乱破師の強さにも通じるものがある。

　即すなわち──

「──ッ！」

　まさに一いつ瞬しゆん。

　互たがいの間合いに入るまで十歩はあろうかという距きよ離りが……瞬まばたきの間に消しよう滅めつしていた。瞼まぶたを閉じる前までは遠く離れて相対していた筈のドミニカが、次に瞼を開いたその時には、もう剣を振ふり上げてトールの眼前に居たのだ。

　とんでもない脚きやく力りよくである。

　重装の鎧と大剣を装備しているから、つい鈍どん重じゆうな印象になるが……とんでもない。軽装時のトールやアカリと同等か、それ以上の速さだ。まさしくその外見に騙だまされて一瞬でも油断すれば、次の瞬間には自分の脳天に食い込む刃の感かん触しよくを味わう事になる。

「ちいっ……！」

　トールは右側へ──ドミニカから見て左へと跳とぶ。

　大剣はその重量故に破は壊かい力があるが、その分だけ小回りが利きかない。一度振り下ろしたその刃の軌き道どうは、生なま半はん可かには修正出来ない。特に利き手と反対側となれば、自分自身の身体が間に入る分だけ間合いが短くなり、動きが鈍にぶる──

「甘いッ！」

　──筈だった。

　まさか振り下ろす途と中ちゆうで直角に曲げてくるとは思わなかった。

　しかも剣に添そえていた左手を離はなして右手一本。

　技わざでも何でも無い。人外とも言うべき異様な膂りよ力りよくで強ごう引いんに軌道を曲げて見せたのだ。

「つっ!?」

　トールの胸むな元もとに仕込んであった手裏剣スローイング・ダガーが二本、まとめてへし折れて吹ふっ飛とんでいた。手裏剣が無ければ、あるいはこの初撃でトールは胸を横に切りひらかれて絶命していたかもしれない。

　重装であるのにこの速度。高速であるのにこの重撃。

　通常は速度を犠ぎ牲せいにして防御を上げるなり、打だ撃げき力りよくを犠牲にしても速度を上げるなりするものだが……ドミニカに関しては、そういう常識がまるで通用しない。

　恐おそらくあの鎧、竜の魔ま法ほうで造り上げられた鎧は、単に防御用のものではないのだろう。何ど処こか生物的というか、筋肉を思わせる造りは、恐らく、アレ自体が筋肉と同じ機能を持っていて、ドミニカの脚力や打撃力を倍加させているのだ。

「〈二の剣要らずモータル・ストローク〉──よくぞかわした」

　ドミニカはむしろ満足げに笑いながら構えを戻す。

　まるで剣けん術じゆつを習い始めたばかりの素人しろうとの様な、基本中の基本形。

　だが……それ故に爆ばく発はつ的てきな速度と筋力が加わると、まるで隙すきが無くなってしまう。基本とは即ちありとあらゆる応用に変化する可能性を秘めているからだ。

「〈二の剣要らず〉ね……なるほど、大たい抵ていは初撃で殺されて終わりか」

　トールは唸うなる様に言った。

　下へ手たをすると、自分が殺されたという事にすら気付かずに逝ゆく者も多かろう。

　それ程にドミニカの攻撃は速く──そして重い。

　瞬しゆん殺さつにして滅めつ殺さつ。まさしく一いち撃げき必殺だ。

「存在自体が奇き襲しゆう戦法だな」

「卑ひ怯きようとは言うまい？」

「勿もち論ろんだ」

　トールは不敵に笑いながら言って、更さらに横に跳ぶ。

　これまた一瞬で間合いを詰つめたドミニカが、剣を振り下ろしてきたからだ。

　喋しやべっている間すら、互いに油断はしていない。

　ぼづん！　と剣と言うより大型の打だ撃げき兵器──破は城じよう槌ついでも振り下ろしたかの様な爆ばく音おんが響ひびき、勢い余った一撃は中庭の地面に長く深い裂け目を生む。

　大量の土砂が舞まい上がり、トールとドミニカの間を遮さえぎって──

「──む！」

　ドミニカが呻うめく。

　同時に甲かん高だかい金属音が土つち埃ぼこりの中に響いた。

　くるくると回転しながら舞い上がるのは、弾はじかれた手裏剣の一本である。土つち煙けむり越ごしに投げ付けられたそれを、ドミニカが咄とつ嗟さに剣で防いだのだ。

「さすがに乱破師！　油断も隙も無いな」

「お互い様さまだ」

　晴れていく土煙。

　露あらわになったドミニカの腹──鎧よろいの隙すき間まに深々と手裏剣が突つき刺ささっていた。

　ドミニカの足下には、他にも数本の手裏剣が転がっている。土煙越しでは正確な照しよう準じゆんなど不可能、トールは殆ほとんどが無む駄だになるのを承知で──一本でも突き刺されば重ちよう畳じよう、という考えで放ったのだが、思いの外ほか、良い所に刺さった様だった。

「だが惜おしかったな」

　とドミニカは言うと平然とトールに向かって歩いてくる。

　殊こと更さらに力りきんだ様子も無く──しかし、手裏剣はずるりと鎧の隙間から押し出される様にして、落下。ドミニカの足下に跳はねた。

　ドミニカの表情に苦痛の色は無く、足取りにも変化は無い。何よりも鎧の隙間から血が出ない。普ふ通つうの人間ならば、腹部を刺されれば、即そく死しは無いとしても、身動きが取れなくなるものだが……

「…………なるほど」

　トールは目を細めて呟つぶやいた。

　彼の目はドミニカの腹部、傷口があるべきその辺りに一瞬だけ過よぎった蒼あおい光を視認していた。魔法だ。変身の魔法で『傷口のついた腹』を『無傷の腹』に変えたのだ。

「頭部に当たっていればな」

　と心底惜しむかの様な口調でドミニカは言った。

「額ひたいにぶっ刺せば死んでくれるのか？」

「ただ刺しただけならば難むずかしいな。剣の類たぐいは鋭するどすぎる。きちんと脳を掻かき回して一定量を破壊せねば、修復可能だ」

「分かった、そうするよ」

　と言うトール。

　次の瞬間──

「──ふむ」

　ドミニカは剣を担かつぐ様にして肩かたに載のせる。

　それはひどく何気ない仕草であったが、丁ちよう度ど──綺き麗れいな弧こを描えがいてドミニカの後頭部に迫せまっていた鉄てつ槌ついが、鋭い衝しよう突とつ音と共に跳ね返されていた。背後からの攻こう撃げきを、振り返りもせずに防いで見せたのだ。

「…………」

　アカリは自みずからの鉄槌の動きに逆さからわず、跳ね返されたそれを、むしろ更に別の──反対の回転軌道に繋つなげて左側面からドミニカの首を狙ねらう。

　ドミニカは、これに対し──

「ふんッ！」

　後退した。

　いや──違ちがう。

　背後から襲おそいかかったアカリに対し、後ろ向きのまま体当たりをかましたのである。

　ドミニカの脚力は先程の通り尋常でない。当然、体当たりも並の威い力りよくである筈はずが無い。

　軽装な上に元々体重の軽いアカリは、吹っ飛んで屋や敷しきの窓に激げき突とつしていた。

「ぐあっ──!?」

　硝子ガラスを割り、窓まど枠わくをへし折って屋敷の中に転がり落ちるアカリ。

「アカリ！」

　チャイカが叫さけぶ。

　彼女は──自身の身長にも等しい程の長い機杖ガンドを抱かかえながら、アカリの元へと走る。

「馬ば鹿か！　お前は──」

　気にせず魔法を組み立てろ──そう続けるべき言葉は、しかし猛もう烈れつな勢いで振り下ろされる剣の前に切って棄すてられてしまった。

「ちいっ──」

　トールは咄嗟に抜ぬき打うちの様な形で手裏剣をつるべ打ちに投げていく。通常はこれで相手は足が止まる──跳んでくる凶きよう器きを叩たたき落おとす為ためにしっかりと足場を固める──ものなのだが……

「そんなのありかよ!?」

　トールは後退しつつ呻く。

　ドミニカは停まらなかった。一瞬たりともだ。

　先程の様な当てずっぽうの投とう擲てきではない。小さな刃は物ものは全て、狙い澄すました軌道の通り、ドミニカの鎧の隙間にそれぞれ吸い込まれていった。

　だがドミニカはまるで気にせず──手裏剣が突き刺さるに任せていたのだ。

　歩調もまるで緩ゆるまない。

　これでは──そもそも戦せん闘とうの駆かけ引ひきすら成立しない。自ら傷つく事を意にも介かいさない相手には、牽けん制せいすらも一切意味を成さないからである。

「お前は何と闘たたかう積もりだったのだ？」

　ドミニカは逃にげるトールを追いながら獰どう猛もうに笑う。

「装鎧竜の防ぼう御ぎよ力の高さを、何だと思っていた？　ただ丸まって縮こまって、敵が通り過ぎてくれるのを待っている様な、可愛い生き物だと思っていたのか？」

　持てる力を防御と攻撃に分けず、その大半を一点突とつ破ぱの様に攻撃に費ついやす。

　それ故ゆえの──必殺。

「人間は不便だ」

　ドミニカは剣を振り回しながら言う。

　ある意味、技でも何でもない、文字通りに振り回しているだけの強引で真まっ直すぐ過ぎる剣なのだが、途と方ほうも無い膂力がそれを必殺の一撃に変えている。トールとしてはただ避よけ続けるしかない。迂う闊かつに武器で受けようものなら、受けた武器ごと腕うでがへし折れる。

「腹を刺されれば死ぬ。胸を抉えぐられれば死ぬ。首を斬きられれば死ぬ。頭を殴なぐられただけでも死ぬ事がある。こうも死にやすい身体からだで──よくも戦争などやろうと思いつくものだ」

　言いながら、ドミニカは一ひと際きわ高く剣を振ふり上げる。

（──！）

　トールはいつの間にか追おい詰められていた事を知った。

　右側には庭石。左側には花か壇だん。

　左右どちらに跳とんでも障害物のせいで一いつ瞬しゆん、遅おくれる。

　ならば──

「ちいっ！」

　トールは後方に跳んだ。

　ドミニカの武器の間合いはこれまでのやり取りで分かっている。

　ぎりぎりその切っ先をかわせる──そう彼は踏ふんでいた。

「──!?」

　がづん。

　殆ど反射的に掲かかげた左ひだり腕うでに、衝しよう撃げきが走る。

　続けて湧わき上がる熱と──痛み。

　折れた。

　改めて見ずとも判わかった。腕に添えていた短剣ごと、ドミニカの剣に叩き折られたのだ。もし短剣と、そしてその下の鎖帷子チエインメイルが無ければ──ドミニカの剣が、短剣や鎖帷子を叩いた際に滑すべる事が無かったならば、トールの腕は間違い無く切り飛ばされていただろう。受け流す余裕などとても無かった。

「ばか……な」

　確かに見切ってかわした。ドミニカの踏み込みの速さも考こう慮りよに入れた上で、これならば届かないと確信して動いた筈が──

「──っておい!?」

　腕の痛みも一瞬忘れ、愕がく然ぜんとトールは喚わめく。

「それは……！」

「言ったろう」

　ドミニカはむしろ呆あきれた様に言ってきた。

「お前は何と闘っている積もりだったのだ？」

　ドミニカの手にした剣は、明らかに先程よりも伸のびていた。

　倍とまでは言わずとも、トールの一歩分の歩ほ幅はば程度の長さが増えている。これが彼の見切りを狂くるわせて刃やいばを届かせる事となったのだ。

「この剣も装鎧竜ドラグーンの魔ま法ほうで創つくられたものだぞ。ならば『変身』の対象内。常に同じ長さである必要が何ど処こにある？」

「おいおい……そんなのアリか」

「まさか卑ひ怯きようとは言うまいな？」

「……ちょっと前言撤てつ回かいしたくなってきたな」

　と呟きながらトールはとりあえず後方に跳ぶ。

　着地の衝撃で、折れた左腕に痛みが走った。

「ぐっ……」

　まずい。痛みは集中力を途と切ぎれさせる。

　しかも──こんな広い場所で戦えば、間違い無く自由自在に伸び縮ちぢみする剣の餌え食じきだ。

　トールは身を翻ひるがえし、屋敷の中に飛び込んだ。

「くっそ……あそこまで出で鱈たら目めな生き物だったとはな」

　ぶつぶつとこぼしながらトールは廊ろう下かを走る。

　ドミニカは──追ってくる様だ。

「いいだろう。追ってこい、竜騎士ドラグーン・キヤバリア」

　呟きながらトールは屋敷の中を走った。
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「……なるほど。屋おく内ないに誘さそい込むか」

　自らも屋敷の中に足を踏み入れながら、ドミニカは呟いた。

　空間が限定される屋内ならば、大剣の威力は半減する。対してトールの主武器は小剣。比ひ較かく的てき小回りが利ききやすい。地の利を使う──これもまた尋じん常じようで基本に忠実な戦法だった。

　乱破師サバターというより戦士の様な戦い方だ。

　むしろドミニカとしてはそこに好感を覚えるが──

「しかし浅せん慮りよだ」

　呟くと同時にドミニカの剣が消しよう滅めつする。

　次の瞬しゆん間かん、彼女の鎧よろいの両手首から──まるで爪つめの様に一本ずつ、湾わん曲きよくした刃物が伸びた。

　先に彼女自身が語った通り、彼女の剣は鎧の一部であり、更さらに言えばそれは彼女の一部であるから、装鎧竜の魔法の──『変身』の適用範はん囲い内である。大剣が使いにくいというのならば、使いやすい大きさの武器に持ち替えれば良い。

　ただでさえ戸外でドミニカに圧あつ倒とうされていたトール達が、屋内に逃げ込んだからといって有利になる道理は無いのである。

　むしろ……

「あのチャイカという少女が問題か」

　魔法師ウイザードが前線向きでない理由はドミニカも知っている。

　魔法とは……言ってみれば罠わなを仕し掛かける様なものだ。

　機杖ガンドを据すえ付つけ、場の温度や湿しつ度ど、気脈や星せい辰しんといった諸条件を調整しなければ魔法はきちんと撃うつ事が出来ない。つまり威力は大きく、効果も多た彩さいで応用が利くが、何かと手て間ま暇ひまが掛かかるのだ。

　だが魔法を掛ける対象の動きが限定される室内なら。

　温度や湿度の変化に乏とぼしく、位置もおおまかに固定される屋内なら。

　そしてそれらの情報を予あらかじめ魔法師が知っているのなら。

　魔法は比較的手早く使う事が出来る。

　一いつ泊ぱくして、スコダ邸ていの状じよう況きようを分ぶん析せき・把は握あくする時間は充じゆう分ぶんにあっただろう。つまりチャイカは比較的素早く魔法を使う事が出来る。

　ドミニカは辺りを見回し──そして。

「……ふむ」

　長い直線廊下の奥──そこにチャイカは居た。

　機杖を構えて、真っ直ぐにドミニカに向けている。

　どんな攻こう撃げき系の魔法を撃ってくるのか分からないが──

「──はッ！」

　呼気を迸ほとばしらせると、ドミニカは床ゆかを蹴けって彼女の方に迫せまる。

　ドミニカの脚きやく力りよくならば、わずか数歩で彼女を間合いに捉とらえる事が可能だ。

「顕あらわれよ──〈忍びこむものザ・イントルーダー〉」

　チャイカが呟つぶやく様に詠えい唱しよう。

　その直後──何かが機杖から放たれた。




　──ゅんッ！




　蒼あおい光を帯びて飛ぶそれは、しかし咄とつ嗟さに身を反そらしたドミニカをかすめ、その背はい後ごの壁かべに突つき刺ささって──消える。その時にはもうドミニカはチャイカを己おのれの武器の間合いに捉えていた。

「確かに直線の廊下なら私の動きは制限されるが」

　チャイカを見下ろしながらドミニカは言った。

「同時にそちらの攻撃の機微タイミングと狙点も丸見えだ。そこまで分かっていればむしろ、魔法など、投げられた小石をかわすより容易たやすい」

「うっ……」

　額ひたいに汗あせを浮うかべて機杖を抱だき締しめると、じり、とチャイカは後ろに下がる。

　一歩前に出るドミニカ。

　更に一歩下がるチャイカ。

　そして──

「可哀かわい想そうだが」

　これも戦争。

　ドミニカの望んだものは中ちゆう途と半はん端ぱな馴なれ合いではない。なかった筈はずだ。それは死にものぐるいであるからこそ、意味がある。

　ドミニカは右手の爪──否、短剣を振り上げる。

　チャイカは慌あわてて更に下がり、しかしそこは壁で。

「うやっ!?」

「…………？」

　ドミニカが短剣を振り下ろしたその瞬間、しかし、チャイカの姿は消えていた。

　どうも最初から壁に穴を開けてあったらしい。彼女はそこに転がり落ちる様にして、屋や敷しきの外に逃のがれていた。穴をドミニカに悟さとられない様にと、わざわざ壁かべ紙がみとよく似た布を貼はり付けてあった様だ。

「……なるほど」

　姑こ息そくとはいうまい。真正面で剣けん士しと相対すれば、ただ殺されるのを待つだけなのが魔法師だ。ならば逃とう走そう手段を用意しておくのも当然である。

「ふむ……？」

　ふと気になってドミニカはその布を手に採とった。

　重い。濡ぬれている。

　油というか──妙みように粘ねん性せいの高い液体が塗ぬりたくられている。

　これは一体何なのか。屋敷を丸ごと燃やして火ひ攻ぜめにでもする積もりか。

　だが装鎧竜ドラグーンにそんな攻撃などまるで意味が無い。その場で壁に穴を穿うがって外に出れば良いだけだし、規模の小さな火事ならその現場を堂々と横切る位の事は出来る。

　ドミニカが手を離はなすと、布は自重で垂れ下がり、べったりと壁に貼り付いた。あるいは単に布が目立たないようにする為ための──皺しわが寄らないようにする為のものだったのか。

「まあいい」

　気配を探さぐりながらドミニカは歩いて行く。

　階段を昇のぼって二階へ。奥の客室にトールらしき気配が感じられるからだ。

　そして──
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　扉とびらを開けてドミニカが入ってくる。

　トールはその様子をただ静かに立って眺ながめていた。

「室内ならば私に勝てると踏ふんだのか？」

「…………」

　無言でトールは前に踏み出した。

　既すでに左ひだり腕うでは使い物にならない。右腕一本での戦いは、余人が見れば絶望的に見えただろう。しかも相手のドミニカは、多少の傷などたちどころに治してしまうのだから。

「もっと私を愉たのしませてくれると思った」

　そう言うドミニカの表情に、獲え物ものをいたぶる残ざん虐ぎやく性は無い。

　むしろ切実な願いの様な──ひどく真しん摯しな何かすらそこにはあった。

「戦場に居るかの如ごとくに私を沸わき立たせてくれるかと。何もかも気にせずただそれに邁まい進しんできる程の熱ねつ狂きようを私に与あたえてくれるのではと──」

「見くびってんじゃねえよ！」

　と言いながらトールは双機剣の一本を構えて斬きり掛かった。

　素早くドミニカはトールの斬撃を右手で払はらい除のける。弾はじかれるトールの斬撃は、トール自身の身体からだをも引きずる様にして、壁に食い込んだ。

「…………」

　これを引ひき抜ぬくトールに、ドミニカが迫る。

　彼女の武器──『爪』の様な刃は物ものは、トールの身体を真っ二つにせんと上から振ふり下ろされるが──

「──やっぱそうくるか」

　トールはこれを難なく避よけて、更に一歩前に踏み出した。

「あんた、実は」

　ドミニカの間合い、どころか、互たがいの体温が感じられる程の距きよ離りに肉にく薄はくしながらトールはにやりと笑った。

「技も何も知らないだろ」

「……!?」

　咄嗟に後退するドミニカだが、しかしトールは更に踏み込んで距離を開かせない。ほぼ密着状態でトールはドミニカの鎧に小剣の切っ先を押し当てる。

「とんでもない筋力と速度で誤ご魔ま化かしてるだけだ。技も何も無い。だから攻撃は単調で、何度か見ていれば──慣なれる」

「お前は──」

「技ってのは」

　トールはにやりと笑って言った。

「こういうのを言うんだよッ！」

　だん！　とトールの足下の床ゆかが鳴った。

　彼の強きよう烈れつな踏み込みにそれは床板が上げる悲鳴だった。同時にトールの全身は踏み込みの反動を筋肉の動きに載のせて加速、加速、加速──一いつ瞬しゆんにも満たない刹せつ那なの時間、彼の身体を介かいして絞しぼり込まれた力は、最終的に、彼が握にぎっている小剣の切っ先に炸さく裂れつした。

「ぬッ!?」

　硬かたい何かが砕くだけ散ちる音と共に、トールの小剣はドミニカの腹部を刺し貫つらぬいていた。

　トールが使ったのは、いわゆる拳けん闘とう術で言う所の『寸打』と同様のものだ。通常の打だ撃げき技は拳こぶしを加速する為の『距離ストローク』を必要とする。加速された拳をぶち当てた衝撃で相手を壊こわす。だがこの技は違う。押し当てた状態から──静止した状態から瞬間的に加速した一いち撃げきで相手を『押し破る』のだ。

「こじるんだったか？」

　凄せい惨さんな笑みを浮かべながらトールは更に小剣を──こじる。

　いかに復元・治ち癒ゆ能力があろうと、それは無限を意味するものではない筈だ。

　ならば刺した傷は、武器を抜かずに抉えぐり、こじり、動かし続ける。そうすれば傷は塞ふさがらず、血は流れ、体力は減り続けるのが道理──

「ぐっ!?」

　喉のどにまでこみ上げる悲鳴を口元で抑おさえ込むドミニカ。

「………お、ま、え……」

「剣を使えば必ず大きく振り下ろす。突きの類は一切無い。小技の類も殆ほとんど無い。防ぼう御ぎよでは『弾き』一いつ辺ぺん倒とうで『流し』が全くない。それどころか動きは全て直線的。あんたは戦せん闘とう技ヽ術ヽはからっきしだ。桁けた外はずれに高い戦闘能力のお陰かげで強い様に見えてるけどな」

「………ぐ……う……」

　ドミニカの両手がトールの肩かたを掴つかむ。

　猛もう烈れつな握あく力りよくにトールは骨まで軋きしむ痛みを覚えたが──彼は構わず言った。

「まるで、動物みたいに」

「……おまえは……おまえは……」

「そもそもあんたのそれは『戦い』じゃない。『狩かり』だ。肉にく食しよく獣じゆうが獲物を狩る際のな」

　トールは歯を剥むいて笑った。

　そろそろ駄だ目め押おしの頃ころ合あいだろう。

「おい。いつまで人間の振りしてんだよ？」

「…………!!」

　ドミニカはトールを強ごう引いんに突き飛ばした。

　ずるりと小剣が彼女の腹部から抜け、トールは壁かべ際ぎわまで一気に吹ふっ飛ばされる。

　衝撃に肺の空気が絞り出され、トールは倒たおれながら短く咳せき込んだ。だがそこでじっとしている訳にもいかない。

「おかしいと思ったんだよ」

　トールは隣となりの壁際まで転がって移動、そこを背にして立ち上がりながら言った。

「あんたはどっか不自然だった。最愛の妹を失ったドミニカ・スコダ──ではなくて、そのドミニカ・スコダを真ま似ねて演じてるだけの誰だれかみたいに見えた」

「…………！」

　ドミニカは咄嗟に口を開いて──だが言うべき言葉を見いだせなかったのだろう、代わりにただ長い溜ため息いきを吐ついた。

「何ど処こが……まずかったのだろうな？」

　腹部を押さえながらドミニカが尋たずねてくる。

　蒼あおい光が漏もれると、その傷は──鎧よろいの破損部ごと消しよう滅めつしていた。

「色々だよ。言葉にはしにくいけどな。大体この屋敷、人間が暮らしてる気配がまるでねえんだもんよ。最初は屋敷が竜ドラゴンの変化したもんかとも思ったぜ」

「…………そうか。迂う闊かつだった」

　微び苦く笑しようを浮かべてドミニカは言った。

「本物のドミニカ・スコダはどうした？」

「死んだよ」

　ドミニカは──ドミニカを演じているモノは言った。

「病やまいで、死んだ」

　ドミニカを演じていたモノは哀かなしげに首を振る。

　だがその仕草も何処か──トールには芝しば居いがかって見えた。

「彼女は死にたがっていた。戦場に立って、何もかもを忘れて、魂たましいを滾たぎらせ、蒸発させる様な、そんな死にものぐるいの戦いの果てに、誰かに倒される事だけを望んでいた──もうそれしか、彼女には残っていなかった」

　自分に残ったのは、もう竜騎士ドラグーン・キヤバリアとしての矜きよう恃じだけ。

　しかし戦争が終われば、強大な戦闘能力を持つ竜騎士はむしろ敬遠される。戦う為に竜と契ちぎる──その一部になる、という行こう為いを正統な騎士キヤバリア達は好まず、侮ぶ蔑べつすらされていた。

　最愛の妹を守る事も出来ず。その死に目にすら会えず。

　ただ──人間である事すら辞やめた生物兵器だけが残った。

　ならば自身の存在を全まつとうする為には──戦死するしかない。

「なのに彼女は病で死んだ。毎日毎日、後こう悔かいを病びよう床しようで繰り返しながら、自分自身を責めて、責めて、責め抜いて、絶望したまま、亡くなった」

『戦いたい、戦って死にたい、もうそれしか自分には残っていない』

　病床でドミニカは譫うわ言ごとの様にそう言い続け──だが望み虚むなしく、そのまま死んだという。

「…………だから、なのか」

　トールは目を細めて言った。

「お前は、だから、『戦う』事を望んだのか」

「そうだ。形だけでも、彼女の望んだものを実現してやりたかった」

　ドミニカの偽にせ物ものは言った。

　まるで遺い影えいを飾かざる様に。まるで生前に好きだったものを、墓前に供そなえるかの様に。

「私にはそれ位しか思いつけなかった。人間では、ないからな」

「…………」

　トールは目を細めた。

　ドミニカの姿が……緩ゆるむ。

　青白い光に包まれて彼女の人間としての形は崩くずれ去り、別の何かが描えがき出されていく。

　装鎧竜ドラグーンの──『変身』の魔ま法ほう。

　骨格が組み変わり、質量が増大し、皮ひ膚ふが変色する。

　膨ふくれ上がる体たい躯くは壁かべを、床ゆかを、天てん井じようを圧し、それらを押し退のけ、部屋のあちこちに亀き裂れつを走らせる。耐たえかねた様に壁が崩れ、床が軋み、そして──

「それが、お前の……本当の姿か？」

「……いいや」

　トールの問いに──牙きばに覆おおわれた口が思いの外ほか、明めい瞭りような口調で答えた。

「我われ等らに『本当の姿』など元より無い」

　部屋一いつ杯ぱいに広がり、壁を、床を、天井を押し開きながら顕けん現げんしたその姿は、まさに圧巻の一語に尽つきる。

　身長は人間の数倍。体重は恐おそらく人間の十数倍。翼つばさを持ち、長い四し肢しを持ち、更には角つのを備え尾おを備え──異い形ぎようそのものの姿でありながら、甲かつ冑ちゆうを帯び、剣を手にしたその姿は、まさしく『装鎧竜』の名に相応ふさわしい。

「求められたが故のこの姿だ」

　その白い棄獣フエイラは言った。

「より強く。より速く。より大きく。それ故にこそ、この姿をとった以上、私がお前に負ける事はもう──」
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　そこまで言って…………………………装鎧竜は僅わずかにその巨体を揺ゆらした。

　まるで今初めて自みずからの不調に気付いたかの如ごとく。

「……なん……だ……？」

「ようやくか」

　トールは長々と溜め息をついた。

　それまで──極力、最低限に抑え込んでいた呼吸を解放する。窓を割る事も考えていたが、装鎧竜が壁や床を押し割ってくれたお陰で、手間が省はぶけた。

「チャイカが魔法を撃うったろう？」

「…………あれ、が？」

「そう。毒の魔法だ」

　トールは呼吸を整えながら告げた。

「チャイカの撃った魔法は空気を変質させる類のものだ。お前は動きが速いから直接攻こう撃げき系の魔法は当てにくい。当てる事が出来ても、お前は多少の切り傷や打ち傷なんざ、ものともしない。火か炎えん系、雷らい撃げき系の攻撃も、丸ごと屋や敷しきをぶっ飛ばす位のものでなければ、意味が無いだろう──そう思ったのでな。だからこそ毒を、使わせて貰もらった」

　毒使い──薬や研げんは乱破師サバターの十お八は番こだ。

「ついでに言うと、俺が刺した小剣にも別種の毒が塗ぬってある」

　とトールは小機剣を示した。

「竜にどれだけの量の、どんな毒が効きくのかは、想像でしかなかったからな。俺もアカリも解げ毒どく剤ざいは予め飲んでいたが、普通の人間なら十回は死ねる代しろ物ものだ、肝きもが冷えたぜ」

　トールが切り札の一つである〈鉄てつ血けつ転てん化か〉を使わなかったのは、毒の回りを防ぐ為ためである。強化された肉体は確かに格かく闘とう戦には有利だが、当然、それだけ激しい動きをする以上、呼吸量も増大する。

　また……アカリが吹っ飛ばされて屋敷の中に転がり込んだのも、実は計算の内だ。

　彼女は最初から早々に現場を離り脱だつ、屋敷の中に入って、窓や隙すき間まに樹じゆ脂しを塗ったり布を詰つめたりして、屋敷の中の気密を高める作業をする事になっていた。チャイカの逃にげた穴に樹脂を染み込ませた布が使ってあったのも同様の理由だ。屋敷の中を、出来るだけ空気が外部と行き来しない気密状態にする必要があったのだ。

「お前は、毒を喰くらった状態で動き回り、わざわざでっかくなった。いくら魔法つっても無から有を作り出せる筈もなし、恐らく回りの空気とか塵ちりとか湿しつ気けとか……諸もろ々もろを取り込んでるんだろう？　当然──より毒は回るわな」

「…………ぐ」

　装鎧竜はぐらりとよろめいて、しかしその前ぜん肢し──否、腕うでを伸のばして身体からだを支ささえた。

「なるほど……して……やられ……たか……？」

「愉たのしんで貰えたか？」

「……は……はは…………」

　装鎧竜は牙を剥いて虚うつろに笑った。

「侮あなどっていた非礼は詫わびよう……」

「そうかい」

「だが……まだ、だ！」

　装鎧竜は言った。

　次の瞬しゆん間かん──装鎧竜は弾はじけるかの様に全身を伸ばし、自らの身体で部屋の壁や天井を吹き飛ばしながら咆ほう哮こうした。




　おおおおおおおおおおおおッ!!




　砕くだけた建材が跳はね回り、破れた壁かべ紙がみが翻ひるがえる。

　一いつ瞬しゆんにして半はん壊かい、屋根と壁の半分以上を失った部屋に、外気が押し寄せる。

　無論、既すでに毒が回った状態の装鎧竜は、今いま更さら、外気を吸った所で完調に戻もどる訳もなし──また、部分ではなく全身に回りきった毒は、切り傷や骨折と違ちがって『変身』で消す事は出来ない。

「いざ……！」

　よろめきながらも装鎧竜は剣を振ふり上げ、翼を広げてトールに向かい飛び掛かかる。

　だが……

「いざ、顕あらわれよ──〈切り裂くものザ・リツパー〉！」

　高々と響ひびくチャイカの声。

　戸外で待機していた彼女が放った切断の魔法は、装鎧竜の翼を大きく切り裂いた。

「ぬっ……！」

　空中で体勢を崩す装鎧竜。

　その巨体に向けて──

「──ッ！」

　トールは跳ちよう躍やくした。

　折れた左ひだり腕うでを庇かばっている為に、普ふ段だんの半分の高さにも跳とべなかったが、それで充じゆう分ぶん。

　トールは落下してくる装鎧竜の眉み間けんに向けて刺し突とつの構えで小剣を向ける。

　そして──

「おおッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に繰り出される切っ先。

　巨きよ大だいな棄獣フエイラの額ひたいに、紅あかい華はなが咲さいた。
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　複雑な構造のせいで幻げん灯とう機きの完全分解には、思った以上に手間取った。

　アカリは叩たたき壊こわす積もりでいた様だが、中の遺体まで破は壊かいしては意味が無いし、折せつ角かく修理したのだからとチャイカも異を唱となえ──結果、チャイカが手て間ま暇ひまをかけて、幻灯機の奥に仕し舞まってあった遺体の断片、即すなわち水すい晶しよう容器に封ふうじ込こめられているガズ皇こう帝ていの眼球らしき二つを取り出したのだった。

「本物か？」

「多分」

　とチャイカが頷うなずく。

「苦労した甲か斐いがあったな」

　と言いながらトールは中庭を振り返った。

　そこには──額を割られた装鎧竜が横たわっている。

　白い棄獣に向かってトールは言った。

「約束だ。貰っていくぞ」

「…………ああ」

　装鎧竜は意外と静かな口調でそう応じてきた。

　そこには苦く悶もんの響きも、憤ふん怒ぬの響きも、悔かい恨こんの響きも、無い。

　元より棄獣の表情など分かる筈はずも無いのだが、今は、装鎧竜がトール達に背を向けた状態でいる為、何を考えているかも察する事は出来ない。

「何だか私もすっきりした。感謝する」

　白銀の棄獣は……ふとそんな事を言ってきた。

　どうも毒はもう殆ほとんど抜ぬけているらしい。つくづく出で鱈たら目めな生き物だった。

「しかし一つ分からないのだが。どうして、とどめを刺さなかった？」

　心底不思議そうな声だった。

「自殺に付き合う義理はねえんだよ」

　トールは吐はき捨すてる様に言った。

「……自殺？」

「単にドミニカ・スコダの魂たましいを慰なぐさめるってんなら、俺に見破られた時点で終わってるだろ。わざわざ竜ドラゴンの姿に戻ってまで、無理に戦う必要なんて無い」

　毒が回った時点で装鎧竜の負けは決まっていた。

　だがそれでも彼女は──雌めすなのだろう、多分──戦いを止めなかった。

　それは装鎧竜自身が、ドミニカを失い、生きる目的を見失ったからではなかったか。

「……そうか。そうかもしれない」

　むしろ感心したかの様な口調で装鎧竜は言った。

「私はドミニカに依い存ぞんしていたのかもしれない」

　告白するその口調はどこかぼんやりとして──まるで老人が自分の半生を回かい顧こしているかの様な響きがあった。

「ドミニカと一体になる事により、ドミニカの望みが自分の望みであり，ドミニカの望みを叶かなえてやる事が自分の望みだと思っていた。だからドミニカが望みを失った時、私も望みを失った……か」

　装鎧竜は基本的に痛覚が鈍にぶく、また、同時に強大な防ぼう御ぎよ力を持っている為に、殆ど不死身とも言える存在だ。

　この為に装鎧竜は、その知能の高さに反して、文化や文明が殆ど発達せず、また複雑な感情も発達しにくかった。そんな彼等にとって人間との──竜騎士ドラグーン・キヤバリアとの契けい約やくは実に心地良いものだったという。ただ生きる事にすら激しい喜き怒ど哀あい楽らくを覚え、必死になるその精神は、虚うつろな装鎧竜の精神に熱く滾たぎる何かを注そそいでくれたのだと。

　だが──

「別にドミニカの望みが無くなったからって、お前までその望みを放ほう棄きしなきゃならんって事もねえんだろ」

　トールは溜ため息いき混じりに言った。

「何でもいいんだよ。目標や目的なんて。それさえきっと──手段に過ぎねえんだろうしな、生きる為の」

「そういうものか」

「多分な。よくわかんねえけど」

　頬ほおを掻かきながらトールは言う。

　生きる目的や目標について、トールは他者に高説を垂れる事が出来る様な立場には無い。ほんの少し前まではそれを見失ってふて腐くされていたのだから。

　だがそれだけにこそ、分かる気持ちというものも、確かにある。

「勿もち論ろん、死ぬべき時に死ねなかったっつー気持ちは何となく分かる。お前こそいい加減、騎士離れしてドミニカを解放してやれ」

　最後の瞬間、トールは敢あえて小剣の切っ先を逸そらし──結果として刃やいばは竜の額を割りはしたが、その頭ず蓋がいを貫つらぬいて脳を破壊するまでには至らなかった。

　咄とつ嗟さにそれを選択した理由は、実はトール自身にも分からない。ひょっとしたら、この、ドミニカ・スコダに扮ふんしていた怪かい物ぶつを、憎にくみきれなかったのかもしれない。

　感情で技に手心を加えるなど、乱破師サバターとしては失格だ。

　だが……乱破師は冷れい酷こくなのであって残ざん忍にんなのではない。

　殺す必要の無い相手を、勢いで殺す様では、そちらの方が問題とも言える。

「…………」

　装鎧竜の巨体が蒼あお白じろい光に包まれた。

　角が。翼つばさが。尾おが。見る者を威い圧あつするその体たい躯くがあちこちから──まるで雪が、氷が溶とけるかの様に消え去っていく。みるみる小さくなっていくその姿は、何故かひどく弱々しいものにさえ見えた。

「ドミニカ……さん？」

　チャイカが思わず駆かけ出そうとして、しかしアカリに止められる。

　竜の魔法は『変身』の魔法だ。大きさも自由自在に変えられる。

　ならば──自らを小さく小さくしていって『無くなる』事も可能かもしれない。

　死して屍しかばねを遺のこさず、ただ存在感だけがいつまでも残り、それ故に伝説となり真実は限られた者のみが識しる──装鎧竜とは、あるいはそういう生き物であるのかもしれなかった。

　そして……

「そういう訳で」

　──むっくりと身を起こしてそヽれヽは言った。

「ドミニカの真ま似ねは止やめる事になった訳なんだけどさ」

「…………」

　目を丸くして固まるトールとチャイカとアカリ。

　そんな三人を振り返りながらそれは続けた。

「正直言って、これからどうしようかと思う訳なのよ。今更、普通の竜に戻るのもなんだし。何だか生き甲が斐いっていうかそういうのが欲しいのよね。目標っての？　そこんところ、どう思う？」

「──いや。あのな」

　辟へき易えきしながらトールは言った。

「一つ聞きたいんだが」

「なに？」

「お前……その、装鎧竜か？」

「他の何に見えるってのよ」

　そう言うのは──しかし、何ど処こからどう見ても人間の少女にしか見えなかった。

　それもとびきり可愛らしくて、とびきり生意気そうな。

　着ているのは白を基調とした、ドミニカの鎧よろいを仕立て直したかの様な意い匠しようの服である。

　年ねん齢れいは十代半なかばといった所か。見た目はチャイカと同じ位。

　ただし長い金きん髪ぱつと……そして血の様に紅あかい真しん紅くの瞳ひとみが、何かチャイカとは全く逆の雰ふん囲い気きを放っている。チャイカを月だとすればこちらは太陽か。ただそこにそうして居るだけでもやけに存在感があった。

　ドミニカの面おも影かげも何処かに残っているし、ルツィエにも顔の造りそのものは似ているのだが……儚はかない感じなど微み塵じんも無い。むしろ奇き妙みような逞たくましさすら感じられる。

　いずれにしろ──

「人間にしか見えねえ」

「まあこの格好の方が、君等とは喋しやべりやすいかなって」

「口調まで変わってるな」

「ドミニカの真似は止めたって言ったじゃない」

「…………」

　何なのかこいつは。

　先程までのドミニカの姿を──あるいは分かり易い竜の姿をとっていた時の悲ひ壮そう感が微塵も無い。同じ存在かどうかすら疑わしくなってくる位に。

　だが──

（……ああ、そういう事か）

　ふと納得する部分がトールにはあった。

　これもまた、模も倣ほうなのだ。

　装鎧竜ドラグーンは、強い。強いが故に身を寄せ合う必要が無く──それ故に社会性に乏とぼしい。それはつまり同種の他者との間で獲かく得とくすべき個性にも乏しいという事だ。生来の性格というものはあるだろうが、対比の中でしか生まれ得ない性格というものも、確実にある。

　だからこの装鎧竜は、分かり易い人間の『性格』を模倣しているだけなのだ。

　ドミニカの真似を止めると決めたので、彼女とはあまり似ていない性格を──明確に『止めた』と自覚出来る性格を演じているだけなのだろう。

「──あ。そうだ。良い事思いついた」

　ぽんと手を打って装鎧竜は言った。

「君だ、トール、君を殺そう」

　まるで散歩にでも出で掛かけよう、と提案するかの様な、軽い口調で。

「…………なに？」

「ええとなんて言うんだっけ。復ふく讐しゆう？　仕返し？　ほら。私、君にやられちゃった訳でしょ？　なんか人間ぽーい」

　あははははははは、と脳天気に笑う装鎧竜。

　本当にもう、先程までの悲壮感は微塵も残っていなかった。

「ふざけんな！　つか、お前が本気で襲おそいかかってきたら、俺なんて瞬しゆん殺さつじゃねえかよ」

　と怒ど鳴なってトールは自分の折れた左ひだり腕うでを示す。

　現状、添そえ木ぎを付けて首から三さん角かく巾きんで吊つっている状態だが、完治にはしばらくかかるだろう。勿論、一度使った戦法が二度と通じる筈もなし、装鎧竜がその気になったら、本当にトールはすぐに殺されかねない。

「あ。そっか。ごめんね。とりあえず治なおしたげる」

　と言うや否やとことことトールに近付いてくると、いきなり彼女はトールの折れた腕うでを掴つかんだ。

「痛いてぇっ!?　や──」

「えい」

　と言うや否や、包帯を引ひき裂さき、添え木を放り投げ、あろう事か。

「いただきます」

　と一言断って、少女はトールの折れた腕に噛かみ付いた。

「ぎゃあああああっ!?」

　骨折の痛みと──そして少女の『牙きば』、いや八や重え歯ばがぶすりと突き刺ささる痛みが同時に襲ってきて、悲鳴を上げるトール。

「止めろ、千ち切ぎれ──あれ？」

　痛みが、引いていく。

　いや、それどころか骨折による腫はれすらもが引いていくのが分かる。

「なんだ……？」

「ふぁあ、ふぉんふぃふぃふぁふぇいふぁふふぉふぃふぁうふぇふぉ」

「分からん。口離はなして喋れ」

「ぷは」

　そこでようやくトールの腕から口を離すと、装鎧竜の少女は言った。

「だから。身体からだの一部を交こう換かんする様な、本物の契約とは違ちがうから、離れたらもう効果なくなるけどね。一時的に噛み付いて、私の一部、って事にして、魔法で治したの」

「…………」

　トールは噛まれていた自分の腕を見つめる。

　八重歯の刺さっていた部分は小さな穴が開いてまだ血が滲にじんでいるが──骨折は綺き麗れいさっぱりと治っていて、既すでに腫れも無くなっていた。

　呆あきれる程に便利な魔法だった。

「……ええと」

　トールは困こん惑わく気味に言った。

「ありがとうって言うべきなのか」

「いいよ。治ったね」

　にっこりと笑って装鎧竜の少女は言った。

「じゃあ戦おうか」

「戦わねえよ！」

　にこにこしながら言ってくる装鎧竜にトールは怒ど鳴なる。

「駄だ目めなの？」

「他に生きる目標を見つけろよ。もっと平和的なのを」

　トールは添え木を付ける為ために捲まくり上げていた袖そでを戻もどしながら言った。

「そうだぞ」

　とアカリが横から口を挟はさんでくる。

「竜ドラゴンよ。これ以上兄様の身体に唇くちびるの跡あとを付けるのは私が許さない。特に首筋辺りは以前から私が狙ねらっていたので、優先権を主張する」

「黙だまってろよ頼たのむから！　話が無意味にややこしくなる」

　アカリを押して下がらせながら、トールは少女に向き直る。

「つか……おい。竜」

「なによ？」

「お前、名前はなんていうんだ？」

「ああ……」

　ふと曖あい昧まいな表情を浮うかべて少女は言った。

「私達に名前は無いのよ。強しいて言えば『東の六四五』かな」

「なんだそりゃ。ドミニカはお前呼ぶ時になんて言ってたんだ？」

「ドミニカは私で私はドミニカだったからね。竜騎士と竜の間ではお互たがいの呼こ称しようなんて要らないのよ」

「…………」

　トールは束つかの間、空を仰あおいで考えてから。

「フレドリカ、とか」

「……？」

　きょとんとした表情を浮かべる少女に、トールは言った。

「ま、ドミニカと似た感じで。フレドリカってのはどうだよ」

「どうって。なに？　私に名前を付けようっての？」

「おい、とかお前、とか言ってるとややこしいんだよ」

　とトールは言った。

「まあとにかく、戦うのはナシだ。どうしても戦いたければ、それこそ別の『遺体』でも探さがしてもってこいよ」

「ああ。なるほど。道理ね」

　ぽんと手を打ち合わせて少女──フレドリカは言った。

　トール達は、そもそも『遺体』を得る為に戦った。ならばまた『遺体』があって、それを手に入れる為に戦わざるを得ないなら、トール達に否いなは無い訳で。

「じゃあよろしくね」

　と──フレドリカは気安そうにトールの胸をぽんと叩たたいてきた。

「……あ？」

「君達も『遺体』探してるんでしょ？」

「それはそうだが」

「だったら君達と一いつ緒しよに行った方が『遺体』手に入り易いじゃない」

「…………いや、ちょっと待て」

　それはつまりチャイカ達が手に入れようとする『遺体』を横からかっさらい、『遺体』が欲しければ戦え、とか言う──という事か。

「その理り屈くつはおかしい」

「え？　そう？　合理的だよ」

　と首を傾かしげるフレドリカ。

　何というか……姿形や表面的な言動は人間に似せてみても、やはりこういう所は棄獣フエイラなのだろう。明らかにおかしいのだが、その自覚が無いらしい。

「あー……チャイカ。お前からも何か言ってやれ」

「むい？」

　急に振ふられてチャイカは目を丸くしていたが──

「フレドリカ」

「なに？」

　と応じるフレドリカ。

　どうやら早々に名前は受け入れた様だった。

「よろしく」

「をぅい!?」

　嬉うれしそうに言うチャイカ。

　悲鳴じみた声を上げるトール。

　未いまだ不満げな表情のアカリ。

　そして──

「うん。よろしくね」
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　朗ほがらかに笑うフレドリカ。

　こうして──チャイカ・ガズを筆頭とする『遺体』探しの旅は、四人連れになった。








　あとがき







　どうも、軽小説屋の[image: ]さかきです。

「棺姫ひつぎのチャイカ」第二巻をお届けいたします。




　そういえば、このあとがきを書いている時点で、東日本大震災からおよそ一ヶ月が経過している訳ですが（恐らく本が出る頃にはおよそ二ヶ月が経過している筈はずですが）。

　私は関西在住のせいで輪りん番ばん停電とかの影響も無く、義兄が被災地近くに住んでいて大変そうだったとか、知り合いの作家さんがしばらく音信不通になって気をもんだ、とか、そこらの点を除けば、割と日常モードで生きておりました。

　しかし、一ヶ月も経過すると色々あちこちに影響が出てくる様で。

　出版関係に対して最も端的に出てきた影響は紙とインクの不足。特にＰＰ加工された紙──ライトノベルでいえば表紙とか口絵に使う表面つるつるのアレ──が不足気味、あと、金色とか幾つかの特殊な色のインクが不足気味になっているとか。

　まあ雑誌に比べればライトノベルは使う量が少ない方だとは思いますが、それでもあちこちの編集部が必死に代替の紙やインクの確保をしている様で。




　でもってその次に出てきたのが「自じ粛しゆく」の嵐。

　あちこちで「災害」ネタが少しでも出てくる作品は全ぜん没ぼつを喰くらいまくっている様で、それどころか、神経質な編集さんになると「人が憎み合ったり死んだり戦ったりする様な暗い話は、自粛してくれ」とまで言い出したり。

　そういう訳でこの「棺姫のチャイカ」も次の巻からは、何の脈みやく絡らくも説明も無く明めい朗ろう快かい活かつ日常系学園ラブコメになります。登校拒否のトールと、彼の義妹のアカリと、そして転校生のチャイカが織おり成なすゆるゆる癒いやし系ストーリーです。どうかご了承下さい。




　………………まあそれはさすがに嘘ですが（笑）。




　しかし自粛云うん々ぬんの話があちこちで出てきているのは事実だったりします。元々アニメ業界とかは災害ネタは「もし類るい似じの災害が起きたら放送出来なくなる可能性が」という事で嫌がるんですが、それが出版業界にまで波は及きゆうしてきた感じですね。




「棺姫のチャイカ」におけるコンセプトの一つに、「日常の終わりに取り残された者達（この場合の日常は戦争な訳ですが）を描く」というのがある訳ですが、むしろ現実の世界において、戦後、延えん々えんと続いてきた長い長い日常が終わってしまった、あるいは我々が慣れ親しんできた日常の意味が変わってしまった、みたいな空気が全国的に在ある様で……「非日常」を仕事として書き続けている人間としては、色々考えさせられる事しきり。




　個人的には、緊張感と、亡くなられた方への追つい悼とうの意、被災された方への応援の気持ちは忘れず、しかし下手に騒いだりしないで、粛々と以前通りの日常を──『碇アンカー』としての日常を守るべく、平常運転を続けていこうと思いまする。




　ではでは。また次の巻で！
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棺姫ひつぎのチャイカⅡ
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